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　はいさーい、皆さん、ちゃー　がんじゅー　ですかー（はーい、皆さ

ん、お元気ですか）。

　しまくとぅばは、私たちの沖縄の心と文化を育んできた母なる言葉

です。その大切なしまくとぅばが、今、「消滅の危機」に直面していま

す。この危機を乗り越えるためには、私たちがしまくとぅばをしっかり学

んで、生活のいろいろな場面で使っていくことが必要です。しまくとぅ

ばを未来に残していく大きな仕事ができるのは私たちだけなのです。

私たちがしまくとぅばに親しみ、話していくことだけが、この宝物を守

り、未来につなぐことが出来るのです。一人一人がその主役です。

　この「単語帳」は、中学1、2年生の国語と英語の教科書や『しまく

とぅば読本』（中学生）に出ることばを中心に編集しました。しまくとぅ

ば検定の6級の準備のためにも使えるように作ってあります。少し難し

くなっていますが、「凡例」をよく読んでからお入り下さい。多くの方々

がこの「単語帳」を手がかりに、しまくとぅばに親しんで下さいますよう

お願いします。　　

はじめに

2020 年11月 2 日
沖縄県しまくとぅば普及センター

センター長 波照間 永吉
は   てる   ま えい きち

はぐく

しょうめつ き     き

はん れい

むずか
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　○過は「～した」の形(過
か

去
こ

形)［例 ： あーちゃん］
　○継 は「～している」の形(継

けい

続
ぞく

形)［例 ： あーちょーん］
⑤名詞★や副詞★のうち、その下の行に１文字右に寄せて書かれてい

る言葉は、その言葉に「する」などをつけて動詞になった言葉です。
［例 ： かじゃ しゅ(す)ん　匂

にお

う　➡しゅ(す)ん］
※この場合、動詞の活用については、➡で示した単語の活用を参考にしてください。

⑥言葉と言葉の間に「 -」がついているものは、(a).２つの言葉がくっつ
いてできた言葉を表します。(b).助詞★が後ろに付いていることを表し
ます。

※ただし、音が変化をおこしているものについては「-」を入れていません。

4  「共通語引き」について
①共通語を五十音順に並べ、その言葉にあたるしまくとぅばを示しています。
②共通語にあたるしまくとぅばの部分に、２つの言葉を並べて書いてある

場合は、「/」の前後で、使われている地域などが異なることを表して
います。

5  特別な発音を表すひらがなについて
　しまくとぅばの中には、わたしたちが普段使い慣れていない発音があり
ます。　　　
①「ゐ」・「ゑ」について
　Wiの音を「ゐ」、weの音を「ゑ」とそれぞれ表記しています。
　 ［例 ： ゐなぐ＝女　ゐきが＝男　つゑんちゅ＝ネズミ］
②「つ」について
　のどをつまらせて発音する音を「つ」と表記しています。
　 [例 ： つんま＝馬　つんめーし＝お箸］
※この発音の言葉は、単語帳では「つ」の後ろのかなのところにのせてあります。
　（「つんま」なら「ん」のところ）
※「っちゅ」などのように促

そく

音
おん

（つまる音）は「つ」のところにのせてあります。
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1  『しまくとぅば単語帳』（6級）について
　この単語帳は、『しまくとぅば読本 中学生』（2015年、沖縄県文化観
光スポーツ部文化振興課発行）、『新編 新しい国語1・2』（2020年、
東京書籍）、『ＳＵＮＳＨＩＮＥ ＥＮＧＬＩＳＨ ＣＯＵＲＳＥ1・2』（2020年、
開隆堂）に出てくる言葉を中心にまとめました。
　また、『しまくとぅば読本 中学生』は、しまくとぅば普及センターのホーム
ページから見ることができます。
(しまくとぅばナビ　https://shimakutuba.jp/learn/document/)

2  この本のなりたち
　この本は「しまくとぅば五十音引き」と「共通語引き」の二部から成っ
ています。

3  「しまくとぅば五十音引き」について
①しまくとぅばを五十音順に並べています。
②しまくとぅばの部分に、（　）の中にひらがながある言葉は、(　)の

前のひらがなと（　）の中にあるひらがなとで２通りの読み方があ
る事を示しています。［例：あがい - てぃーだ(ら)＝〈agaitīda〉/
〈agaitīra〉］

③２つの言葉を並べて書いてある見出しの言葉は、「/」の前後で、使
われている地域などが異なることを表しています。

④見出しの言葉が動詞★の場合には、(　)の中にその動詞の活用形を４
つ掲
けい

載
さい

しています。例えば、「あーしゅ(す)ん」は以下のように活用します。  
○否 は「～しない」の形(否

ひ

定
てい

形)［例 ： あーさん］
　○丁 は「～します」の形(丁

てい

寧
ねい

形)［例 ： あーしゃ(さ)びーん］

この単語帳の見方
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2  助詞について
　沖縄語(沖縄中南部方言)にも、共通語と同様に助詞があります。
①ガ[ga]・ヌ[nu]（～が）

・共通語の「～が」は、沖縄語(沖縄中南部方言)の多くで、「ガ」と
「ヌ」があります。主語が人、あるいは代名詞★の時には、 次のよう
に「ガ」となります。　
 ［例 ： じるー - が　わらゆ(い)ん（次郎が笑う）。］
 ［例 ： あり - が　いちゅん -ど(ろ)ー（彼が行くよ）。］

・主語が一般名詞の時には主に次のように「ヌ」となります。
 ［例 ： ふし- ぬ　ちゅらさん - やー（星がきれいだなあ）。］

・名詞と名詞を繋ぐ場合も「ガ」と「ヌ」の区別があり、一般名詞の時
は「ヌ」で承けます。ただし、「ワー　ムン」（私のもの）「ッヤー　ス
ムチ」（君の本）のように一部の代名詞は「ガ」が付きません。
 ［例 ： あり- が　ぐーしゃ(さ)ん(彼の杖)　きー - ぬ　ふぁー(木の葉)］

②無助詞（～を）
・共通語の「～を」にあたる助詞はありません。
 ［例 ： たるー -や　すむち　ゆぬ(む)ん（太郎は書物〈本〉を読む）。］

③ンカイ[nkai] ・ カイ[kai]（～に・～へ）
・「～に」、「～へ」のように方向を表すときに用いる助詞として「ンカ
イ」「カイ」がよく使われます。
 ［例 ： なーふぁ-んかい　いちゅん（那覇に/へ行く）。］
 ［例 ： なーふぁ-かい　いちゅん（那覇に/へ行く）。］

・次のように受身の「～に」のときには「カイ」は使えません。
 ［○ ： あり-んかい　すぐらったん（○彼に殴られた）。］
 ［× ： あり-かい　すぐらったん（×彼へ殴られた）。］

④トゥ[tu]（～と）
・「～と」は沖縄語(沖縄中南部方言)の多くで「トゥ」となります。
 ［例 ： じるー -とぅ　にーびち　しゅ(す)ん（次郎と結婚する)。］
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③「いぃ」・「うぅ」について
　「い」、「う」をやわらかく発音する音をそれぞれ「いぃ」・「うぅ」と表記

しています。
　 [例 ： いぃーどぅし＝仲良し　うぅーじ＝さとうきび]

6  〈　〉について
　〈　〉は、言葉の意味の説明です。助詞については、その言葉の役
割を後に示しています。

しまくとぅばについて

1  共通語音との規則について
①共通語の「ア、イ、ウ、エ、オ」段の音は、沖縄語(沖縄中南部方言)

の多くは、「ア、イ、ウ、イ、ウ」段の音になります。例えば、「音(おと)」
はウトゥのように共通語のオ段音はウ段音になります。また「羽(は
ね)」はハニのように共通語のエ段音は、イ段音になります。

②共通語の「ツ、ス、ズ」の音は、沖縄語(沖縄中南部方言)の多くは、
チ、シ、ジの音になります。例えば、「綱（つな）」はチナ、「墨(すみ)」
はシミ、「水(みず)」はミジになります。

③共通語の「アイ」「アエ」は、沖縄語(沖縄中南部方言)の多くでは、
エーになります。例えば、「相手(あいて)」はエーティ、「前(まえ)」は
メーになります。また共通語の「アウ」「アオ」はオーになります。例え
ば、「買う(かう)」はコーユ(イ)ン、「竿(さお)」はソーとなります。

④共通語の「キ」の音は、沖縄語(沖縄中南部方言)の多くでは、「チ」
になります。例えば、「肝(きも)」はチム、「時(とき)」はトゥチになります。
「キ」が「チ」になる以外では、「釘（くぎ）」はクジ、「烏賊（いか）」
はイチャ、「下（した）」はシチャなどの変化もあります。
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・イ段の語に付くとき　
［例 ： あれは  あり＋や→あれー］        
・ウ段の語に付くとき
［例 ： 雲は 　 くむ＋や→くもー］
・「ン」で終わる語に付くとき       
［例 ： 薪は　  たむん＋や→たむのー］
・ただし、長音で終わる語、母音連続で終わる語にヤが付く場合は、
ミーヤ(目は)、マイヤ(毬

まり

は)などのように変化しません。
・また、それぞれの音変化は、共通語の五十音図に引きずられないよ
う注意しましょう。
 ［例 ： 口は　　くち＋や→くちぇー］ ※「くてー」にはなりません。
チャ行 ： チャ・チ・チュ・チェ・チョ
 ［例 ： 筆は　　ふでぃ＋や→ふでー］　　
ダ行 ： ダ・ディ・ドゥ・デ・ド
 (執筆 ： 中本謙）

3  形容詞について
 沖縄語(沖縄中南部方言)の形容詞★は、多くの地域で「～サン」や

「～シャン」で終わる形を持っていることが特徴です(南城市玉城の奥
武島や南城市玉城の中山など、地域によっては「～ハン」となります)。
例えば、チュラサン(きれいだ)、マーサン(おいしい)、ミジラシャ(サ)ン(め
ずらしい)などです。
　ところで、形容詞は、「用言」★の一つです。「用言」とは、活用、すな
わち、変化する言葉のことです。「～サン」や「～シャン」の形は、終止
形★という活用形の一つですが、これが「～サル」という形に活用(変
化)することがあります。この「～サル」の形は連体形★と呼ばれます。
　［例 ： ふし-  ぬ　ちゅらさん（星がきれいだ）。］
　［例 ： ちゅらさる　ふし　んちゃん（きれいな星を見た）。］
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⑤カラ[kara]（～から）
・「～から」は沖縄語(沖縄中南部方言)の多くでも「カラ」です。
 ［例 ： あんまー -や　ちぬー -から　やんめー -っし　にんとーん
 （母は昨日から病気で寝ている）。］

・「～で」の意味で用いられることもあります。
 ［例 ： あぬ　しま-んかい -や　ふに -から　いちゅん（あの島へは
船で行く）。］

⑥ウゥティ[wuti]（～で）
・場所を表す「～で」は「ウゥティ」となります。
  ［例 ： ちゅー -や　やー -うぅてぃ　あしぶん-ど(ろ)ー（今日は家で遊
ぶよ）。］

⑦ッシ[sshi]・サーニ[sani]（～で）
・道具や材料を表す「～で」は「ッシ」「サーニ」があります。
［例 ： あぬ　くゎーしぇー　まみ -っし　ちゅくゆ(い)ん（その菓子は

豆で作る）。］
［例 ： あぬ　くゎーしぇー　まみ -さーに　ちゅくゆ(い)ん（その菓子

は豆で作る）。］
⑧ヤカ[yaka]（～より）

・比較の「～より」は「ヤカ」で表します。
［例 ： わんねー　しし-やか　いよー  まし（私は肉より魚が良い）。］

⑨マディ(リ)[madi/mari]（～まで）
・時間や場所の到達点を示す「～まで」は「マディ(リ)」となります。
［例 ： ひてぃみてぃ -から　ゆさんでぃ(り) -までぃ(り)　はたらちゅん
（朝から夕方まで働く）。］

⑩ヤ[ya]（～は）が付くときの音変化
・「～は」を表す「ヤ」が付くときには、次のような規則があります。
・ア段の語に付くとき
［例 ： 浜は 　 はま＋や→はまー］     
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・代名詞 ： 名前の代わりに、そのものを指し示す言葉。
・形容詞 ： 物事の様子や性質を表す言葉。
・用　言 ： 活用があり、その単語だけで述語になる言葉。
・終止形 ： 動詞や形容詞等の言い切りの形。
・連体形 ： 動詞や形容詞等の名詞に続くときの形。

6  この「単語帳」を作るために調べた主な辞典
　・那覇の言葉
　 内間直仁・野原三義編著『沖縄語辞典―那覇方言を中心に―』
　 (2006年  研究社)。
　・首里の言葉
　 国立国語研究所編『沖縄語辞典』(1998年  旧大蔵省印刷局)。
　・日本語
 　新村出編『広辞苑　第七版』(2018年　岩波書店)。
 　金田一京助編『例解学習国語辞典  第十版』(2017年 小学館)。
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　「チュラサン」は、文の終わりで言い切っていますが、「チュラサル～」
は名詞のフシ(星)にかかっていっています。このように名詞にかかってい
く形のことを連体形と呼んでいて、沖縄語(沖縄中南部方言)では終止
形と違った形をしています。
　形が変化する「用言」は、実際の文の中で活用形の一つとして現わ
れ、単語帳に載っている形がそのまま出てくるわけではありませんので、
注意が必要です。

4  動詞について
　「用言」の中で、もっとも活用(変化)が激しいのが動詞です。沖縄
語(沖縄中南部方言)の動詞は、「～(ウ)ン」で終わる形を持っているこ
とが特徴です。例えば、ユヌ(ム)ン(読む)、カチュン(書く)、ムチュン(持
つ)、チュクユ(イ)ン(作る)などです。
　この単語帳では、沖縄語(沖縄中南部方言)の活用形のうち、否定
形(～しない）、丁寧形（～します）、過去形（～した）、継続形(～してい
る)の４つの形を挙げることにしました。
　例えば、チュクユ(イ)ン(作る)では、否定形がチュクラン(作らない)、
丁寧形がチュクヤ(イ)ビーン(作ります)、過去形がチュクタン(作った)、
継続形がチュクトーン(作っている)となります。
 (執筆 ： 西岡敏)

5  この「単語帳」で使われている用語(★の付いた用語)
・動　詞 ： 物事の動作や作用を表す言葉。
・名　詞 ： 人や物、ことがらの名前を表す言葉。
・副　詞 ： 動詞や形容詞の前について、様子を詳しく説明する言葉。
・助　詞 ： 他の言葉の下について、意味を付け加えたり、
　　　　言葉と言葉の関係を示したりする言葉。
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15

しまくとぅば  五十音引きしまくとぅば  五十音引き

あき－がた 明け方
あぎ－さぎ 上げ下げ
あぎ－ふぃ（ひ）ー－ぐるま 汽

き

車
し ゃ

あく－にん 悪人
あくび あくび
あこー－くろー 夕方。夕暮れ。たそがれどき。
あさましゃ（さ）ん 浅ましい
あし－うとぅ足音
あしがちゅん 焦

あ せ

る。いらだつ。（○否 あしがかん　○丁 あし

がちゃびーん　○過 あしがちゃん　○継 あしがちょーん）

あし－じゃ 下
げ

駄
た

あし－とぅ足音
あし－みじ 汗

あ せ

水
み ず

あたいくらい。ほど。
あたらしゃ（さ）ん ①惜しむこと。②大切だ。
あち 秋
あち－き 湯

ゆ

気
げ

。蒸
じょう

気
き

。
あちねー 商

あきな

い。商
しょう

売
ば い

。
あちねー－しゃ（さ）ー 商

しょう

人
に ん

あちねー－ん－ちゅ 商
しょう

人
に ん

あち－はてぃゆん/あち－はてぃーん 飽
あ

きる（○否 あちは

てぃらん　○丁 あちはてぃやびーん　○過 あちはてぃたん　○継 あち

14

●あ
あー 泡

あ わ

。あぶく。
あーしゅ（す）ん〈二つ以上のものを〉合わせる。こね合

わせる。（○否 あーさん　○丁 あーしゃ（さ）びーん　○過 あーちゃん　 

○継 あーちょーん）

あーぶくあぶく。泡
あ わ

。
あがい－てぃーだ（ら）朝日
あかがい 明かり。明るみ。
あかさ 明るさ
あか－じらー 赤

せ き

面
め ん

。赤ら顔。
あか－じらー なゆん/あか－じらー ないん 赤

せき

面
めん

する ➡なゆん

あ－がた あちら側。向こう側。
あかちち あかつき。明け方。
あがちゃー 働き者
あがちゅん 働く。〈仕事などが〉はかどる。（○否 あがかん　 

○丁 あがちゃびーん　○過 あがちゃん　○継 あがちょーん）

あがみゆん/あがみーん 崇
あ が

める。敬
うやま

う。（○否 あがみらん　 

○丁 あがみやびーん　○過 あがみたん　○継 あがみとーん）

あから－くゎーら 赤々と照り輝いている。派手な
様子。

あか－ん－ぐゎ 赤
あ か

ん坊
ぼ う

。乳
ち の

飲み子
ご

。

あき－がた 明け方
あぎ－さぎ 上げ下げ
あぎ－ふぃ（ひ）ー－ぐるま 汽

き

車
し ゃ

あく－にん 悪人
あくび あくび
あこー－くろー 夕方。夕暮れ。たそがれどき。
あさましゃ（さ）ん 浅ましい
あし－うとぅ足音
あしがちゅん 焦

あ せ

る。いらだつ。（○否 あしがかん　○丁 あし

がちゃびーん　○過 あしがちゃん　○継 あしがちょーん）

あし－じゃ 下
げ

駄
た

あし－とぅ足音
あし－みじ 汗

あ せ

水
み ず

あたいくらい。ほど。
あたらしゃ（さ）ん ①惜しむこと。②大切だ。
あち 秋
あち－き 湯

ゆ

気
げ

。蒸
じょう

気
き

。
あちねー 商

あきな

い。商
しょう

売
ば い

。
あちねー－しゃ（さ）ー 商

しょう

人
に ん

あちねー－ん－ちゅ 商
しょう

人
に ん

あち－はてぃゆん/あち－はてぃーん 飽
あ

きる（○否 あちは

てぃらん　○丁 あちはてぃやびーん　○過 あちはてぃたん　○継 あち
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しまくとぅば  五十音引き

あやめー－くさめー 邪
じ ゃ

魔
ま

あゆみ 歩み
あらし 嵐

あらし

あらたまゆん/あらたまいん 改まる（○否 あらたまらん　

○丁 あらたまやびーん/あらたまいびーん　○過 あらたまたん　 

○継 あらたまとーん）

あらたみゆん/あらたみーん 改める。調べる。
（○否 あらたみらん　○丁 あらたみやびーん　○過 あらたみたん　

○継 あらたみとーん）

あれー－むん 洗い物
あわりあわれ。辛

つ ら

いこと。みじめ。苦労。
あんでぃ（り）ゆん/あんでぃ（り）ーん あふれる 

（○否 あんでぃ（り）らん　○丁 あんでぃ（り）やびーん　○過 あんでぃ（り） 

たん　○継 あんでぃ（り）とーん）

あん やさ そうだね

●い
いぃー－まーる お互

た が

いに協力し合うこと
いぃーり－むん おもちゃ
いー－けーゆん/いー－けーいん 言い換

か

える 
（○否 いーけーらん　○丁 いーけーやびーん　○過 いーけーたん　

○継 いーけーとーん）
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あやめー－くさめー 邪
じ ゃ

魔
ま

あゆみ 歩み
あらし 嵐

あらし

あらたまゆん/あらたまいん 改まる（○否 あらたまらん　

○丁 あらたまやびーん/あらたまいびーん　○過 あらたまたん　 

○継 あらたまとーん）

あらたみゆん/あらたみーん 改める。調べる。
（○否 あらたみらん　○丁 あらたみやびーん　○過 あらたみたん　

○継 あらたみとーん）

あれー－むん 洗い物
あわりあわれ。辛

つ ら

いこと。みじめ。苦労。
あんでぃ（り）ゆん/あんでぃ（り）ーん あふれる 

（○否 あんでぃ（り）らん　○丁 あんでぃ（り）やびーん　○過 あんでぃ（り） 

たん　○継 あんでぃ（り）とーん）

あん やさ そうだね

●い
いぃー－まーる お互

た が

いに協力し合うこと
いぃーり－むん おもちゃ
いー－けーゆん/いー－けーいん 言い換

か

える 
（○否 いーけーらん　○丁 いーけーやびーん　○過 いーけーたん　

○継 いーけーとーん）

はてぃとーん）

あちょーどぅ（る）商
しょう

人
に ん

あちらしゅ（す）ん〈食べ物を〉温める（○否 あちらさん　○丁 あち

らしゃ（さ）びーん　○過 あちらちゃん　○継 あちらちょーん）

あった－に 急に。不意に。いきなり。突然。
あとぅ－ぬ－うんじゅみ あげくのはてに
あに－ひゃー/あぬ－ひゃー あいつ
あぬー－くぬー 話し方が整然としないさま。しどろ

もどろ。
あばさー ハリセンボン〈魚の名前〉

あふぁさん〈味が〉薄
う す

い
あぶし 畦

あ ぜ

〈田と田の境
さかい

に土を盛り上げた細い道〉

あぶなしゃ（さ）ん 危
あ ぶ

ない。危
き

険
け ん

だ。
あまい 余り。残り。余分。
あま－いー －くま－いー 話し方が整然としないさま。 

しどろもどろ。
あま－むてぃ あちら側。向こう側。
あみ 網

あ み

あみりか アメリカ
あむとぅ土手
あや ①紋

も ん

様
よ う

。②縞
し ま

。
あやっさん 危

あ ぶ

ない。危
き

険
け ん

だ。
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しまくとぅば  五十音引き

いしゃ（さ）医者
いじゃー 大

だ い

胆
た ん

な者。意地のある者。勇者。
いじり－ぬ ねーん 意

い

気
く

地
じ

のないこと
いた 板
いた－びし 板

い た

干
び

瀬
し

〈砂
すな

浜
はま

の波打ち際にサンゴなどの欠
かけ

片
ら

が

固まって板を敷
し

きつめたようになった岩〉

いち 駅
いちちゅん 生きる（○否 いちかん　○丁 いちちゃびーん　○過 いち

ちゃん　○継 いちちょーん）

いち－ばん 一番
いちゃイカ〈海の動物の名前〉

いちゃさん 惜しい。もったいない。
いちゅい 勢い
いちん 意見
いっしー 志

こころざし

いっ－ちん 最も。一番。
いっ－ぷん 一本
いとぅなみ 営み
いふー－な 変な
いま－いまー－とぅ〈肉や魚が〉新

し ん

鮮
せ ん

である
いみ－ふとぅちゅん 説明する（○否 いみふとぅかん　○丁 いみ

ふとぅちゃびーん　○過 いみふとぅちゃん　○継 いみふとぅちょーん）
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いしゃ（さ）医者
いじゃー 大

だ い

胆
た ん

な者。意地のある者。勇者。
いじり－ぬ ねーん 意

い

気
く

地
じ

のないこと
いた 板
いた－びし 板

い た

干
び

瀬
し

〈砂
すな

浜
はま

の波打ち際にサンゴなどの欠
かけ

片
ら

が

固まって板を敷
し

きつめたようになった岩〉

いち 駅
いちちゅん 生きる（○否 いちかん　○丁 いちちゃびーん　○過 いち

ちゃん　○継 いちちょーん）

いち－ばん 一番
いちゃイカ〈海の動物の名前〉

いちゃさん 惜しい。もったいない。
いちゅい 勢い
いちん 意見
いっしー 志

こころざし

いっ－ちん 最も。一番。
いっ－ぷん 一本
いとぅなみ 営み
いふー－な 変な
いま－いまー－とぅ〈肉や魚が〉新

し ん

鮮
せ ん

である
いみ－ふとぅちゅん 説明する（○否 いみふとぅかん　○丁 いみ

ふとぅちゃびーん　○過 いみふとぅちゃん　○継 いみふとぅちょーん）

いー－けーりゆん/いー－けーりーん こぼれる
（○否 いーけーりらん　○丁 いーけーりやびん　○過 いーけーりたん　

○継 いーけーりとーん）

いー－ならーしゅ（す）ん しつける（○否 いーならーさん　

○丁 いーならーしゃ（さ）びーん　○過 いーならーちゃん　○継 いーな

らーちょーん）

いー－ぬくしゅ（す）ん 言い残す（○否 いーぬくさん　○丁 いー

ぬくしゃ（さ）びーん　○過 いーぬくちゃん　○継 いーぬくちょーん）

いーび－ぬち 指さすこと
いーび－ぬち しゅ（す）ん 指さす ➡しゅ（す）ん

いー－わきゆん/いー－わきーん 言い訳する。謝る。
（○否 いーわきらん　○丁 いーわきやびーん　○過 いーわきたん　

○継 いーわきとーん）

いぃん 縁
え ん

。ゆかり。
いえー 伝言
いき－いきー－とぅ生き生きと
いく－けーん 幾

い く

回
か い

。幾
い く

度
ど

。何回。何度。
いく－たい 何人
いさみゆん/いさみーん ①諫

い さ

める。②励
は げ

ます。
（○否 いさみらん　○丁 いさみやびーん　○過 いさみたん　○継 いさみ

とーん）

いじ－じゅー/いじ－じゅー－むん 意地のある者。勇者。
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しまくとぅば  五十音引き

○過 うぅがだ（ら）ん　○継 うぅがど（ろ）ーん）

うーく 奥
お く

うーし 臼
う す

－うーしゅ（す）ん ～できる〈能力があって可能であることを

示す言葉。ゆみ－うーしゅ（す）ん（読むことができる）。〉

うぅたゆん/うぅたいん 疲
つ か

れる（○否 うぅたらん　○丁 うぅたや

びーん/うぅたいびーん　○過 うぅたたん　○継 うぅたとーん）

うーどぅ（る）布
ふ

団
と ん

うぅどぅ（る）い 踊
お ど

り。舞
ま い

。
うぅどぅ（る）ゆん/うぅどぅ（る）いん 踊

お ど

る。舞
ま

う。 
（○否 うぅどぅ（る）らん　○丁 うぅどぅ（る）やびーん/うぅどぅ（る）いびーん　

○過 うぅどぅ（る）たん　○継 うぅどぅ（る）とーん）

うぅん 恩
お ん

うかーしゃ（さ）ん 危
あ ぶ

ない。危
き

険
け ん

だ。
うかしゅ（す）ん 犯

お か

す（○否 うかさん　○丁 うかしゃ（さ）びーん　

○過 うかちゃん　○継 うかちょーん）

うかぶん 浮
う

かぶ。浮
う

く。（○否 うかばん　○丁 うかばびーん　

○過 うかだ（ら）ん　○継 うかど（ろ）ーん）

うくい－むん 贈
お く

り物
うくたゆん/うくたいん 怠

おこた

る。怠
な ま

ける。（○否 うくたらん　 

○丁 うくたやびーん/うくたいびーん　○過 うくたたん　○継 うくたとーん）

うくねー 行い
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○過 うぅがだ（ら）ん　○継 うぅがど（ろ）ーん）

うーく 奥
お く

うーし 臼
う す

－うーしゅ（す）ん ～できる〈能力があって可能であることを

示す言葉。ゆみ－うーしゅ（す）ん（読むことができる）。〉

うぅたゆん/うぅたいん 疲
つ か

れる（○否 うぅたらん　○丁 うぅたや

びーん/うぅたいびーん　○過 うぅたたん　○継 うぅたとーん）

うーどぅ（る）布
ふ

団
と ん

うぅどぅ（る）い 踊
お ど

り。舞
ま い

。
うぅどぅ（る）ゆん/うぅどぅ（る）いん 踊

お ど

る。舞
ま

う。 
（○否 うぅどぅ（る）らん　○丁 うぅどぅ（る）やびーん/うぅどぅ（る）いびーん　

○過 うぅどぅ（る）たん　○継 うぅどぅ（る）とーん）

うぅん 恩
お ん

うかーしゃ（さ）ん 危
あ ぶ

ない。危
き

険
け ん

だ。
うかしゅ（す）ん 犯

お か

す（○否 うかさん　○丁 うかしゃ（さ）びーん　

○過 うかちゃん　○継 うかちょーん）

うかぶん 浮
う

かぶ。浮
う

く。（○否 うかばん　○丁 うかばびーん　

○過 うかだ（ら）ん　○継 うかど（ろ）ーん）

うくい－むん 贈
お く

り物
うくたゆん/うくたいん 怠

おこた

る。怠
な ま

ける。（○否 うくたらん　 

○丁 うくたやびーん/うくたいびーん　○過 うくたたん　○継 うくたとーん）

うくねー 行い

いやい 伝言
いらび－にんじゅ 選手
いり－えー 夕方。夕暮れ。
いりちうろこ
いり－ゆー 入り用。必要。
いれー 返事
いんちょー ちび〈背の低い人〉

●う
うい－むん－けー－むん 売り物買い物。商

あきな

い。商
しょう

売
ば い

。
うぅーき 桶

お け

うぅーじゅん ゆする（○否 うぅーがん　○丁 うぅーじゃびーん　

○過 うぅーじゃん　○継 うぅーじょーん）

うぅーじゅん 侮
あなど

る。馬
ば

鹿
か

にする。（○否 うぅーがん　

○丁 うぅーじゃびーん　○過 うぅーじゃん　○継 うぅーじょーん）

うぅーゆん/うぅーいん 折る（○否 うぅーらん　○丁 うぅーやびーん

/うぅーいびーん　○過 うぅーたん　○継 うぅーとーん）

うぅーゆん/うぅーいん ゆする。振
ふ

る。（○否 うぅーらん　 

○丁 うぅーやびーん/うぅーいびーん　○過 うぅーたん　○継 うぅーとーん）

うー－かじ 大風。嵐
あらし

。台風。暴
ぼ う

風
ふ う

。
うぅかしゃ（さ）ん 可

お

笑
か

しい
うぅがぬ（む）ん 拝

お が

む（○否 うぅがまん　○丁 うぅがまびーん　
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しまくとぅば  五十音引き

○継 うしやらちょーん）

うじゆん/うじーん 恐
お そ

れる。怖
こ わ

がる。（○否 うじらん　 

○丁 うじやびーん　○過 うじたん　○継 うじとーん）

うしゅ（す）ん 押す（○否 うさん　○丁 うしゃ（さ）びーん　○過 うちゃん　 

○継 うちょーん）

うじらーしゃ（さ）ん 美しい。かわいい。
うす（し）くアコウ〈樹木の名前〉

うすさん ①〈味が〉薄
う す

い。②〈厚さが〉薄
う す

い。
うずぬん/うじゅむん 目覚める。覚める。（○否 うず

（じゅ）まん　○丁 うずまびーん/うじゅまびーん　○過 うずだ（ら）ん/ 

うじゅだ（ら）ん　○継 うずど（ろ）ーん/うじゅど（ろ）ーん）

うすましゃ（さ）すごさ
うすましゃ（さ）ん すごい
うすゆん/うすいん ①覆

お お

う。かぶせる。②押さえる。
③〈鳥が卵を〉抱

だ

く。（○否 うすらん　○丁 うすやびーん/ 

うすいびーん　○過 うすたん　○継 うすとーん）

うすりゆん/うすりーん ①恐
お そ

れる。②怖
こ わ

がる。 
③敬

うやま

う。崇
あ が

める。（○否 うすりらん　○丁 うすりやびーん　

○過 うすりたん　○継 うすりとーん）

うた ①歌。②琉
りゅう

歌
か

。
うたがゆん/うたがいん 疑

うたが

う（○否 うたがらん　○丁 うたがや

びーん/うたがいびーん　○過 うたがたん　○継 うたがとーん）
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○継 うしやらちょーん）

うじゆん/うじーん 恐
お そ

れる。怖
こ わ

がる。（○否 うじらん　 

○丁 うじやびーん　○過 うじたん　○継 うじとーん）

うしゅ（す）ん 押す（○否 うさん　○丁 うしゃ（さ）びーん　○過 うちゃん　 

○継 うちょーん）

うじらーしゃ（さ）ん 美しい。かわいい。
うす（し）くアコウ〈樹木の名前〉

うすさん ①〈味が〉薄
う す

い。②〈厚さが〉薄
う す

い。
うずぬん/うじゅむん 目覚める。覚める。（○否 うず

（じゅ）まん　○丁 うずまびーん/うじゅまびーん　○過 うずだ（ら）ん/ 

うじゅだ（ら）ん　○継 うずど（ろ）ーん/うじゅど（ろ）ーん）

うすましゃ（さ）すごさ
うすましゃ（さ）ん すごい
うすゆん/うすいん ①覆

お お

う。かぶせる。②押さえる。
③〈鳥が卵を〉抱

だ

く。（○否 うすらん　○丁 うすやびーん/ 

うすいびーん　○過 うすたん　○継 うすとーん）

うすりゆん/うすりーん ①恐
お そ

れる。②怖
こ わ

がる。 
③敬

うやま

う。崇
あ が

める。（○否 うすりらん　○丁 うすりやびーん　

○過 うすりたん　○継 うすりとーん）

うた ①歌。②琉
りゅう

歌
か

。
うたがゆん/うたがいん 疑

うたが

う（○否 うたがらん　○丁 うたがや

びーん/うたがいびーん　○過 うたがたん　○継 うたがとーん）

うさーしゅ（す）ん ①覆
お お

う。かぶせる。②〈鳥が卵を〉 
抱
だ

く。（○否 うさーさん　○丁 うさーしゃ（さ）びーん　○過 うさーちゃん　

○継 うさーちょーん）

うしぇーゆん/うしぇーいん 侮
あなど

る。馬
ば

鹿
か

にする。
（○否 うしぇーらん　○丁 うしぇーやびーん/うしぇーいびーん　 

○過 うしぇーたん　○継 うしぇーとーん）

うし－かきゆん/うし－かきーん 押しかける（○否 うしかきらん　 

○丁 うしかきやびーん　○過 うしかきたん　○継 うしかきとーん）

うし－どぅ（る）きゆん/うし－どぅ（る）きーん 押しのける
（○否 うしどぅ（る）きらん　○丁 うしどぅ（る）きやびーん　○過 うしどぅ（る）

きたん　○継 うしどぅ（る）きとーん）

うしなゆん/うしないん 失う。無くす。（○否 うしならん　 

○丁 うしなやびーん/うしないびーん　○過 うしなたん　○継 うしなとーん）

うじに 栄
え い

養
よ う

うし－ぬきゆん/うし－ぬきーん 押しのける（○否 うしぬきらん　 

○丁 うしぬきやびーん　○過 うしぬきたん　○継 うしぬきとーん）

うし－ぬ－ちー 牛乳
うしゃーしゅん/うさーすん〈二つ以上のものを〉合わせる。

一緒にする。足す。（○否 うしゃ（さ）ーさん　○丁 うしゃーしゃ

びーん/うさーさびーん　○過 うしゃ（さ）ーちゃん　○継 うしゃ（さ）ー

ちょーん）

うし－やらしゅ（す）ん 押しやる。退
ど

ける。退
の

ける。
（○否 うしやらさん　○丁 うしやらしゃ（さ）びーん　○過 うしやらちゃん　
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うっちゃかゆん/うっちゃかいん ①寄りかかる。 
②頼

た よ

る。（○否 うっちゃからん　○丁 うっちゃかやびーん/うっちゃ

かいびーん　○過 うっちゃかたん　○継 うっちゃかとーん）

うっちん ウコン〈植物の名前〉

うっちんちゅん うなだれる。うつむく。（○否 うっちんかん　

○丁 うっちんちゃびーん　○過 うっちんちゃん　○継 うっちんちょーん）

うっとぅ－ん－ぐゎ 末っ子
うてぃ－ちちゅん〈心が〉落ち着く（○否 うてぃちかん　○丁 うてぃ

ちちゃびーん　○過 うてぃちちゃん　○継 うてぃちちょーん）

う－とぅすい/う－とぅしゆい お年寄り
うとぅなしゃ（さ）ん 大人しい
うとぅりゆん/うとぅりーん 衰

おとろ

える（○否 うとぅりらん　○丁 うとぅ

りやびーん　○過 うとぅりたん　○継 うとぅりとーん）

うどぅ（る）るち 驚
おどろ

き
うとぅるゆん/うとぅるいん 衰

おとろ

える（○否 うとぅるらん　○丁 う

とぅるやびーん/うとぅるいびーん　○過 うとぅるたん　○継 うとぅる

とーん）

うぬ－とぅーい そのとおり
うぬ－ままそのまま
うび 覚え。記

き

憶
お く

。
うびらじ いきなり。思いがけず。急に。
うふ－いーち ため息
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うっちゃかゆん/うっちゃかいん ①寄りかかる。 
②頼

た よ

る。（○否 うっちゃからん　○丁 うっちゃかやびーん/うっちゃ

かいびーん　○過 うっちゃかたん　○継 うっちゃかとーん）

うっちん ウコン〈植物の名前〉

うっちんちゅん うなだれる。うつむく。（○否 うっちんかん　

○丁 うっちんちゃびーん　○過 うっちんちゃん　○継 うっちんちょーん）

うっとぅ－ん－ぐゎ 末っ子
うてぃ－ちちゅん〈心が〉落ち着く（○否 うてぃちかん　○丁 うてぃ

ちちゃびーん　○過 うてぃちちゃん　○継 うてぃちちょーん）

う－とぅすい/う－とぅしゆい お年寄り
うとぅなしゃ（さ）ん 大人しい
うとぅりゆん/うとぅりーん 衰

おとろ

える（○否 うとぅりらん　○丁 うとぅ

りやびーん　○過 うとぅりたん　○継 うとぅりとーん）

うどぅ（る）るち 驚
おどろ

き
うとぅるゆん/うとぅるいん 衰

おとろ

える（○否 うとぅるらん　○丁 う

とぅるやびーん/うとぅるいびーん　○過 うとぅるたん　○継 うとぅる

とーん）

うぬ－とぅーい そのとおり
うぬ－ままそのまま
うび 覚え。記

き

憶
お く

。
うびらじ いきなり。思いがけず。急に。
うふ－いーち ため息

うた－しゃー 歌手
うち－あきゆん/うち－あきーん 打ち明ける（○否 うちあきらん　

○丁 うちあきやびーん　○過 うちあきたん　○継 うちあきとーん）

うちゃーゆん/うちゃーいん 似合う（○否 うちゃーらん　

○丁 うちゃーやびーん/うちゃーいびーん　○過 うちゃーたん　 

○継 うちゃーとーん）

うち－ゆ/うちゅー 浮
う き

世
よ

〈現実世界のこと〉

うち－ゆしゆん/うち－ゆしーん 打ち寄せる（○否 うちゆしらん　

○丁 うちゆしやびーん　○過 うちゆしたん　○継 うちゆしとーん）

うちゅしゅ（す）ん ①映す。写す。②移す。③〈病気

を〉うつす。（○否 うちゅさん　○丁 うちゅしゃ（さ）びーん　○過 う

ちゅちゃん　○継 うちゅちょーん）

うちゆん/うちーん ①映る。写る。②移る。③〈病

気が〉うつる。（○否 うちらん　○丁 うちやびーん　○過 うちたん　

○継 うちとーん）

うちゅん 浮
う

かぶ。浮
う

く。（○否 うかん　○丁 うちゃびーん　

○過 うっちゃん　○継 うちょーん）

うちゅん 打つ。殴
な ぐ

る。たたく。（○否 うたん　○丁 うちゃびーん　 

○過 うっちゃん　○継 うっちょーん）

うちゅん ①置く。②〈～して〉おく。（○否 うかん　○丁 うちゃ

びーん　○過 うちゃん　○継 うちょーん）

うちわ 団
う ち わ

扇
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○過 うゆだ（ら）ん　○継 うゆど（ろ）ーん）

うら 裏
う ら

うらぬ（む）ん 恨
う ら

む（○否 うらまん　○丁 うらまびーん　○過 うらだ

（ら）ん　○継 うらど（ろ）ーん）

うらんだ（ら）－ぐち 西洋語。英語。
うれーまさん 羨

うらや

ましい
うろーさん ①〈糸などが〉細

ほ そ

い。②〈粒が〉細
こ ま

かい。
うんな 恩

お ん

納
な

〈地名〉

うんな－だ（ら）き 恩
お ん

納
な

岳
だ け

〈山の名前〉

うんぬきゆん/うんぬきーん 申し上げる（○否 うんぬ

きらん　○丁 うんぬきやびーん　○過 うんぬきたん　○継 うんぬき

とーん）

●え
えーか 親

し ん

戚
せ き

。親
し ん

類
る い

。
えーてぃ 相手
えーねー あるいは
えーらーしゃ（さ）ん 愛

あ い

らしい。かわいらしい。

●お
おーじ 扇

おうぎ

。団
う ち わ

扇。扇
せ ん

子
す

。
おーってーん 青々とした。真っ青に。
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○過 うゆだ（ら）ん　○継 うゆど（ろ）ーん）

うら 裏
う ら

うらぬ（む）ん 恨
う ら

む（○否 うらまん　○丁 うらまびーん　○過 うらだ

（ら）ん　○継 うらど（ろ）ーん）

うらんだ（ら）－ぐち 西洋語。英語。
うれーまさん 羨

うらや

ましい
うろーさん ①〈糸などが〉細

ほ そ

い。②〈粒が〉細
こ ま

かい。
うんな 恩

お ん

納
な

〈地名〉

うんな－だ（ら）き 恩
お ん

納
な

岳
だ け

〈山の名前〉

うんぬきゆん/うんぬきーん 申し上げる（○否 うんぬ

きらん　○丁 うんぬきやびーん　○過 うんぬきたん　○継 うんぬき

とーん）

●え
えーか 親

し ん

戚
せ き

。親
し ん

類
る い

。
えーてぃ 相手
えーねー あるいは
えーらーしゃ（さ）ん 愛

あ い

らしい。かわいらしい。

●お
おーじ 扇

おうぎ

。団
う ち わ

扇。扇
せ ん

子
す

。
おーってーん 青々とした。真っ青に。

うふ－がにく 大
お お

兼
が ね

久
く

〈地名〉

うふ－しょ（そ）ー そそっかしい人
うふ－にんず（じゅ）大人数。大勢。
うふ－やっさん 優

や さ

しい。大人しい。
うまーじ－ふらーじ いきなり。思いがけず。急に。
うみー－どぅ（る）ーい 思い通り
う－み－かきゆん/う－み－かきーん お目にかける。ご

覧にいれる。〈「見せる」の敬
けい

語
ご

〉（○否 うみかきらん　○丁 う

みかきやびーん　○過 うみかきたん　○継 うみかきとーん）

うみ－ばた 海辺。海岸。
うみ－ちわみゆん/うみ－ちわみーん 決心する（○否 うみ

ちわみらん　○丁 うみちわみやびーん　○過 うみちわみたん　○継 う

みちわみとーん）

うみ－わじゃ 漁
ぎ ょ

業
ぎょう

うむゆん/うむいん 思う。考える。（○否 うむらん　○丁 うむ

やびーん/うむいびーん　○過 うむたん　○継 うむとーん）

うむてぃ 表
うや－っくゎ 親子
うやまゆん/うやまいん 敬

うやま

う。崇
あ が

める。（○否 うやまらん　

○丁 うやまやびーん/うやまいびーん　○過 うやまたん　○継 うやま

とーん）

うゆぶん 及
お よ

ぶ。到達する。（○否 うゆばん　○丁 うゆばびーん　
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○過 かくちゃん　○継 かくちょーん）

かくぬ（む）ん 囲む（○否 かくまん　○丁 かくまびーん　○過 かくだ

（ら）ん　○継 かくど（ろ）ーん）

かさ 傘
か さ

。笠
か さ

。
かさばゆん/かさばいん ①かさばる。②重なる。

（○否 かさばらん　○丁 かさばやびーん/かさばいびーん　○過 かさ

ばたん　○継 かさばとーん）

かさびゆん/かさびーん 重ねる（○否 かさびらん　○丁 かさ

びやびーん　○過 かさびたん　○継 かさびとーん）

かしー 樫
か し

〈樹木の名前〉

かしー 加勢。手伝い。
かじ－かきゆん/かじ－かきーん ①念をおす。②約

束する。（○否 かじかきらん　○丁 かじかきやびーん　○過 かじか

きたん　○継 かじかきとーん）

かじ－ふち 嵐
あらし

。暴
ぼ う

風
ふ う

。
かしましゃ（さ）ん かしましい。うるさい。やかましい。
かじゃ 匂

に お

い
かじゃ しゅ（す）ん 匂

にお

う ➡しゅ（す）ん

かた－ぐー〈対になっているものの〉片方
かたさん 固い。堅い。
かたさん 濃

こ

い
かた－しみ 片

か た

隅
す み
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○過 かくちゃん　○継 かくちょーん）

かくぬ（む）ん 囲む（○否 かくまん　○丁 かくまびーん　○過 かくだ

（ら）ん　○継 かくど（ろ）ーん）

かさ 傘
か さ

。笠
か さ

。
かさばゆん/かさばいん ①かさばる。②重なる。

（○否 かさばらん　○丁 かさばやびーん/かさばいびーん　○過 かさ

ばたん　○継 かさばとーん）

かさびゆん/かさびーん 重ねる（○否 かさびらん　○丁 かさ

びやびーん　○過 かさびたん　○継 かさびとーん）

かしー 樫
か し

〈樹木の名前〉

かしー 加勢。手伝い。
かじ－かきゆん/かじ－かきーん ①念をおす。②約

束する。（○否 かじかきらん　○丁 かじかきやびーん　○過 かじか

きたん　○継 かじかきとーん）

かじ－ふち 嵐
あらし

。暴
ぼ う

風
ふ う

。
かしましゃ（さ）ん かしましい。うるさい。やかましい。
かじゃ 匂

に お

い
かじゃ しゅ（す）ん 匂

にお

う ➡しゅ（す）ん

かた－ぐー〈対になっているものの〉片方
かたさん 固い。堅い。
かたさん 濃

こ

い
かた－しみ 片

か た

隅
す み

おんがく 音楽

●か
かー 井戸
かー 皮。革

か わ

。皮
ひ

膚
ふ

。
かーがー 影

か げ

。陰
か げ

。
かーかしゅ（す）ん〈火であぶって〉乾

か わ

かす（○否 かーかさん　 

○丁 かーかしゃ（さ）びーん　○過 かーかちゃん　○継 かーか

ちょーん）

かーがりもー 河
か っ

童
ぱ

かーぎ ①影
か げ

。陰
か げ

。姿。②容
よ う

貌
ぼ う

。顔の美しさ。
かーぶやー コウモリ〈動物の名前〉

かーみー 亀
か め

かーらかしゅ（す）ん〈衣類などを〉乾
か わ

かす（○否 かーらかさん　 

○丁 かーらかしゃ（さ）びーん　○過 かーらかちゃん　○継 かーらか

ちょーん）

かーら－やー 瓦
かわら

ぶきの家
かかゆん/かかいん ①掛

か

かる。②頼
た よ

る。（○否 かからん　 

○丁 かかやびーん/かかいびーん　○過 かかたん　○継 かかとーん）

かかわゆん/かかわいん 関わる（○否 かかわらん　○丁 か

かわやびーん/かかわいびーん　○過 かかわたん　○継 かかわとーん）

かくしゅ（す）ん 隠
か く

す（○否 かくさん　○丁 かくしゃ（さ）びーん　
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かちゃぬ（む）ん 引っかく（○否 かちゃまん　○丁 かちゃまびーん　

○過 かちゃだ（ら）ん　○継 かちゃど（ろ）ーん）

かちゅー カツオ〈魚の名前〉

かっさん〈病気などが〉軽い
がっさん〈重さが〉軽い
－がなー ～ながら〈２つのことが同時に行われていることを

表す言葉。かま－がなー わじゃ そーん（食べながら仕事してい

る）。〉

かなーしゅ（す）ん〈食べ物を〉かむ（○否 かなーさん　○丁 か

なーしゃ（さ）びーん　○過 かなーちゃん　○継 かなーちょーん）

かな－じちゃー/かに－じちゃー かなづち
かなしゃ（さ）ん 愛

あ い

らしい。かわいい。かわいらしい。
かなさ しゅ（す）ん 愛

あい

する ➡しゅ（す）ん

かに ①鐘
か ね

。②金
き ん

属
ぞ く

。
かば 良い香り
かばん かばん
かび 紙
かび－じり 紙切れ
がまく 腰

こ し

回
ま わ

りのくびれた部分
かまじし 無

ぶ

愛
あ い

想
そ う

かまぶくかまぼこ
かみ 神
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かちゃぬ（む）ん 引っかく（○否 かちゃまん　○丁 かちゃまびーん　

○過 かちゃだ（ら）ん　○継 かちゃど（ろ）ーん）

かちゅー カツオ〈魚の名前〉

かっさん〈病気などが〉軽い
がっさん〈重さが〉軽い
－がなー ～ながら〈２つのことが同時に行われていることを

表す言葉。かま－がなー わじゃ そーん（食べながら仕事してい

る）。〉

かなーしゅ（す）ん〈食べ物を〉かむ（○否 かなーさん　○丁 か

なーしゃ（さ）びーん　○過 かなーちゃん　○継 かなーちょーん）

かな－じちゃー/かに－じちゃー かなづち
かなしゃ（さ）ん 愛

あ い

らしい。かわいい。かわいらしい。
かなさ しゅ（す）ん 愛

あい

する ➡しゅ（す）ん

かに ①鐘
か ね

。②金
き ん

属
ぞ く

。
かば 良い香り
かばん かばん
かび 紙
かび－じり 紙切れ
がまく 腰

こ し

回
ま わ

りのくびれた部分
かまじし 無

ぶ

愛
あ い

想
そ う

かまぶくかまぼこ
かみ 神

かた－ぶい 片方は晴れていながら片方で降る夏 
の雨

かたみ 形
か た

見
み

かたんきゆん/かたんきーん ①傾
かたむ

ける。②斜
な な

めに
する。（○否 かたんきらん　○丁 かたんきやびーん　○過 かたんき

たん　○継 かたんきとーん）

かたんち 傾
かたむ

き
かたんちゅん ①傾

かたむ

く。②熱
ね っ

中
ちゅう

する。（○否 かたんかん　

○丁 かたんちゃびーん　○過 かたんちゃん　○継 かたんちょーん）

かち 垣
か き

根
ね

〈敷
しき

地
ち

を仕切るための囲い〉

－がちー ～ながら。～つつ。〈２つのことが同時に行われ

ていることを表す言葉。かま－がちー わじゃ そーん（食べながら

仕事もしている）。〉

かち－とぅみゆん/かち－とぅみーん 書き留める（○否 か

ちとぅみらん　○丁 かちとぅみやびーん　○過 かちとぅみたん　○継 か

ちとぅみとーん）

かちみゆん/かちみーん つかむ。握
に ぎ

る。（○否 かちみらん　

○丁 かちみやびーん　○過 かちみたん　○継 かちみとーん）

かちゃ 蚊
か

帳
や

〈蚊
か

に刺
さ

されないように、部屋につりさげる網
あみ

〉

かちゃーしゅ（す）ん かき混ぜる（○否 かちゃーさん　

○丁 かちゃーしゃ（さ）びーん　○過 かちゃーちゃん　○継 かちゃー

ちょーん）
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かんどー 感動
かんなじ 必ず
がんまり いたずらすること。ふざけること。

●き
きー－かしおがくず〈材木の削

けず

りかす〉

きしゃ 汽
き

車
し ゃ

きっちゃき つまずき

●く
くい 恋

こ い

くぃーゆん/くぃーん 超える（○否 くぃーらん　○丁 くぃーや

びーん　○過 くぃーたん　○継 くぃーとーん）

くい－けーしゅ（す）ん 繰
く

り返
か え

す（○否 くいけーさん　○丁 くい

けーしゃ（さ）びーん　○過 くいけーちゃん　○継 くいけーちょーん）

くぃた－ちち/くた－ちち 先月
くー 粉
くーが 卵
くーき 空気
くーさん 小さい。幼い。
くーさん 濃

こ

い
くーじ 役所
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かんどー 感動
かんなじ 必ず
がんまり いたずらすること。ふざけること。

●き
きー－かしおがくず〈材木の削

けず

りかす〉

きしゃ 汽
き

車
し ゃ

きっちゃき つまずき

●く
くい 恋

こ い

くぃーゆん/くぃーん 超える（○否 くぃーらん　○丁 くぃーや

びーん　○過 くぃーたん　○継 くぃーとーん）

くい－けーしゅ（す）ん 繰
く

り返
か え

す（○否 くいけーさん　○丁 くい

けーしゃ（さ）びーん　○過 くいけーちゃん　○継 くいけーちょーん）

くぃた－ちち/くた－ちち 先月
くー 粉
くーが 卵
くーき 空気
くーさん 小さい。幼い。
くーさん 濃

こ

い
くーじ 役所

かむゆん/かむいん かまう。世話する。（○否 かむらん　

○丁 かむやびーん/かむいびーん　○過 かむたん　○継 かむとーん）

かむろー 河
か っ

童
ぱ

かめー 構
か ま

え
かやーしゅ（す）ん 何度も持ち運ぶ（○否 かやーさん　 

○丁 かやーしゃ（さ）びーん　○過 かやーちゃん　○継 かやーちょーん）

かゆん/かいん 借りる（○否 からん　○丁 かやびーん/かい

びーん　○過 かたん　○継 かとーん）

かゆん/かいん 刈る（○否 からん　○丁 かやびーん/かいびーん　

○過 かたん　○継 かとーん）

からっさ/から－びさー/かりっさ 裸
は だ

足
し

かわゆん/かわいん ①変わる。②代わる。（○否 かわ

らん　○丁 かわやびーん/かわいびーん　○過 かわたん　○継 かわ

とーん）

かわてぃ 特に
かんげー 考え
かんげーゆん/かんげーいん ①考える。②世話

する。（○否 かんげーらん　○丁 かんげーやびーん/かんげーい

びーん　○過 かんげーたん　○継 かんげーとーん）

かんげー－よー 考え方
かんしゆん/かんしーん かぶせる（○否 かんしらん　○丁 か

んしやびーん　○過 かんしたん　○継 かんしとーん）
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（○否 くだ（ら）みらん　○丁 くだ（ら）みやびーん　○過 くだ（ら）みたん　

○継 くだ（ら）みとーん）

くだ（ら）ゆん/くだ（ら）いん 下
く だ

る 
（○否 くだ（ら）らん　○丁 くだ（ら）やびーん/くだ（ら）いびーん　 

○過 くだ（ら）たん　○継 くだ（ら）とーん）

くたんでぃ（り）ゆん/くたんでぃ（り）ーん 疲
つ か

れる 
（○否 くたんでぃ（り）らん　○丁 くたんでぃ（り）やびーん　 

○過 くたんでぃ（り）たん　○継 くたんでぃ（り）とーん）

ぐち 茎
く き

くちさん 苦しい。辛
つ ら

い。切ない。
くなーしゅ（す）ん ①〈土くれなどを〉踏

ふ

んで柔らかくす
る。②馬

ば

鹿
か

にする。いじめる。（○否 くなーさん　 

○丁 くなーしゃ（さ）びーん　○過 くなーちゃん　○継 くなーちょーん）

くに－ひゃー/くぬ－ひゃー こいつ
くねーゆん/くねーいん 我

が

慢
ま ん

する。こらえる。 
（○否 くねーらん　○丁 くねーやびーん/くねーいびーん　○過 くねーたん　

○継 くねーとーん）

くばゆん/くばいん 配る（○否 くばらん　○丁 くばやびーん/く

ばいびーん　○過 くばたん　○継 くばとーん）

くび 壁
か べ

くふぁさん 固い。堅い。
くふー 工夫
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（○否 くだ（ら）みらん　○丁 くだ（ら）みやびーん　○過 くだ（ら）みたん　

○継 くだ（ら）みとーん）

くだ（ら）ゆん/くだ（ら）いん 下
く だ

る 
（○否 くだ（ら）らん　○丁 くだ（ら）やびーん/くだ（ら）いびーん　 

○過 くだ（ら）たん　○継 くだ（ら）とーん）

くたんでぃ（り）ゆん/くたんでぃ（り）ーん 疲
つ か

れる 
（○否 くたんでぃ（り）らん　○丁 くたんでぃ（り）やびーん　 

○過 くたんでぃ（り）たん　○継 くたんでぃ（り）とーん）

ぐち 茎
く き

くちさん 苦しい。辛
つ ら

い。切ない。
くなーしゅ（す）ん ①〈土くれなどを〉踏

ふ

んで柔らかくす
る。②馬

ば

鹿
か

にする。いじめる。（○否 くなーさん　 

○丁 くなーしゃ（さ）びーん　○過 くなーちゃん　○継 くなーちょーん）

くに－ひゃー/くぬ－ひゃー こいつ
くねーゆん/くねーいん 我

が

慢
ま ん

する。こらえる。 
（○否 くねーらん　○丁 くねーやびーん/くねーいびーん　○過 くねーたん　

○継 くねーとーん）

くばゆん/くばいん 配る（○否 くばらん　○丁 くばやびーん/く

ばいびーん　○過 くばたん　○継 くばとーん）

くび 壁
か べ

くふぁさん 固い。堅い。
くふー 工夫

くーしゅ（す）ん 壊
こ わ

す。崩
く ず

す。（○否 くーさん　○丁 くーしゃ（さ）

びーん　○過 くーちゃん　○継 くーちょーん）

くーべーさん 味わいがある
くーりゆん/くーりーん 壊

こ わ

れる。崩
く ず

れる。（○否 くーりらん　

○丁 くーりやびーん　○過 くーりたん　○継 くーりとーん）

く－がた こちら側
くくち 心地。気分。
くくる－がきゆん/くくる－がきーん 心掛

が

ける（○否 くくるが

きらん　○丁 くくるがきやびーん　○過 くくるがきたん　○継 くくるがき

とーん）

くくるざし 志
こころざし

くさくさー 気持ちがすっきりしないさま
くさりゆん/くさりーん 腐

く さ

る（○否 くさりらん　○丁 くさりやびーん　 

○過 くさりたん　○継 くさりとーん）

くじくぎ
くじしゅ（す）ん 崩

く ず

す（○否 くじさん　○丁 くじしゃ（さ）びーん　○過 く

じちゃん　○継 くじちょーん）

ぐじらクジラ〈海の動物の名前〉

くじりゆん/くじりーん 崩
く ず

れる（○否 くじりらん　○丁 くじりや

びーん　○過 くじりたん　○継 くじりとーん）

くすい 薬
くだ（ら）みゆん/くだ（ら）みーん 踏

ふ

む。踏
ふ

みつける。



37

しまくとぅば  五十音引き

ぐりー お辞
じ

儀
ぎ

くりしゃ（さ）ん 苦しい
くる－かに 鉄
ぐるくん タカサゴ〈魚の名前〉

ぐるさん 素
す

早
ば や

い。すばしっこい。
くるしぬ（む）ん 苦しむ（○否 くるしまん　○丁 くるしまびーん　

○過 くるしだ（ら）ん　○継 くるしど（ろ）ーん）

くるしゅ（す）ん ①〈主に動物を〉殺
こ ろ

す。②殴
な ぐ

る。たたく。
（○否 くるさん　○丁 くるしゃ（さ）びーん　○過 くるちゃん　○継 くるちゃ

びーん）

ぐれー くらい
くろー 苦

く

労
ろ う

くゎじ 火事
くゎっくぃゆん/くゎっくぃーん 隠

か く

れる（○否 くゎっくぃらん　

○丁 くゎっくぃやびーん　○過 くゎっくぃたん　○継 くゎっくぃとーん）

くゎっくゎしゅ（す）ん 隠
か く

す（○否 くゎっくゎさん　○丁 くゎっくゎ

しゃ（さ）びーん　○過 くゎっくゎちゃん　○継 くゎっくゎちょーん）

くゎびーゆん/くゎびーん ぜいたくにする（○否 くゎびーらん　

○丁 くゎびやびーん　○過 くゎびーたん　○継 くゎびーとーん）

くゎん－じみ 缶
か ん

詰
づ め

くゎんしん 関心
くゎん－にん 役人
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ぐりー お辞
じ

儀
ぎ

くりしゃ（さ）ん 苦しい
くる－かに 鉄
ぐるくん タカサゴ〈魚の名前〉

ぐるさん 素
す

早
ば や

い。すばしっこい。
くるしぬ（む）ん 苦しむ（○否 くるしまん　○丁 くるしまびーん　

○過 くるしだ（ら）ん　○継 くるしど（ろ）ーん）

くるしゅ（す）ん ①〈主に動物を〉殺
こ ろ

す。②殴
な ぐ

る。たたく。
（○否 くるさん　○丁 くるしゃ（さ）びーん　○過 くるちゃん　○継 くるちゃ

びーん）

ぐれー くらい
くろー 苦

く

労
ろ う

くゎじ 火事
くゎっくぃゆん/くゎっくぃーん 隠

か く

れる（○否 くゎっくぃらん　

○丁 くゎっくぃやびーん　○過 くゎっくぃたん　○継 くゎっくぃとーん）

くゎっくゎしゅ（す）ん 隠
か く

す（○否 くゎっくゎさん　○丁 くゎっくゎ

しゃ（さ）びーん　○過 くゎっくゎちゃん　○継 くゎっくゎちょーん）

くゎびーゆん/くゎびーん ぜいたくにする（○否 くゎびーらん　

○丁 くゎびやびーん　○過 くゎびーたん　○継 くゎびーとーん）

くゎん－じみ 缶
か ん

詰
づ め

くゎんしん 関心
くゎん－にん 役人

くぶんくぼみ
くまクマ〈動物の名前〉

くま－ぐまー－とぅ細
こ ま

々
ご ま

と
ぐまさん 小さい
くまゆん/くまいん こもる（○否 くまらん　○丁 くまやびーん/くま

いびーん　○過 くまたん　○継 くまとーん）

くまゆん/くまいん 困る（○否 くまらん　○丁 くまやびーん/くまい

びーん　○過 くまたん　○継 くまとーん）

くみ 組
くみ－うどぅ（る）い 組

く み

踊
おどり

〈沖縄の芸能の名前〉

くみ－かん こめかみ
くみゆん/くみーん 込

こ

める（○否 くみらん　○丁 くみやびーん　

○過 くみたん　○継 くみとーん）

くむい 池。沼。
くむゆん/くむいん 曇

く も

る（○否 くむらん　○丁 くむやびーん/くむ

いびーん　○過 くむたん　○継 くむとーん）

くゆみ 暦
こよみ

くよー 供
く

養
よ う

くらー スズメ
くらし 暮らし。生活。
くらし－やっさん 暮らしやすい
くらしん 暗

く ら

闇
や み

。真っ暗な所。
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やびーん/さじかいびーん　○過 さじかたん　○継 さじかとーん）

さじきゆん/さじきーん 授ける（○否 さじきらん　○丁 さじきや

びーん　○過 さじきたん　○継 さじきとーん）

さし－ちまゆん/さし－ちまいん ①詰
つ

まる。切
せ っ

迫
ぱ く

する。
②差

さ

し迫
せ ま

る。（○否 さしちまらん　○丁 さしちまやびーん/さしちま

いびーん　○過 さしちまたん　○継 さしちまとーん）

さし－とぅみゆん/さし－とぅみーん 差
さ

し止める。禁止
する。（○否 さしとぅみらん　○丁 さしとぅみやびーん　○過 さしとぅ

みたん　○継 さしとぅみとーん）

さだ（ら）みゆん/さだ（ら）みーん 定める。決める。
（○否 さだ（ら）みらん　○丁 さだ（ら）みやびーん　○過 さだ（ら）みたん　

○継 さだ（ら）みとーん）

さっくぃー 咳
せ き

さっこーび しゃっくり
さてぃさて〈話題を変える時に言う言葉〉

さとぅゆん/さとぅいん 悟
さ と

る（○否 さとぅらん　○丁 さとぅやびーん/ 

さとぅいびーん　○過 さとぅたん　○継 さとぅとーん）

さば 鮫
さ め

さば 草
ぞ う

履
り

さび 錆
さ び

さましゅ（す）ん ①覚ます。〈目を〉覚ます。②冷ます。 
（○否 さまさん　○丁 さましゃ（さ）びーん　○過 さまちゃん　○継 さまちょーん）
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やびーん/さじかいびーん　○過 さじかたん　○継 さじかとーん）

さじきゆん/さじきーん 授ける（○否 さじきらん　○丁 さじきや

びーん　○過 さじきたん　○継 さじきとーん）

さし－ちまゆん/さし－ちまいん ①詰
つ

まる。切
せ っ

迫
ぱ く

する。
②差

さ

し迫
せ ま

る。（○否 さしちまらん　○丁 さしちまやびーん/さしちま

いびーん　○過 さしちまたん　○継 さしちまとーん）

さし－とぅみゆん/さし－とぅみーん 差
さ

し止める。禁止
する。（○否 さしとぅみらん　○丁 さしとぅみやびーん　○過 さしとぅ

みたん　○継 さしとぅみとーん）

さだ（ら）みゆん/さだ（ら）みーん 定める。決める。
（○否 さだ（ら）みらん　○丁 さだ（ら）みやびーん　○過 さだ（ら）みたん　

○継 さだ（ら）みとーん）

さっくぃー 咳
せ き

さっこーび しゃっくり
さてぃさて〈話題を変える時に言う言葉〉

さとぅゆん/さとぅいん 悟
さ と

る（○否 さとぅらん　○丁 さとぅやびーん/ 

さとぅいびーん　○過 さとぅたん　○継 さとぅとーん）

さば 鮫
さ め

さば 草
ぞ う

履
り

さび 錆
さ び

さましゅ（す）ん ①覚ます。〈目を〉覚ます。②冷ます。 
（○否 さまさん　○丁 さましゃ（さ）びーん　○過 さまちゃん　○継 さまちょーん）

くんじゅん 括
く く

る。縛
し ば

る。（○否 くんらん　○丁 くんじゃびーん　

○過 くんちゃん　○継 くんちょーん）

ぐんぼー ゴボウ〈野菜の名前〉

くんやくこんにゃく

●け
けーびん－てつどー 軽

け い

便
べ ん

鉄
て つ

道
ど う

●こ
こー－ぬ－しし 鹿

し か

の肉
こーれー－ぐしゅ/こーれー－ぐーすー 唐

と う

辛
が ら

子
し

こくばん 黒板

●さ
さーゆん/さーいん 触

さ わ

る（○否 さーらん　○丁 さーやびーん/

さーいびーん　○過 さーたん　○継 さーとーん）

さがい－てぃーだ（ら）夕日
さがゆん/さがいん 下がる（○否 さがらん　○丁 さがやびーん/

さがいびーん　○過 さがたん　○継 さがとーん）

さくら 桜
さけー 境

さかい

さじかゆん/さじかいん 授かる（○否 さじからん　○丁 さじか
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しか 鹿
し か

しかきゆん/しかきーん ①やり始める。②仕
し

掛
か

ける。
（○否 しかきらん　○丁 しかきやびーん　○過 しかきたん　○継 しかき

とーん）

しかしゅ（す）ん ①〈子どもを〉あやす。なだめる。 
②誘いだます。（○否 しかさん　○丁 しかしゃ（さ）びーん　

○過 しかちゃん　○継 しかちょーん）

しがた 姿。身なり。
しか－みー－ぐるぐる 怖

お じ

気
け

づいて目をきょろきょろする
こと。びくびく。

しかんかー びくびく。臆
お く

病
びょう

なさま。
しぐしゅ（す）ん 過ごす（○否 しぐさん　○丁 しぐしゃ（さ）びーん　

○過 しぐちゃん　○継 しぐちょーん）

しこーい 準
じゅん

備
び

しこーゆん/しこーいん ①準
じゅん

備
び

する。②食事の支度
をする。（○否 しこーらん　○丁 しこーやびーん/しこーいびーん　

○過 しこーたん　○継 しこーとーん）

じさっとぅぎっしり
しし 肉
しじか 静か
しじぬ（む）ん 沈

し ず

む（○否 しじまん　○丁 しじまびーん　○過 しじだ

（ら）ん　○継 しじど（ろ）ーん）
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しか 鹿
し か

しかきゆん/しかきーん ①やり始める。②仕
し

掛
か

ける。
（○否 しかきらん　○丁 しかきやびーん　○過 しかきたん　○継 しかき

とーん）

しかしゅ（す）ん ①〈子どもを〉あやす。なだめる。 
②誘いだます。（○否 しかさん　○丁 しかしゃ（さ）びーん　

○過 しかちゃん　○継 しかちょーん）

しがた 姿。身なり。
しか－みー－ぐるぐる 怖

お じ

気
け

づいて目をきょろきょろする
こと。びくびく。

しかんかー びくびく。臆
お く

病
びょう

なさま。
しぐしゅ（す）ん 過ごす（○否 しぐさん　○丁 しぐしゃ（さ）びーん　

○過 しぐちゃん　○継 しぐちょーん）

しこーい 準
じゅん

備
び

しこーゆん/しこーいん ①準
じゅん

備
び

する。②食事の支度
をする。（○否 しこーらん　○丁 しこーやびーん/しこーいびーん　

○過 しこーたん　○継 しこーとーん）

じさっとぅぎっしり
しし 肉
しじか 静か
しじぬ（む）ん 沈

し ず

む（○否 しじまん　○丁 しじまびーん　○過 しじだ

（ら）ん　○継 しじど（ろ）ーん）

さまたぎ さまたげ。邪
じ ゃ

魔
ま

。
さまゆん/さまいん 冷める（○否 さまらん　○丁 さまやびーん/ 

さまいびーん　○過 さまたん　○継 さまとーん）

さみゆん/さみーん ①覚める。目覚める。②冷める。
（○否 さみらん　○丁 さみやびーん　○過 さみたん　○継 さみとーん）

さみゆん/さみーん 色あせる（○否 さみらん　○丁 さみや

びーん　○過 さみたん　○継 さみとーん）

さむれー 侍
さむらい

。士族。
さら 皿
さら－ばんじ 真っ盛り

●し
じー 地面。土地。大地。
しーきゆん/しーきーん 押しやる。ずらす。（○否 しーき

らん　○丁 しーきやびーん　○過 しーきたん　○継 しーきとーん）

しーくゎーさー ヒラミレモン〈果物の名前〉

しーさん すっぱい
しーじ 政

せ い

治
じ

しーとぅ生徒
じーぬー 芸

げ い

能
の う

じー－まーみ 落
ら っ

花
か

生
せ い

しぇーがー 斜
な な

め



43

しまくとぅば  五十音引き

しつもん 質問
しで（れ）ー－に 次第に。だんだんと。
しぬぶん ①忍

し の

ぶ。我
が

慢
ま ん

する。こらえる。②〈男女が〉

ひそかに会う。（○否 しぬばん　○丁 しぬばびーん　○過 しぬだ

（ら）ん　○継 しぬど（ろ）ーん）

しぶい 冬
と う

瓜
が ん

〈植物の名前〉

しぷゆん/しぷいん しゃぶる。吸
す

う。（○否 しぷらん　

○丁 しぷやびーん/しぷいびーん　○過 しぷたん　○継 しぷとーん）

じまん 自
じ

慢
ま ん

しみ－ちちゅん 染
し

みつく（○否 しみちかん　○丁 しみちちゃびーん　

○過 しみちちゃん　○継 しみちちょーん）

じゃがいもジャガイモ
じゃじち 謝

じ ゃ

敷
し き

〈地名〉

じゃま 邪
じ ゃ

魔
ま

。さまたげ。
じゃんにん 残

ざ ん

念
ね ん

じゆー 自由。思い通り。
じゅーしー ①炊

た

き込
こ

みご飯。②雑
ぞ う

炊
す い

。
しゅ（す）ー－みじ 塩水
しゅーらーしゃん/すーらーさん しおらしい。かわ

いい。愛
あ い

らしい。良い香りがする。
しゅく 机
しゅ（す）ん する（○否 さん　○丁 しゃ（さ）びーん　○過 さん　○継 しょ
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しつもん 質問
しで（れ）ー－に 次第に。だんだんと。
しぬぶん ①忍

し の

ぶ。我
が

慢
ま ん

する。こらえる。②〈男女が〉

ひそかに会う。（○否 しぬばん　○丁 しぬばびーん　○過 しぬだ

（ら）ん　○継 しぬど（ろ）ーん）

しぶい 冬
と う

瓜
が ん

〈植物の名前〉

しぷゆん/しぷいん しゃぶる。吸
す

う。（○否 しぷらん　

○丁 しぷやびーん/しぷいびーん　○過 しぷたん　○継 しぷとーん）

じまん 自
じ

慢
ま ん

しみ－ちちゅん 染
し

みつく（○否 しみちかん　○丁 しみちちゃびーん　

○過 しみちちゃん　○継 しみちちょーん）

じゃがいもジャガイモ
じゃじち 謝

じ ゃ

敷
し き

〈地名〉

じゃま 邪
じ ゃ

魔
ま

。さまたげ。
じゃんにん 残

ざ ん

念
ね ん

じゆー 自由。思い通り。
じゅーしー ①炊

た

き込
こ

みご飯。②雑
ぞ う

炊
す い

。
しゅ（す）ー－みじ 塩水
しゅーらーしゃん/すーらーさん しおらしい。かわ

いい。愛
あ い

らしい。良い香りがする。
しゅく 机
しゅ（す）ん する（○否 さん　○丁 しゃ（さ）びーん　○過 さん　○継 しょ

ししみゆん/ししみーん ①勧
す す

める。②励
は げ

ます。（○否 し

しみらん　○丁 ししみやびーん　○過 ししみたん　○継 ししみとーん）

しじらかしゅ（す）ん 退
ど

ける。退
の

ける。（○否 しじらかさん　 

○丁 しじらかしゃ（さ）びーん　○過 しじらかちゃん　○継 しじらかちょーん）

しじり 硯
すずり

しじりゆん/しじりーん やけどする（○否 しじりらん　○丁 しじ

りやびーん　○過 しじりたん　○継 しじりとーん）

しじん 自然
し－ずく 士族
しぜーりゆん/しぜーりーん 散らかる（○否 しぜーりらん　

○丁 しぜーりやびーん　○過 しぜーりたん　○継 しぜーりとーん）

したがゆん/したがいん 従
したが

う（○否 したがらん　○丁 したがや

びーん/したがいびーん　○過 したがたん　○継 したがとーん）

しだ（ら）さん 涼
す ず

しい
したなさん 汚

きたな

い
しち－がーら れんが
しちきゆん/しちきーん ①しつける。②叱

し か

る。殴
な ぐ

る。
いじめる。やっつける。（○否 しちきらん　○丁 しちきやびーん　

○過 しちきたん　○継 しちきとーん）

しちたん－ゆー 石油
しちゅん 好く。好む。（○否 しかん　○丁 しちゃびーん　 

○過 しちゃん　○継 しちょーん）
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しまくとぅば  五十音引き

しんびー せんべい
じん－ぶくる 財

さ い

布
ふ

。巾
き ん

着
ちゃく

。
しんぶん 新聞
じんぶん 知

ち

恵
え

●す
すーゆん/すーいん 吸

す

う（○否 すーらん　○丁 すーやびーん/

すーいびーん　○過 すーたん　○継 すーとーん）

すがい ①服
ふ く

装
そ う

。身なり。②準
じゅん

備
び

。
すがゆん/すがいん ①着

き

飾
か ざ

る。②準
じゅん

備
び

する。
（○否 すがらん　○丁 すがやびーん/すがいびーん　○過 すがたん　

○継 すがとーん）

すく 底
そ こ

すくゆん/すくいん すくう。すくい取る。（○否 すくらん　

○丁 すくやびーん/すくいびーん　○過 すくたん　○継 すくとーん）

すくゆん/すくいん 救う（○否 すくらん　○丁 すくやびーん/すく

いびーん　○過 すくたん　○継 すくとーん）

すぐゆん/すぐいん 殴
な ぐ

る。たたく。（○否 すぐらん　○丁 す

ぐやびーん/すぐいびーん　○過 すぐたん　○継 すぐとーん）

すしゆん/すしーん そしる（○否 すしらん　○丁 すしやびーん　

○過 すしたん　○継 すしとーん）

すす 裾
す そ
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しんびー せんべい
じん－ぶくる 財

さ い

布
ふ

。巾
き ん

着
ちゃく

。
しんぶん 新聞
じんぶん 知

ち

恵
え

●す
すーゆん/すーいん 吸

す

う（○否 すーらん　○丁 すーやびーん/

すーいびーん　○過 すーたん　○継 すーとーん）

すがい ①服
ふ く

装
そ う

。身なり。②準
じゅん

備
び

。
すがゆん/すがいん ①着

き

飾
か ざ

る。②準
じゅん

備
び

する。
（○否 すがらん　○丁 すがやびーん/すがいびーん　○過 すがたん　

○継 すがとーん）

すく 底
そ こ

すくゆん/すくいん すくう。すくい取る。（○否 すくらん　

○丁 すくやびーん/すくいびーん　○過 すくたん　○継 すくとーん）

すくゆん/すくいん 救う（○否 すくらん　○丁 すくやびーん/すく

いびーん　○過 すくたん　○継 すくとーん）

すぐゆん/すぐいん 殴
な ぐ

る。たたく。（○否 すぐらん　○丁 す

ぐやびーん/すぐいびーん　○過 すぐたん　○継 すぐとーん）

すしゆん/すしーん そしる（○否 すしらん　○丁 すしやびーん　

○過 すしたん　○継 すしとーん）

すす 裾
す そ

（そ）ーん）

じよー 栄
え い

養
よ う

じょー 門
しょーらーしゃん/そーらーさん 賢

かしこ

い
しょーん－たたん しょうがない
しらびゆん/しらびーん 調べる（○否 しらびらん　○丁 しらび

やびーん　○過 しらびたん　○継 しらびとーん）

しらん－ふーなー 知らんぷり
しりえー 知り合い。知人。
しるしゅ（す）ん 記

し る

す（○否 しるさん　○丁 しるしゃ（さ）びーん　

○過 しるちゃん　○継 しるちょーん）

しわ 心配
しわ しゅ（す）ん 心配する ➡しゅ（す）ん

しん 千
せ ん

じん－いりー 財
さ い

布
ふ

しんしゃく 反省
しんじゆん/しんじーん 信じる（○否 しんじらん　○丁 しんじや

びーん　○過 しんじたん　○継 しんじとーん）

じんじん 蛍
ほたる

しんでぃ（り）ゆん/しんでぃ（り）ーん 滑
す べ

る（○否 しんでぃ

（り）らん　○丁 しんでぃ（り）やびーん　○過 しんでぃ（り）たん　○継 し

んでぃ（り）とーん）
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しまくとぅば  五十音引き

●た
たー－くとぅうわごと〈高

こう

熱
ねつ

の時などに無意識に発する言葉〉

たーび 足
た び

袋
たー－っんむ 田

た

芋
い も

たい－ぬ－うや 両親
たうちー/たわちー シャモ〈鳥の名前〉

たから 宝
たくタコ〈海の動物の名前〉

たげー－に 互
た が

いに
た－けーん 二回
だ（ら）し 出

だ

汁
し

たしきゆん/たしきーん 助ける（○否 たしきらん　○丁 たしき

やびーん　○過 たしきたん　○継 たしきとーん）

たじにゆん/たじにーん ①訪
た ず

ねる。②尋
た ず

ねる。
（○否 たじにらん　○丁 たじにやびーん　○過 たじにたん　○継 たじに

とーん）

ただ（ら）ただ。たった。ほんの。
たたちゅん たたく（○否 たたかん　○丁 たたちゃびーん　○過 たた

ちゃん　○継 たたちょーん）

たたん 畳
たたみ

たち 滝
た き
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●た
たー－くとぅうわごと〈高

こう

熱
ねつ

の時などに無意識に発する言葉〉

たーび 足
た び

袋
たー－っんむ 田

た

芋
い も

たい－ぬ－うや 両親
たうちー/たわちー シャモ〈鳥の名前〉

たから 宝
たくタコ〈海の動物の名前〉

たげー－に 互
た が

いに
た－けーん 二回
だ（ら）し 出

だ

汁
し

たしきゆん/たしきーん 助ける（○否 たしきらん　○丁 たしき

やびーん　○過 たしきたん　○継 たしきとーん）

たじにゆん/たじにーん ①訪
た ず

ねる。②尋
た ず

ねる。
（○否 たじにらん　○丁 たじにやびーん　○過 たじにたん　○継 たじに

とーん）

ただ（ら）ただ。たった。ほんの。
たたちゅん たたく（○否 たたかん　○丁 たたちゃびーん　○過 たた

ちゃん　○継 たたちょーん）

たたん 畳
たたみ

たち 滝
た き

すだ（ら）てぃゆん/すだ（ら）てぃーん 育てる（○否 すだ

（ら）てぃらん　○丁 すだ（ら）てぃやびーん　○過 すだ（ら）てぃたん　

○継 すだ（ら）てぃとーん）

すびちゅん 引きずる（○否 すびかん　○丁 すびちゃびーん　

○過 すびちゃん　○継 すびちょーん）

すんちゅん 引きずる（○否 すんかん　○丁 すんちゃびーん　

○過 すんちゃん　○継 すんちょーん）

●せ
せ（しぇ）ーく 職

しょく

人
に ん

。大
だ い

工
く

。
せーせき 成績
ぜ（じぇ）ー－むく 材木

●そ
そー 竿

さ お

そーきあばら
そーき－ぶに あばら骨。肋

ろ っ

骨
こ つ

。
そーみなー メジロ〈鳥の名前〉

そん－がち 垣
か き

根
ね

〈敷
しき

地
ち

を仕切るための囲い〉
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しまくとぅば  五十音引き

たばくたばこ
たばゆん/たばいん 束

た ば

ねる。縛
し ば

る。（○否 たばらん　

○丁 たばやびーん/たばいびーん　○過 たばたん　○継 たばとーん）

たび 旅
たび－だ（ら）ち 旅立ち
だ（ら）ましゅん/だ（ら）ますん だます（○否 だ（ら）まさん　

○丁 だ（ら）ましゃびーん/だ（ら）まさびーん　○過 だ（ら）まちゃん　

○継 だ（ら）まちょーん）

たま－なー キャベツ〈野菜の名前〉

だ（ら）まゆん/だ（ら）まいん 黙
だ ま

る（○否 だ（ら）まらん　○丁 だ

（ら）まやびーん/だ（ら）まいびーん　○過 だ（ら）またん　○継 だ（ら）

まとーん）

たみしゅ（す）ん 試す（○否 たみさん　○丁 たみしゃ（さ）びーん　

○過 たみちゃん　○継 たみちょーん）

たむとぅ袂
たもと

〈着物の袖
そで

の垂
た

れ下がった部分〉

たれーゆん/たれーいん 足す。補う。（○否 たれーらん　

○丁 たれーやびーん/たれーいびーん　○過 たれーたん　○継 た

れーとーん）

たんてぃー 探
た ん

偵
て い

たんにゆん/たんにーん ①訪
た ず

ねる。②尋
た ず

ねる。
（○否 たんにらん　○丁 たんにやびーん　○過 たんにたん　○継 たん

にとーん）
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たばくたばこ
たばゆん/たばいん 束

た ば

ねる。縛
し ば

る。（○否 たばらん　

○丁 たばやびーん/たばいびーん　○過 たばたん　○継 たばとーん）

たび 旅
たび－だ（ら）ち 旅立ち
だ（ら）ましゅん/だ（ら）ますん だます（○否 だ（ら）まさん　

○丁 だ（ら）ましゃびーん/だ（ら）まさびーん　○過 だ（ら）まちゃん　

○継 だ（ら）まちょーん）

たま－なー キャベツ〈野菜の名前〉

だ（ら）まゆん/だ（ら）まいん 黙
だ ま

る（○否 だ（ら）まらん　○丁 だ

（ら）まやびーん/だ（ら）まいびーん　○過 だ（ら）またん　○継 だ（ら）

まとーん）

たみしゅ（す）ん 試す（○否 たみさん　○丁 たみしゃ（さ）びーん　

○過 たみちゃん　○継 たみちょーん）

たむとぅ袂
たもと

〈着物の袖
そで

の垂
た

れ下がった部分〉

たれーゆん/たれーいん 足す。補う。（○否 たれーらん　

○丁 たれーやびーん/たれーいびーん　○過 たれーたん　○継 た

れーとーん）

たんてぃー 探
た ん

偵
て い

たんにゆん/たんにーん ①訪
た ず

ねる。②尋
た ず

ねる。
（○否 たんにらん　○丁 たんにやびーん　○過 たんにたん　○継 たん

にとーん）

た－ちち 来月〈下の た－ちち とはアクセントが違います〉

た－ちち ふた月。二か月。
たち－ふぁ 立場
だ（ら）ちゅん〈子どもなどを〉抱

だ

く（○否 だ（ら）かん　○丁 だ（ら）

ちゃびーん　○過 だ（ら）ちゃん　○継 だ（ら）ちょーん）

たっくゎゆん/たっくゎいんくっつく（○否 たっくゎらん　 

○丁 たっくゎやびーん/たっくゎいびーん　○過 たっくゎたん　

○継 たっくゎとーん）

たった 次第に。だんだんと。
たっ－ぴらかしゅ（す）ん たたきつぶす。ぺしゃんこ

にする。（○否 たっぴらかさん　○丁 たっぴらかしゃ（さ）びーん　

○過 たっぴらかちゃん　○継 たっぴらかちょーん）

たとぅい 例え
たとぅゆん/たとぅいん 例える（○否 たとぅらん　○丁 たとぅや

びーん/たとぅいびーん　○過 たとぅたん　○継 たとぅとーん）

たどぅ（る）ゆん/たどぅ（る）いん 辿
た ど

る（○否 たどぅ（る）らん　

○丁 たどぅ（る）やびーん/たどぅ（る）いびーん　○過 たどぅ（る）たん　

○継 たどぅ（る）とーん）

たぬしみ 楽しみ
たぬぬ（む）ん 頼

た の

む。依
い

頼
ら い

する。（○否 たぬまん　○丁 たぬ

まびーん　○過 たぬだ（ら）ん　○継 たぬど（ろ）ーん）

たばい 束
た ば
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しまくとぅば  五十音引き

ちじ ①頭のてっぺん。②頂上。
ちしち 景

け

色
し き

ちじちゅん 続く（○否 ちじかん　○丁 ちじちゃびーん　○過 ちじちゃん　

○継 ちじちょーん）

ちじゆん/ちじーん 止める。さえぎる。禁止する。
（○否 ちじらん　○丁 ちじやびーん　○過 ちじたん　○継 ちじとーん）

ちち－あたい 突き当たり。行き止まり。
ちち－けーしゅ（す）ん 聞き返す（○否 ちちけーさん　○丁 ちち

けーしゃ（さ）びーん　○過 ちちけーちゃん　○継 ちちけーちょーん）

ちち－ぬ－かーじ月ごと。毎月。
ちち－ぬ－ゆー 月夜
ちちぬ（む）ん 包む（○否 ちちまん　○丁 ちちまびーん　○過 ちちだ

（ら）ん　○継 ちちど（ろ）ーん）

ちちゅー 月夜
ちとぅみゆん/ちとぅみーん 勤める（○否 ちとぅみらん　

○丁 ちとぅみやびーん　○過 ちとぅみたん　○継 ちとぅみとーん）

ちねー 家庭。家族。
ちびらーしゃ（さ）ん〈きびきびとしていて〉見事だ
ちまゆん/ちまいん 詰

つ

まる（○否 ちまらん　○丁 ちまやびーん/ち

まいびーん　○過 ちまたん　○継 ちまとーん）

ちむ－いちゃさん ①心が痛む。②かわいそう。気
の毒だ。
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ちじ ①頭のてっぺん。②頂上。
ちしち 景

け

色
し き

ちじちゅん 続く（○否 ちじかん　○丁 ちじちゃびーん　○過 ちじちゃん　

○継 ちじちょーん）

ちじゆん/ちじーん 止める。さえぎる。禁止する。
（○否 ちじらん　○丁 ちじやびーん　○過 ちじたん　○継 ちじとーん）

ちち－あたい 突き当たり。行き止まり。
ちち－けーしゅ（す）ん 聞き返す（○否 ちちけーさん　○丁 ちち

けーしゃ（さ）びーん　○過 ちちけーちゃん　○継 ちちけーちょーん）

ちち－ぬ－かーじ月ごと。毎月。
ちち－ぬ－ゆー 月夜
ちちぬ（む）ん 包む（○否 ちちまん　○丁 ちちまびーん　○過 ちちだ

（ら）ん　○継 ちちど（ろ）ーん）

ちちゅー 月夜
ちとぅみゆん/ちとぅみーん 勤める（○否 ちとぅみらん　

○丁 ちとぅみやびーん　○過 ちとぅみたん　○継 ちとぅみとーん）

ちねー 家庭。家族。
ちびらーしゃ（さ）ん〈きびきびとしていて〉見事だ
ちまゆん/ちまいん 詰

つ

まる（○否 ちまらん　○丁 ちまやびーん/ち

まいびーん　○過 ちまたん　○継 ちまとーん）

ちむ－いちゃさん ①心が痛む。②かわいそう。気
の毒だ。

だ（ら）んぱち－やー 床
と こ

屋
や

たん－みー 短命

●ち
ちー－けーゆん/ちー－けーいん 着

き

替
が

える（○否 ちーけーらん　 

○丁 ちーけーやびーん/ちーけーいびーん　○過 ちーけーたん　

○継 ちーけーとーん）

ちーち 景
け

色
し き

ちー－ぬみ－ん－ぐゎ 乳
ち の

飲み子
ご

。赤
あ か

ん坊
ぼ う

。
ち－がかい 気がかり
ちかしゅ（す）ん 利かす（○否 ちかさん　○丁 ちかしゃ（さ）びーん　

○過 ちかちゃん　○継 ちかちょーん）

ちかりゆん/ちかりーん 疲
つ か

れる（○否 ちかりらん　○丁 ちかり

やびーん　○過 ちかりたん　○継 ちかりとーん）

ちけー ねーやびらん ①大
だ い

丈
じょう

夫
ぶ

です。②どういた
しまして。

ちごー 都合
ちざぬん/ちじゃむん 刻

き ざ

む（○否 ちざ（じゃ）まん　○丁 ちざま

びーん/ちじゃまびーん　○過 ちざだ（ら）ん/ちじゃだ（ら）ん　○継 ち

ざど（ろ）ーん/ちじゃど（ろ）ーん）

ちし 岸
き し

ちじ 禁止
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しまくとぅば  五十音引き

ちゅい－なー－かーるー 一人ずつ交代すること。代
わるがわる。

ちゅーさ－よーさ 強弱。強いことと弱いこと。
ちゅーちゃん いきなり。急に。
ちゅ－かき 一切れ。ひとかけら。
ちゅ－かた 一方。〈対になっているものの〉片方。
ちゅくい－むじゅくい 農作物
ちゅくい－むん ①作り物。②農作物。
ちゅくい－やっさん 作りやすい
ちゅ－くとぅば 一言
ちゅく－やー 製作者。物を作る人。
ちゅ－けーん 一回
ちゅ－じー 一字
ちゅらさん 清らかだ。美しい。きれいだ。
ちょーどぅ（る）ちょうど。ぴったり。
ちょー－みー 長命。長寿。長生き。
－ちょーん ～さえ。～すら。〈似たような点をあげ、他の事

こと

柄
がら

を推
お

し量
はか

る言葉。みじ ぬむ－し－ん－ちょーん わしとーん（水を

飲むことさえ忘れている）。〉

ちらかゆん/ちらかいん 散らかる（○否 ちらからん　○丁 ちら 

かやびーん/ちらかいびーん　○過 ちらかちゃん　○継 ちらかちょーん）

ちり－はなしゅ（す）ん 切り離
は な

す（○否 ちりはなさん　○丁 ちりは
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ちゅい－なー－かーるー 一人ずつ交代すること。代
わるがわる。

ちゅーさ－よーさ 強弱。強いことと弱いこと。
ちゅーちゃん いきなり。急に。
ちゅ－かき 一切れ。ひとかけら。
ちゅ－かた 一方。〈対になっているものの〉片方。
ちゅくい－むじゅくい 農作物
ちゅくい－むん ①作り物。②農作物。
ちゅくい－やっさん 作りやすい
ちゅ－くとぅば 一言
ちゅく－やー 製作者。物を作る人。
ちゅ－けーん 一回
ちゅ－じー 一字
ちゅらさん 清らかだ。美しい。きれいだ。
ちょーどぅ（る）ちょうど。ぴったり。
ちょー－みー 長命。長寿。長生き。
－ちょーん ～さえ。～すら。〈似たような点をあげ、他の事

こと

柄
がら

を推
お

し量
はか

る言葉。みじ ぬむ－し－ん－ちょーん わしとーん（水を

飲むことさえ忘れている）。〉

ちらかゆん/ちらかいん 散らかる（○否 ちらからん　○丁 ちら 

かやびーん/ちらかいびーん　○過 ちらかちゃん　○継 ちらかちょーん）

ちり－はなしゅ（す）ん 切り離
は な

す（○否 ちりはなさん　○丁 ちりは

ちむ－がかい 気がかり
ちむ－がきゆん/ちむ－がきーん 心掛

が

ける（○否 ちむが

きらん　○丁 ちむがきやびーん　○過 ちむがきたん　○継 ちむがき

とーん）

ちむ－がなしゃ（さ）ん 愛
あ い

らしい。かわいい。
ちむ－ぐりしゃ（さ）ん かわいそう。気の毒だ。
ちむ－だ（ら）くだ（ら）く 胸

む な

騒
さ わ

ぎする様子
ちむ－だ（ら）くみち 胸

む な

騒
さ わ

ぎする様子
ちむ－どぅ（る）ーい 思い通り
ちむ－っんじゅかさりゆん/ちむ－っんじゅかさりーん 感動

する（○否 ちむっんじゅかさりらん　○丁 ちむっんじゅかさりやびーん　 

○過 ちむっんじゅかさりたん　○継 ちむっんじゅかさりとーん）

ちむ－っんじゅかしゅ（す）ん 感動する（○否 ちむっんじゅかさん　

○丁 ちむっんじゅかしゃ（さ）びーん　○過 ちむっんじゅかちゃん　○継 ち

むっんじゅかちょーん）

ちゃーゆん/ちゃーいん 消える（○否 ちゃーらん　

○丁 ちゃーやびーん/ちゃーいびーん　○過 ちゃーたん　○継 ちゃー

とーん）

ちゃく 客
ちゅい－しーじー 助け合うさま
ちゅい－ちがーるー 一人ずつ交代すること。代わ

るがわる。
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しまくとぅば  五十音引き

てぃんじょー 天井
でぃ（り）んち 電気
てー－ふぁ 冗

じょう

談
だ ん

てーふー 台風。大風。
で（れ）んわ 電話

●と
とぅい－くぬ（む）ん 取り込む。取り入れる。（○否 とぅい

くまん　○丁 とぅいくまびーん　○過 とぅいくだ（ら）ん　○継 とぅいくど

（ろ）ーん）

とぅい－ちがゆん/とぅい－ちがいん ①取り違
ち が

える。
②誤

ご

解
か い

する。（○否 とぅいちがらん　○丁 とぅいちがやびーん/

とぅいちがいびーん　○過 とぅいちがたん　○継 とぅいちがとーん）

とぅい－むどぅ（る）しゅん/とぅい－むどぅ（る）すん 取り戻
も ど

す。取り返す。（○否 とぅいむどぅ（る）さん　○丁 とぅいむどぅ（る）

しゃびーん/とぅいむどぅ（る）さびーん　○過 とぅいむどぅ（る）ちゃん　

○継 とぅいむどぅ（る）ちょーん）

どぅ（る）ー－ちゅい－むにー 独
ひ と

り言
とぅが 罪

つ み

。罰
ば つ

。
とぅがみゆん/とぅがみーん とがめる。非難する。 

（○否 とぅがみらん　○丁 とぅがみやびーん　○過 とぅがみたん　

○継 とぅがみとーん）
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てぃんじょー 天井
でぃ（り）んち 電気
てー－ふぁ 冗

じょう

談
だ ん

てーふー 台風。大風。
で（れ）んわ 電話

●と
とぅい－くぬ（む）ん 取り込む。取り入れる。（○否 とぅい

くまん　○丁 とぅいくまびーん　○過 とぅいくだ（ら）ん　○継 とぅいくど

（ろ）ーん）

とぅい－ちがゆん/とぅい－ちがいん ①取り違
ち が

える。
②誤

ご

解
か い

する。（○否 とぅいちがらん　○丁 とぅいちがやびーん/

とぅいちがいびーん　○過 とぅいちがたん　○継 とぅいちがとーん）

とぅい－むどぅ（る）しゅん/とぅい－むどぅ（る）すん 取り戻
も ど

す。取り返す。（○否 とぅいむどぅ（る）さん　○丁 とぅいむどぅ（る）

しゃびーん/とぅいむどぅ（る）さびーん　○過 とぅいむどぅ（る）ちゃん　

○継 とぅいむどぅ（る）ちょーん）

どぅ（る）ー－ちゅい－むにー 独
ひ と

り言
とぅが 罪

つ み

。罰
ば つ

。
とぅがみゆん/とぅがみーん とがめる。非難する。 

（○否 とぅがみらん　○丁 とぅがみやびーん　○過 とぅがみたん　

○継 とぅがみとーん）

なしゃ（さ）びーん　○過 ちりはなちゃん　○継 ちりはなちょーん）

ちわみゆん/ちわみーん 決める（○否 ちわみらん　○丁 ちわ

みやびーん　○過 ちわみたん　○継 ちわみとーん）

ちん－くゎー かぼちゃ
ちんとぅちょうど。ぴったり。

●つ
っくゎ－っんまが 子

し

孫
そ ん

っちゅ－めー 人前。人の前。

●て
てぃー－さぐい 手探り
てぃー－じくん 握

に ぎ

り拳
こぶし

てぃ－がねー 手伝い。加勢。
てぃ－がら 手

て

柄
が ら

てぃ－だしき 手助け。加勢。
てぃち 敵
てぃ－ま ①手間。②手間賃。
てぃゆん/てぃーん 照る（○否 てぃらん　○丁 てぃやびーん　

○過 てぃったん　○継 てぃっとーん）

てぃん－がーら 天の川
でぃ（り）んぐん 伝言
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しまくとぅば  五十音引き

○丁 とぅとぅなやびーん/とぅとぅないびーん　○過 とぅとぅなたん　

○継 とぅとぅなとーん）

とぅどぅ（る）まゆん/とぅどぅ（る）まいん 留
と ど

まる（○否 とぅどぅ

（る）まらん　○丁 とぅどぅ（る）まやびーん/とぅどぅ（る）まいびーん　

○過 とぅどぅ（る）またん　○継 とぅどぅ（る）まとーん）

とぅどぅ（る）みゆん/とぅどぅ（る）みーん 留
と ど

める（○否 とぅ

どぅ（る）みらん　○丁 とぅどぅ（る）みやびーん　○過 とぅどぅ（る）みたん　

○継 とぅどぅ（る）みとーん）

とぅぬー－まぬー まごつくさま
とぅぬ（ん）じゅん 跳

は

ねる。飛び跳
は

ねる。（○否 とぅぬ（ん）

がん　○丁 とぅぬ（ん）じゃびーん　○過 とぅぬ（ん）じゃん　○継 とぅぬ

（ん）じょーん）

とぅぶゆん/とぅぶいん ともる（○否 とぅぶらん　○丁 とぅぶや

びーん/とぅぶいびーん　○過 とぅぶたん　○継 とぅぶとーん）

とぅみゆん/とぅみーん ①止める。禁止する。②泊
める。③記す。書き留める。（○否 とぅみらん　○丁 とぅみ

やびーん　○過 とぅみたん　○継 とぅみとーん）

とぅゆん/とぅいん ①取る。②盗
ぬ す

む。奪
う ば

う。（○否 とぅ

らん　○丁 とぅやびーん/とぅいびーん　○過 とぅったん　○継 とぅっ

とーん）

どぅ（る）る 泥
ど ろ

ど（ろ）ー ろうそく
ど（ろ）ーぐ 道具

56

○丁 とぅとぅなやびーん/とぅとぅないびーん　○過 とぅとぅなたん　

○継 とぅとぅなとーん）

とぅどぅ（る）まゆん/とぅどぅ（る）まいん 留
と ど

まる（○否 とぅどぅ

（る）まらん　○丁 とぅどぅ（る）まやびーん/とぅどぅ（る）まいびーん　

○過 とぅどぅ（る）またん　○継 とぅどぅ（る）まとーん）

とぅどぅ（る）みゆん/とぅどぅ（る）みーん 留
と ど

める（○否 とぅ

どぅ（る）みらん　○丁 とぅどぅ（る）みやびーん　○過 とぅどぅ（る）みたん　

○継 とぅどぅ（る）みとーん）

とぅぬー－まぬー まごつくさま
とぅぬ（ん）じゅん 跳

は

ねる。飛び跳
は

ねる。（○否 とぅぬ（ん）

がん　○丁 とぅぬ（ん）じゃびーん　○過 とぅぬ（ん）じゃん　○継 とぅぬ

（ん）じょーん）

とぅぶゆん/とぅぶいん ともる（○否 とぅぶらん　○丁 とぅぶや

びーん/とぅぶいびーん　○過 とぅぶたん　○継 とぅぶとーん）

とぅみゆん/とぅみーん ①止める。禁止する。②泊
める。③記す。書き留める。（○否 とぅみらん　○丁 とぅみ

やびーん　○過 とぅみたん　○継 とぅみとーん）

とぅゆん/とぅいん ①取る。②盗
ぬ す

む。奪
う ば

う。（○否 とぅ

らん　○丁 とぅやびーん/とぅいびーん　○過 とぅったん　○継 とぅっ

とーん）

どぅ（る）る 泥
ど ろ

ど（ろ）ー ろうそく
ど（ろ）ーぐ 道具

とぅがゆん/とぅがいん とがる（○否 とぅがらん　○丁 とぅがや

びーん/とぅがいびーん　○過 とぅがたん　○継 とぅがとーん）

どぅ（る）きなしゅん/どぅ（る）きなすん 退
ど

ける。退
の

け
る。（○否 どぅ（る）きなさん　○丁 どぅ（る）きなしゃびーん/どぅ（る）き

なさびーん　○過 どぅ（る）きなちゃん　○継 どぅ（る）きなちょーん）

どぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きないん 退
ど

く。退
の

く。よけ
る。避

さ

ける。（○否 どぅ（る）きならん　○丁 どぅ（る）きなやびーん 

/どぅ（る）きないびーん　○過 どぅ（る）きなたん　○継 どぅ（る）きな

とーん）

どぅ（る）きゆん/どぅ（る）きーん 退
ど

ける。退
の

ける。
（○否 どぅ（る）きらん　○丁 どぅ（る）きやびーん　○過 どぅ（る）きたん　

○継 どぅ（る）きとーん）

とぅく 床
と こ

とぅじ－っくゎ 妻
つ ま

子
こ

とぅじゅん 研
と

ぐ（○否 とぅがん　○丁 とぅじゃびーん　○過 とぅじゃん　

○継 とぅじょーん）

どぅ（る）ちゅん 退
ど

く。退
の

く。（○否 どぅ（る）かん　○丁 どぅ（る）ちゃ

びーん　○過 どぅ（る）ちゃん　○継 どぅ（る）ちょーん）

とぅどぅ（る）き 届け
とぅどぅ（る）きゆん/とぅどぅ（る）きーん 届ける（○否 とぅ

どぅ（る）きらん　○丁 とぅどぅ（る）きやびーん　○過 とぅどぅ（る）きたん　

○継 とぅどぅ（る）きとーん）

とぅとぅなゆん/とぅとぅないん 整う（○否 とぅとぅならん　
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なが－むち 長持ち
なか－めー 茶の間。居間。
－ながら ～ながら。～ではあるが。〈前の文と後ろの文

を逆の意味でつなぐ言葉。わらばー－ながら むちかさる すむち 

ゆど（ろ）ーん（子供ながら難しい本を読んでいる）。〉

－なぎーな ～ながら。～にもかかわらず。〈前の文と

後ろの文を逆の意味でつなぐ言葉。ちち－なぎーな いれーらん

（聞いていながら答えない）。〉

なぎゆん/なぎーん 投げる（○否 なぎらん　○丁 なぎやびーん　

○過 なぎたん　○継 なぎとーん）

なぐ 名
な

護
ご

〈地名〉

なげーさん 久しぶりだ
なさき 情け
なじき そぶり。ふり。
なしゅ（す）ん ①〈ある状

じょう

態
たい

に〉する。②産む。③移す。 
（○否 なさん　○丁 なしゃ（さ）びーん　○過 なちゃん　○継 なちょーん）

なちかしゃ（さ）ん 悲
か な

しい
なばくゆん/なばくいん からかう。冷やかす。

（○否 なばくらん　○丁 なばくやびーん/なばくいびーん　○過 なばく

たん　○継 なばくとーん）

なびちゅん なびく（○否 なびかん　○丁 なびちゃびーん　○過 な

びちゃん　○継 なびちょーん）

58

なが－むち 長持ち
なか－めー 茶の間。居間。
－ながら ～ながら。～ではあるが。〈前の文と後ろの文

を逆の意味でつなぐ言葉。わらばー－ながら むちかさる すむち 

ゆど（ろ）ーん（子供ながら難しい本を読んでいる）。〉

－なぎーな ～ながら。～にもかかわらず。〈前の文と

後ろの文を逆の意味でつなぐ言葉。ちち－なぎーな いれーらん

（聞いていながら答えない）。〉

なぎゆん/なぎーん 投げる（○否 なぎらん　○丁 なぎやびーん　

○過 なぎたん　○継 なぎとーん）

なぐ 名
な

護
ご

〈地名〉

なげーさん 久しぶりだ
なさき 情け
なじき そぶり。ふり。
なしゅ（す）ん ①〈ある状

じょう

態
たい

に〉する。②産む。③移す。 
（○否 なさん　○丁 なしゃ（さ）びーん　○過 なちゃん　○継 なちょーん）

なちかしゃ（さ）ん 悲
か な

しい
なばくゆん/なばくいん からかう。冷やかす。

（○否 なばくらん　○丁 なばくやびーん/なばくいびーん　○過 なばく

たん　○継 なばくとーん）

なびちゅん なびく（○否 なびかん　○丁 なびちゃびーん　○過 な

びちゃん　○継 なびちょーん）

とーびーらー ゴキブリ〈虫の名前〉

とーふ 豆
と う

腐
ふ

とーみゆん/とーみーん 平らにする。均
な ら

す。
（○否 とーみらん　○丁 とーみやびーん　○過 とーみたん　○継 とー

みとーん）

とーりゆん/とーりーん 倒
た お

れる（○否 とーりらん　○丁 とーり

やびーん　○過 とーりたん　○継 とーりとーん）

●な
－な ～な〈禁止を示す言葉。しし－びけーん かむ－な（肉ばかり

食べるな）。〉

なー－じきー 名づけ。命名。
なー－ちゅ－けーん もう一度。もう一回。
なー－ちりじり ばらばら
なーべーらー ヘチマ
なが－いち/なが－いちち 長生き。長寿。長命。
ながしゅ（す）ん 流す（○否 ながさん　○丁 ながしゃ（さ）びーん　

○過 ながちゃん　○継 ながちょーん）

なが－にん 長年
なが－ぬち 長命。長寿。長生き。
ながみゆん/ながみーん 眺

な が

める（○否 ながみらん　 

○丁 ながみやびーん　○過 ながみたん　○継 ながみとーん）
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●に
にーびち 結

け っ

婚
こ ん

にーゆん/にーん ①練
ね

る。②殴
な ぐ

る。（○否 にーらん　

○丁 にーやびーん　○過 にーたん　○継 にーとーん）

にくさ 憎
に く

しみ
にくぬ（む）ん 憎

に く

む（○否 にくまん　○丁 にくまびーん　○過 にくだ

（ら）ん　○継 にくど（ろ）ーん）

にげー 願い。願
が ん

望
ぼ う

。
にし－むん 偽

に せ

物
も の

に－じゃしち 寝
ね

座
ざ

敷
し き

。寝
し ん

室
し つ

。
にじゆん/にじーん 握

に ぎ

る（○否 にじらん　○丁 にじやびーん　

○過 にじたん　○継 にじとーん）

にじゆん/にじーん 我
が

慢
ま ん

する。こらえる。（○否 にじらん　

○丁 にじやびーん　○過 にじたん　○継 にじとーん）

にち 熱
ね つ

にっち 日記
に－むち 荷物
にゆん/にーん似る（○否 にらん　○丁 にやびーん　○過 にちゃん　

○継 にちょーん）

にゆん/にーん 煮る。〈ご飯などを〉炊
た

く。（○否 にらん　

○丁 にやびーん　○過 にちゃん　○継 にちょーん）
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●に
にーびち 結

け っ

婚
こ ん

にーゆん/にーん ①練
ね

る。②殴
な ぐ

る。（○否 にーらん　

○丁 にーやびーん　○過 にーたん　○継 にーとーん）

にくさ 憎
に く

しみ
にくぬ（む）ん 憎

に く

む（○否 にくまん　○丁 にくまびーん　○過 にくだ

（ら）ん　○継 にくど（ろ）ーん）

にげー 願い。願
が ん

望
ぼ う

。
にし－むん 偽

に せ

物
も の

に－じゃしち 寝
ね

座
ざ

敷
し き

。寝
し ん

室
し つ

。
にじゆん/にじーん 握

に ぎ

る（○否 にじらん　○丁 にじやびーん　

○過 にじたん　○継 にじとーん）

にじゆん/にじーん 我
が

慢
ま ん

する。こらえる。（○否 にじらん　

○丁 にじやびーん　○過 にじたん　○継 にじとーん）

にち 熱
ね つ

にっち 日記
に－むち 荷物
にゆん/にーん似る（○否 にらん　○丁 にやびーん　○過 にちゃん　

○継 にちょーん）

にゆん/にーん 煮る。〈ご飯などを〉炊
た

く。（○否 にらん　

○丁 にやびーん　○過 にちゃん　○継 にちょーん）

なみ 波
なみゆん/なみーん なめる（○否 なみらん　○丁 なみやびーん　

○過 なみたん　○継 なみとーん）

なゆん/ないん ①〈ある状
じょう

態
たい

に〉なる。②できる。
（○否 ならん　○丁 なやびーん/ないびーん　○過 なたん　○継 な

とーん）

ならしゅ（す）ん 平らにする。均
な ら

す。（○否 ならさん　○丁 な

らしゃ（さ）びーん　○過 ならちゃん　○継 ならちょーん）

ならしゅ（す）ん 鳴らす（○否 ならさん　○丁 ならしゃ（さ）びーん　

○過 ならちゃん　○継 ならちょーん）

ならぶん 並ぶ（○否 ならばん　○丁 ならばびーん　○過 ならだ（ら）ん　

○継 ならど（ろ）ーん）

なんくる 自然に。ひとりでに。
なん－くゎー かぼちゃ
なんじ 難

な ん

儀
ぎ

。苦
く

労
ろ う

。
なん－どぅ（る）幾

い く

回
か い

。幾
い く

度
ど

。何回。何度。
なんべーい 斜

な な

め
なんべーゆん/なんべーいん ①傾

かたむ

ける。②斜
な な

め
にする。（○否 なんべーらん　○丁 なんべーやびーん/なんべー

いびーん　○過 なんべーたん　○継 なんべーとーん）



63

しまくとぅば  五十音引き

○過 ぬくちゃん　○継 ぬくちょーん）

ぬくたみゆん/ぬくたみーん〈体を〉温める（○否 ぬくた

みらん　○丁 ぬくたみやびーん　○過 ぬくたみたん　○継 ぬくたみ

とーん）

ぬくゆん/ぬくいん 残る（○否 ぬくらん　○丁 ぬくやびーん/ぬ

くいびーん　○過 ぬくたん　○継 ぬくとーん）

ぬしきゆん/ぬしきーん 差
さ

し出
だ

す（○否 ぬしきらん　○丁 ぬし

きやびーん　○過 ぬしきたん　○継 ぬしきとーん）

ぬしゆん/ぬしーん 乗せる（○否 ぬしらん　○丁 ぬしやびーん　

○過 ぬしたん　○継 ぬしとーん）

ぬじゅん ①抜く。②脱ぐ。③〈写真を〉撮る。（○否 ぬがん　

○丁 ぬじゃびーん　○過 ぬじゃん　○継 ぬじょーん）

ぬじゅん だます。馬
ば

鹿
か

にする。（○否 ぬがん　○丁 ぬじゃ

びーん　○過 ぬじゃん　○継 ぬじょーん）

ぬすぬ（む）ん 盗
ぬ す

む（○否 ぬすまん　○丁 ぬすまびーん　○過 ぬす

だ（ら）ん　○継 ぬすど（ろ）ーん）

ぬずぬん/ぬじゅむん 望む。欲しがる。（○否 ぬず（じゅ）

まん　○丁 ぬずまびーん/ぬじゅまびーん　○過 ぬずだ（ら）ん/ぬじゅ

だ（ら）ん　○継 ぬずど（ろ）ーん/ぬじゅど（ろ）ーん）

ぬず（じゅ）み 望み。願
が ん

望
ぼ う

ぬち－かじり 命がけ
ぬちとぅかくがー 命がけ
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○過 ぬくちゃん　○継 ぬくちょーん）

ぬくたみゆん/ぬくたみーん〈体を〉温める（○否 ぬくた

みらん　○丁 ぬくたみやびーん　○過 ぬくたみたん　○継 ぬくたみ

とーん）

ぬくゆん/ぬくいん 残る（○否 ぬくらん　○丁 ぬくやびーん/ぬ

くいびーん　○過 ぬくたん　○継 ぬくとーん）

ぬしきゆん/ぬしきーん 差
さ

し出
だ

す（○否 ぬしきらん　○丁 ぬし

きやびーん　○過 ぬしきたん　○継 ぬしきとーん）

ぬしゆん/ぬしーん 乗せる（○否 ぬしらん　○丁 ぬしやびーん　

○過 ぬしたん　○継 ぬしとーん）

ぬじゅん ①抜く。②脱ぐ。③〈写真を〉撮る。（○否 ぬがん　

○丁 ぬじゃびーん　○過 ぬじゃん　○継 ぬじょーん）

ぬじゅん だます。馬
ば

鹿
か

にする。（○否 ぬがん　○丁 ぬじゃ

びーん　○過 ぬじゃん　○継 ぬじょーん）

ぬすぬ（む）ん 盗
ぬ す

む（○否 ぬすまん　○丁 ぬすまびーん　○過 ぬす

だ（ら）ん　○継 ぬすど（ろ）ーん）

ぬずぬん/ぬじゅむん 望む。欲しがる。（○否 ぬず（じゅ）

まん　○丁 ぬずまびーん/ぬじゅまびーん　○過 ぬずだ（ら）ん/ぬじゅ

だ（ら）ん　○継 ぬずど（ろ）ーん/ぬじゅど（ろ）ーん）

ぬず（じゅ）み 望み。願
が ん

望
ぼ う

ぬち－かじり 命がけ
ぬちとぅかくがー 命がけ

にりゆん/にりーん 飽
あ

きる（○否 にりらん　○丁 にりやびーん　

○過 にりたん　○継 にりとーん）

にん－がき 志
こころざし

にん－がきゆん/にん－がきーん 心掛
が

ける。志
こころざ

す。
（○否 にんがきらん　○丁 にんがきやびーん　○過 にんがきたん　

○継 にんがきとーん）

にんじ－ぶしゃ（さ）ん 眠
ね む

たい
にん－じゅー 一年中
にんじょー 人形
にんじょー 人情
にんじん 人間

●ぬ
ぬー－ぐとぅ何

な に

事
ご と

ぬーし 主
ぬ し

。主人。
ぬー－んでぃ（り） いーねー なぜなら
ぬきゆん/ぬきーん 退

の

ける。退
ど

ける。（○否 ぬきらん　

○丁 ぬきやびーん　○過 ぬきたん　○継 ぬきとーん）

ぬぎゆん/ぬぎーん ①抜ける。②逃
に

げる。（○否 ぬぎ

らん　○丁 ぬぎやびーん　○過 ぬぎたん　○継 ぬぎとーん）

ぬくい 残り。余り。
ぬくしゅ（す）ん 残す（○否 ぬくさん　○丁 ぬくしゃ（さ）びーん　
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はい－ちちゅん 貼
は

り付く（○否 はいちかん　○丁 はいちちゃびーん　

○過 はいちちゃん　○継 はいちちょーん）

ぱかない どんどん〈勢いが良いさま〉

はかゆん/はかいん 計る（○否 はからん　○丁 はかやびーん/

はかいびーん　○過 はかたん　○継 はかとーん）

はぎゆん/はぎーん〈毛などが〉はげる（○否 はぎらん　

○丁 はぎやびーん　○過 はぎたん　○継 はぎとーん）

はく 箱
はごーさん 汚

きたな

い
はさぬ（む）ん 挟

は さ

む（○否 はさまん　○丁 はさまびーん　○過 はさだ

（ら）ん　○継 はさど（ろ）ーん）

はじかしゃ（さ）ん 恥
は

ずかしい
は－しし 歯

は

茎
ぐ き

はじゆん/はじーん 脱ぐ（○否 はじらん　○丁 はじやびーん　

○過 はじたん　○継 はじとーん）

はじゅん 剝
は

ぐ（○否 はがん　○丁 はじゃびーん　○過 はじゃん　

○継 はじょーん）

はじゅん 配る（○否 はがん　○丁 はじゃびーん　○過 はじゃん　

○継 はじょーん）

はだ（ら）肌
は だ

はだ（ら）か 裸
はだか

はたち 二
は た ち

十歳
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はい－ちちゅん 貼
は

り付く（○否 はいちかん　○丁 はいちちゃびーん　

○過 はいちちゃん　○継 はいちちょーん）

ぱかない どんどん〈勢いが良いさま〉

はかゆん/はかいん 計る（○否 はからん　○丁 はかやびーん/

はかいびーん　○過 はかたん　○継 はかとーん）

はぎゆん/はぎーん〈毛などが〉はげる（○否 はぎらん　

○丁 はぎやびーん　○過 はぎたん　○継 はぎとーん）

はく 箱
はごーさん 汚

きたな

い
はさぬ（む）ん 挟

は さ

む（○否 はさまん　○丁 はさまびーん　○過 はさだ

（ら）ん　○継 はさど（ろ）ーん）

はじかしゃ（さ）ん 恥
は

ずかしい
は－しし 歯

は

茎
ぐ き

はじゆん/はじーん 脱ぐ（○否 はじらん　○丁 はじやびーん　

○過 はじたん　○継 はじとーん）

はじゅん 剝
は

ぐ（○否 はがん　○丁 はじゃびーん　○過 はじゃん　

○継 はじょーん）

はじゅん 配る（○否 はがん　○丁 はじゃびーん　○過 はじゃん　

○継 はじょーん）

はだ（ら）肌
は だ

はだ（ら）か 裸
はだか

はたち 二
は た ち

十歳

ぬぶん ①伸
の

びる。②延
え ん

期
き

になる。（○否 ぬばん　 

○丁 ぬばびーん　○過 ぬだ（ら）ん　○継 ぬど（ろ）ーん）

ぬみ のみ〈道具の名前〉

ぬみくぬ（む）ん ①飲
の

み込
こ

む。②理解する。（○否 ぬみくまん　

○丁 ぬみくまびーん　○過 ぬみくだ（ら）ん　○継 ぬみくど（ろ）ーん）

ぬらゆん/ぬらいん 叱
し か

る（○否 ぬららん　○丁 ぬらやびーん/ぬ

らいびーん　○過 ぬらたん　○継 ぬらとーん）

●ね
ねーび 真

ま

似
ね

ねーゆん/ねーいん 出す。差
さ

し出
だ

す。（○否 ねーらん　 

○丁 ねーやびーん/ねーいびーん　○過 ねーたん　○継 ねーとーん）

●の
のーじ 苗

みょう

字
じ

のーしゅ（す）ん 直す（○否 のーさん　○丁 のーしゃ（さ）びーん　

○過 のーちゃん　○継 のーちょーん）

のーぶ 屏
びょう

風
ぶ

●は
はーえー－しゅ（す）ーぶ かけっこ
はーや 柱



67

しまくとぅば  五十音引き

流す。（○否 はらさん　○丁 はらしゃ（さ）びーん　○過 はらちゃん　

○継 はらちょーん）

はりゆん/はりーん 晴れる（○否 はりらん　○丁 はりやびーん　

○過 はりたん　○継 はりとーん）

はる－さー 農家
はる－しくち 農業
ばんじ 真っ盛り
はんちげーゆん/はんちげーいん 跳

は

ね返る（○否 は

んちげーらん　○丁 はんちげーやびーん/はんちげーいびーん　

○過 はんちげーたん　○継 はんちげーとーん）

ばんない どんどん〈勢いが良いさま〉

はんのー 反応
ばん－みかしゅ（す）ん ばんと打つ。やっつける。

（○否 ばんみかさん　○丁 ばんみかしゃ（さ）びーん　○過 ばんみか

ちゃん　○継 ばんみかちょーん）

●ひ
びち 別
びっせー いたずらすること。からかうこと。
ひゃ（は）ーがー 車輪
びん ビン
びんり 便利
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流す。（○否 はらさん　○丁 はらしゃ（さ）びーん　○過 はらちゃん　

○継 はらちょーん）

はりゆん/はりーん 晴れる（○否 はりらん　○丁 はりやびーん　

○過 はりたん　○継 はりとーん）

はる－さー 農家
はる－しくち 農業
ばんじ 真っ盛り
はんちげーゆん/はんちげーいん 跳

は

ね返る（○否 は

んちげーらん　○丁 はんちげーやびーん/はんちげーいびーん　

○過 はんちげーたん　○継 はんちげーとーん）

ばんない どんどん〈勢いが良いさま〉

はんのー 反応
ばん－みかしゅ（す）ん ばんと打つ。やっつける。

（○否 ばんみかさん　○丁 ばんみかしゃ（さ）びーん　○過 ばんみか

ちゃん　○継 ばんみかちょーん）

●ひ
びち 別
びっせー いたずらすること。からかうこと。
ひゃ（は）ーがー 車輪
びん ビン
びんり 便利

はたらちゅん 働く（○否 はたらかん　○丁 はたらちゃびーん　

○過 はたらちゃん　○継 はたらちょーん）

ばっぺーゆん/ばっぺーいん 間
ま

違
ち が

える（○否 ばっぺーらん　 

○丁 ばっぺーやびーん/ばっぺーいびーん　○過 ばっぺーたん　

○継 ばっぺーとーん）

はなしゅ（す）ん 離
は な

す（○否 はなさん　○丁 はなしゃ（さ）びーん　

○過 はなちゃん　○継 はなちょーん）

はなり－じま 離
は な

れ島。離
り

島
と う

。
はなりゆん/はなりーん 離

は な

れる（○否 はなりらん　○丁 はな

りやびーん　○過 はなりたん　○継 はなりとーん）

はに ①羽。翼
つばさ

。②〈魚の〉ひれ。
はに－うちゅん 羽ばたく（○否 はにうたん　○丁 はにうちゃびーん　

○過 はにうちゃん　○継 はにうちょーん）

はばちゅん〈仕事などが〉はかどる（○否 はばかん　○丁 はば

ちゃびーん　○過 はばちゃん　○継 はばちょーん）

ばばっくゎーしゅ（す）ん ごまかす（○否 ばばっくゎーさん　

○丁 ばばっくゎーしゃ（さ）びーん　○過 ばばっくゎーちゃん　○継 ば

ばっくゎーちょーん）

はま/はーま 浜
は ま

はらしゅ（す）ん 晴らす（○否 はらさん　○丁 はらしゃ（さ）びーん　

○過 はらちゃん　○継 はらちょーん）

はらしゅ（す）ん①走らせる。②〈液体を〉したたらせる。
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しまくとぅば  五十音引き

ふぃ（ひ）ち－とぅゆん/ふぃ（ひ）ち－とぅいん 引き取る
（○否 ふぃ（ひ）ちとぅらん　○丁 ふぃ（ひ）ちとぅやびーん/ふぃ（ひ）

ちとぅいびーん　○過 ふぃ（ひ）ちとぅったん　○継 ふぃ（ひ）ちとぅっ

とーん）

ふぃ（ひ）ち－のーしゅん/ふぃ（ひ）ち－のーすん ①引
きなおす。②改める。直す。（○否 ふぃ（ひ）ちのーさん　

○丁 ふぃ（ひ）ちのーしゃびーん/ふぃ（ひ）ちのーさびーん　○過 ふぃ

（ひ）ちのーちゃん　○継 ふぃ（ひ）ちのーちょーん）

ふぃ（ひ）ち－むどぅ（る）しゅん/ふぃ（ひ）ち－むどぅ（る）すん
引き戻

も ど

す（○否 ふぃ（ひ）ちむどぅ（る）さん　○丁 ふぃ（ひ）ちむどぅ

（る）しゃびーん/ふぃ（ひ）ちむどぅ（る）さびーん　○過 ふぃ（ひ）ちむ

どぅ（る）ちゃん　○継 ふぃ（ひ）ちむどぅ（る）ちょーん）

ふぃ（ひ）ちゃい 光
ふぃ（ひ）ちゃゆん/ふぃ（ひ）ちゃいん 光る（○否 ふぃ

（ひ）ちゃらん　○丁 ふぃ（ひ）ちゃやびーん/ふぃ（ひ）ちゃいびーん　

○過 ふぃ（ひ）ちゃたん　○継 ふぃ（ひ）ちゃとーん）

ふぃ（ひ）っ－かたんちゅん ①傾
かたむ

く。②熱
ね っ

中
ちゅう

する。
（○否 ふぃ（ひ）っかたんかん　○丁 ふぃ（ひ）っかたんちゃびーん　

○過 ふぃ（ひ）っかたんちゃん　○継 ふぃ（ひ）っかたんちょーん）

ふぃ（ひ）っ－くぬん/ふぃ（ひ）っ－くむん 引っ込
こ

む
（○否 ふぃ（ひ）っくまん　○丁 ふぃ（ひ）っくまびーん　○過 ふぃ（ひ）っく

だ（ら）ん　○継 ふぃ（ひ）っくど（ろ）ーん）

ふぃ（ひ）っさん〈厚さが〉薄
う す

い
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ふぃ（ひ）ち－とぅゆん/ふぃ（ひ）ち－とぅいん 引き取る
（○否 ふぃ（ひ）ちとぅらん　○丁 ふぃ（ひ）ちとぅやびーん/ふぃ（ひ）

ちとぅいびーん　○過 ふぃ（ひ）ちとぅったん　○継 ふぃ（ひ）ちとぅっ

とーん）

ふぃ（ひ）ち－のーしゅん/ふぃ（ひ）ち－のーすん ①引
きなおす。②改める。直す。（○否 ふぃ（ひ）ちのーさん　

○丁 ふぃ（ひ）ちのーしゃびーん/ふぃ（ひ）ちのーさびーん　○過 ふぃ

（ひ）ちのーちゃん　○継 ふぃ（ひ）ちのーちょーん）

ふぃ（ひ）ち－むどぅ（る）しゅん/ふぃ（ひ）ち－むどぅ（る）すん
引き戻

も ど

す（○否 ふぃ（ひ）ちむどぅ（る）さん　○丁 ふぃ（ひ）ちむどぅ

（る）しゃびーん/ふぃ（ひ）ちむどぅ（る）さびーん　○過 ふぃ（ひ）ちむ

どぅ（る）ちゃん　○継 ふぃ（ひ）ちむどぅ（る）ちょーん）

ふぃ（ひ）ちゃい 光
ふぃ（ひ）ちゃゆん/ふぃ（ひ）ちゃいん 光る（○否 ふぃ

（ひ）ちゃらん　○丁 ふぃ（ひ）ちゃやびーん/ふぃ（ひ）ちゃいびーん　

○過 ふぃ（ひ）ちゃたん　○継 ふぃ（ひ）ちゃとーん）

ふぃ（ひ）っ－かたんちゅん ①傾
かたむ

く。②熱
ね っ

中
ちゅう

する。
（○否 ふぃ（ひ）っかたんかん　○丁 ふぃ（ひ）っかたんちゃびーん　

○過 ふぃ（ひ）っかたんちゃん　○継 ふぃ（ひ）っかたんちょーん）

ふぃ（ひ）っ－くぬん/ふぃ（ひ）っ－くむん 引っ込
こ

む
（○否 ふぃ（ひ）っくまん　○丁 ふぃ（ひ）っくまびーん　○過 ふぃ（ひ）っく

だ（ら）ん　○継 ふぃ（ひ）っくど（ろ）ーん）

ふぃ（ひ）っさん〈厚さが〉薄
う す

い

●ふ
ふぃ（ひ）ーじー 平常。通常。
ふぃ（ひ）ーらー ゴキブリ〈虫の名前〉

ふぃ（ひ）じゃ－ばし 比
ひ

謝
じ ゃ

橋
ば し

〈橋の名前〉

ふぃ（ひ）じゅってーん ひやりと
ふぃ（ひ）じゅゆん/ふぃ（ひ）じゅいん 冷える。冷める。

（○否 ふぃ（ひ）じゅらん　○丁 ふぃ（ひ）じゅやびーん/ふぃ（ひ）じゅい

びーん　○過 ふぃ（ひ）じゅたん　○継 ふぃ（ひ）じゅとーん）

ふぃ（ひ）ちぇー 額
ひたい

ふぃ（ひ）ち－けーしゅん/ふぃ（ひ）ち－けーすん 引き
返す（○否 ふぃ（ひ）ちけーさん　○丁 ふぃ（ひ）ちけーしゃびーん

/ふぃ（ひ）ちけーさびーん　○過 ふぃ（ひ）ちけーちゃん　○継 ふぃ

（ひ）ちけーちょーん）

ふぃ（ひ）ちじ 羊
ふぃ（ひ）ち－しまゆん/ふぃ（ひ）ち－しまいん 引き締

し

まる
（○否 ふぃ（ひ）ちしまらん　○丁 ふぃ（ひ）ちしまやびーん/ふぃ（ひ）ちし

まいびーん　○過 ふぃ（ひ）ちしまたん　○継 ふぃ（ひ）ちしまとーん）

ふぃ（ひ）ち－しみゆん/ふぃ（ひ）ち－しみーん 引き締
し

める
（○否 ふぃ（ひ）ちしみらん　○丁 ふぃ（ひ）ちしみやびーん　○過 ふぃ

（ひ）ちしみたん　○継 ふぃ（ひ）ちしみとーん）

ふぃ（ひ）ち－しゅ/ふぃ（ひ）ち－す 干
ひ

き潮
し お
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しまくとぅば  五十音引き

ふーなー 真
ま

似
ね

。ふり。
ふーび 褒

ほ う

美
び

ふーりん－なー ホウレン草〈野菜の名前〉

ふぇ（へ）ーい 流
は

行
や

り。流
りゅう

行
こ う

。
ふぇ（へ）ーさ 速さ
ふ－き 湯

ゆ

気
げ

ふこー 不幸
ふさじゅん 塞

ふ さ

ぐ（○否 ふさがん　○丁 ふさじゃびーん　○過 ふさじゃん　

○継 ふさじょーん）

ふしじゅん 防ぐ（○否 ふしがん　○丁 ふしじゃびーん　○過 ふしじゃん　 

○継 ふしじょーん）

ふしゃ（さ）ん 欲しい
ふじゆー 不自由
ふすく 不足
ふた－うや 両親
ふち－ちゃーしゅ（す）ん 吹

ふ

き消す（○否 ふちちゃーさん　

○丁 ふちちゃーしゃ（さ）びーん　○過 ふちちゃーちゃん　○継 ふち

ちゃーちょーん）

ふち－っんじゃしゅ（す）ん 吹
ふ

き出す（○否 ふちっんじゃさん　

○丁 ふちっんじゃしゃ（さ）びーん　○過 ふちっんじゃちゃん　○継 ふちっん 

じゃちょーん）

ふっくぃゆん/ふっくぃーん ふくれる（○否 ふっくぃらん　
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ふーなー 真
ま

似
ね

。ふり。
ふーび 褒

ほ う

美
び

ふーりん－なー ホウレン草〈野菜の名前〉

ふぇ（へ）ーい 流
は

行
や

り。流
りゅう

行
こ う

。
ふぇ（へ）ーさ 速さ
ふ－き 湯

ゆ

気
げ

ふこー 不幸
ふさじゅん 塞

ふ さ

ぐ（○否 ふさがん　○丁 ふさじゃびーん　○過 ふさじゃん　

○継 ふさじょーん）

ふしじゅん 防ぐ（○否 ふしがん　○丁 ふしじゃびーん　○過 ふしじゃん　 

○継 ふしじょーん）

ふしゃ（さ）ん 欲しい
ふじゆー 不自由
ふすく 不足
ふた－うや 両親
ふち－ちゃーしゅ（す）ん 吹

ふ

き消す（○否 ふちちゃーさん　

○丁 ふちちゃーしゃ（さ）びーん　○過 ふちちゃーちゃん　○継 ふち

ちゃーちょーん）

ふち－っんじゃしゅ（す）ん 吹
ふ

き出す（○否 ふちっんじゃさん　

○丁 ふちっんじゃしゃ（さ）びーん　○過 ふちっんじゃちゃん　○継 ふちっん 

じゃちょーん）

ふっくぃゆん/ふっくぃーん ふくれる（○否 ふっくぃらん　

ふぃ（ひ）なゆん/ふぃ（ひ）ないん 減る（○否 ふぃ（ひ）ならん　

○丁 ふぃ（ひ）なやびーん/ふぃ（ひ）ないびーん　○過 ふぃ（ひ）なたん　

○継 ふぃ（ひ）なとーん）

ふぃ（ひ）にゆん/ふぃ（ひ）にーん ひねる。ねじる。
（○否 ふぃ（ひ）にらん　○丁 ふぃ（ひ）にやびーん　○過 ふぃ（ひ）にたん　

○継 ふぃ（ひ）にとーん）

ふぃ（ひ）びちゅん 響く（○否 ふぃ（ひ）びかん　○丁 ふぃ（ひ）び

ちゃびーん　○過 ふぃ（ひ）びちゃん　○継 ふぃ（ひ）びちょーん）

ふぃ（ひ）ら 坂
ふぃ（ひ）らかしゅん/ふぃ（ひ）らかすん ①平らにする。

ぺしゃんこにする。②やっつける。（○否 ふぃ（ひ）らかさん　

○丁 ふぃ（ひ）らかしゃびーん/ふぃ（ひ）らかさびーん　○過 ふぃ（ひ）

らかちゃん　○継 ふぃ（ひ）らかちょーん）

ふぃ（ひ）り 縁
へ り

ふぃ（ひ）んぎゆん/ふぃ（ひ）んぎーん 逃
に

げる（○否 ふぃ

（ひ）んぎらん　○丁 ふぃ（ひ）んぎやびーん　○過 ふぃ（ひ）んぎたん　

○継 ふぃ（ひ）んぎとーん）

ふぃ（ひ）んち 不
ふ

機
き

嫌
げ ん

ふぃ（ひ）んぷん〈家と門の間にある〉塀
へ い

ふーけーりゆん/ふーけーりーん ふくれる（○否 ふー

けーりらん　○丁 ふーけーりやびーん　○過 ふーけーりたん　

○継 ふーけーりとーん）

ふーちばー ヨモギ〈植物の名前〉
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ぼーゆん/ぼーいん 奪
う ば

う（○否 ぼーらん　○丁 ぼーやびーん/

ぼーいびーん　○過 ぼーたん　○継 ぼーとーん）

ほーりゆん/ほーりーん こぼれる。ちらかる。
（○否 ほーりらん　○丁 ほーりやびーん　○過 ほーりたん　○継 ほーり

とーん）

●ま
まーしゅ（す）－みじ 塩水
まーしゅ（す）ん ①回す。②〈人が〉亡くなる。（○否 まー

さん　○丁 まーしゃ（さ）びーん　○過 まーちゃん　○継 まーちょーん）

まーみ－なー もやし〈野菜の名前〉

まーゆん/まーいん 回る（○否 まーらん　○丁 まーやびーん/

まーいびーん　○過 まーたん　○継 まーとーん）

まかしゅ（す）ん 任せる（○否 まかさん　○丁 まかしゃ（さ）びーん　

○過 まかちゃん　○継 まかちょーん）

まさ－まさー－とぅまさに
まじ－むん 魔

ま

物
も の

。化け物。妖
よ う

怪
か い

。
ま－たんかー 真

ま

正
しょう

面
め ん

まち つむじ
まち－うきゆん/まち－うきーん 待ち受ける（○否 まちうきらん　

○丁 まちうきやびーん　○過 まちうきたん　○継 まちうきとーん）

まちがゆん/まちがいん 間
ま

違
ち が

える（○否 まちがらん　○丁 ま
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ぼーゆん/ぼーいん 奪
う ば

う（○否 ぼーらん　○丁 ぼーやびーん/

ぼーいびーん　○過 ぼーたん　○継 ぼーとーん）

ほーりゆん/ほーりーん こぼれる。ちらかる。
（○否 ほーりらん　○丁 ほーりやびーん　○過 ほーりたん　○継 ほーり

とーん）

●ま
まーしゅ（す）－みじ 塩水
まーしゅ（す）ん ①回す。②〈人が〉亡くなる。（○否 まー

さん　○丁 まーしゃ（さ）びーん　○過 まーちゃん　○継 まーちょーん）

まーみ－なー もやし〈野菜の名前〉

まーゆん/まーいん 回る（○否 まーらん　○丁 まーやびーん/

まーいびーん　○過 まーたん　○継 まーとーん）

まかしゅ（す）ん 任せる（○否 まかさん　○丁 まかしゃ（さ）びーん　

○過 まかちゃん　○継 まかちょーん）

まさ－まさー－とぅまさに
まじ－むん 魔

ま

物
も の

。化け物。妖
よ う

怪
か い

。
ま－たんかー 真

ま

正
しょう

面
め ん

まち つむじ
まち－うきゆん/まち－うきーん 待ち受ける（○否 まちうきらん　

○丁 まちうきやびーん　○過 まちうきたん　○継 まちうきとーん）

まちがゆん/まちがいん 間
ま

違
ち が

える（○否 まちがらん　○丁 ま

○丁 ふっくぃやびーん　○過 ふっくぃたん　○継 ふっくぃとーん）

ふとぅき 仏
ふゆん/ふいん 振

ふ

る（○否 ふらん　○丁 ふやびーん/ふいびーん　

○過 ふたん　○継 ふとーん）

ふゆん/ふいん 降
ふ

る（○否 ふらん　○丁 ふやびーん/ふいびーん　

○過 ふたん　○継 ふとーん）

ふゆん/ふいん 掘
ほ

る（○否 ふらん　○丁 ふやびーん/ふいびーん　

○過 ふたん　○継 ふとーん）

ふよー 散歩
ふよー しゅ（す）ん 散歩する ➡しゅ（す）ん

ふらー 馬
ば

鹿
か

ふり－むん 馬
ば

鹿
か

ふゎー－ふゎー 火
ほ

照
て

るさま
ふん－ぬ ほんの

●へ
べー 倍

●ほ
ぼーじ ①お坊

ぼ う

さん。②坊
ぼ う

主
ず

頭
あたま

。
ほーち ほうき

ほーち しゅ（す）ん 掃
は

き掃
そう

除
じ

をする ➡しゅ（す）ん
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●み
みー－あーしゅ（す）ん 見合わせる（○否 みーあーさん　

○丁 みーあーしゃ（さ）びーん　○過 みーあーちゃん　○継 みーあー

ちょーん）

みー－あぎゆん/みー－あぎーん 見上げる（○否 みーあぎ 

らん　○丁 みーあぎやびーん　○過 みーあぎたん　○継 みーあぎとーん）

みー－がー まぶた
みー－かんげー 世話
みー－かんげーゆん/みー－かんげーいん 世話する 

（○否 みーかんげーらん　○丁 みーかんげーやびーん/みーかんげー

いびーん　○過 みーかんげーたん　○継 みーかんげーとーん）

みー－しゅ 名所
みー－どぅ（る）ーさん 久しぶりだ
みー－とぅどぅ（る）きゆん/みー－とぅどぅ（る）きーん 見

み

届
と ど

ける（○否 みーとぅどぅ（る）きらん　○丁 みーとぅどぅ（る）きやびーん　

○過 みーとぅどぅ（る）きたん　○継 みーとぅどぅ（る）きとーん）

みーとーん ねーん みっともない
みー－にし 秋ごろに吹き始める北風
みー－ぬ－しん 瞳

ひとみ

みー－ばっぺー 見
み

間
ま

違
ち が

い
みー－ひかゆん/みー－ひかいん にらむ（○否 みーひからん　 
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●み
みー－あーしゅ（す）ん 見合わせる（○否 みーあーさん　

○丁 みーあーしゃ（さ）びーん　○過 みーあーちゃん　○継 みーあー

ちょーん）

みー－あぎゆん/みー－あぎーん 見上げる（○否 みーあぎ 

らん　○丁 みーあぎやびーん　○過 みーあぎたん　○継 みーあぎとーん）

みー－がー まぶた
みー－かんげー 世話
みー－かんげーゆん/みー－かんげーいん 世話する 

（○否 みーかんげーらん　○丁 みーかんげーやびーん/みーかんげー

いびーん　○過 みーかんげーたん　○継 みーかんげーとーん）

みー－しゅ 名所
みー－どぅ（る）ーさん 久しぶりだ
みー－とぅどぅ（る）きゆん/みー－とぅどぅ（る）きーん 見

み

届
と ど

ける（○否 みーとぅどぅ（る）きらん　○丁 みーとぅどぅ（る）きやびーん　

○過 みーとぅどぅ（る）きたん　○継 みーとぅどぅ（る）きとーん）

みーとーん ねーん みっともない
みー－にし 秋ごろに吹き始める北風
みー－ぬ－しん 瞳

ひとみ

みー－ばっぺー 見
み

間
ま

違
ち が

い
みー－ひかゆん/みー－ひかいん にらむ（○否 みーひからん　 

ちがやびーん/まちがいびーん　○過 まちがたん　○継 まちがとーん）

まちげーゆん/まちげーいん 間
ま

違
ち が

える（○否 まちげーらん　 

○丁 まちげーやびーん/まちげーいびーん　○過 まちげーたん　

○継 まちげーとーん）

まち－した 松の木の下〈琉歌に出てくる言葉〉

まちゆん/まちーん〈先祖や亡くなった人を〉祀
ま つ

る（○否 まちらん　

○丁 まちやびーん　○過 まちたん　○継 まちとーん）

まっくゎ ①枕
まくら

。②土台。
まってーらー/まったらー ツバメ〈鳥の名前〉

まに 真
ま

似
ね

まにちゅん 招く（○否 まにかん　○丁 まにちゃびーん　○過 まにちゃん　

○継 まにちょーん）

まぬく 眉
み

間
け ん

ま－ふぇー 真南
まる－はだ（ら）か 丸

ま る

裸
はだか

まるみゆん/まるみーん 丸める（○否 まるみらん　○丁 まるみ

やびーん　○過 まるみたん　○継 まるみとーん）

まん 万
まんきゆん/まんきーん 混ぜる（○否 まんきらん　○丁 まんき

やびーん　○過 まんきたん　○継 まんきとーん）

まんず（じゅ）く 満足
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しまくとぅば  五十音引き

みみじゅん こらしめる（○否 みみがん　○丁 みみじゃびーん　

○過 みみじゃん　○継 みみじょーん）

みやく 都
みやこ

み－わき 見分け
み－ん－たま目玉
み－ん－たまー 目の大きい人
みんちゃさん うるさい。やかましい。

●む
むーちー－びーさ 旧

きゅう

暦
れ き

１２月８日の鬼
お に

餅
も ち

の頃にやっ
てくる寒さ

むこー 眉
み

間
け ん

。額
ひたい

。
むじ 麦
むしか もしか。もしも。
む－じょー ①無情。冷

れ い

酷
こ く

。②あわれ。
むち 餅

も ち

むっとぅん 最も。一番。
むどぅ（る）ゆん/むどぅ（る）いん 戻

も ど

る（○否 むどぅ（る）らん　

○丁 むどぅ（る）やびーん/むどぅ（る）いびーん　○過 むどぅ（る）たん　

○継 むどぅ（る）とーん）

むぬ－いー－かた 話し方
むぬ－うび 物覚え。記

き

憶
お く

。
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みみじゅん こらしめる（○否 みみがん　○丁 みみじゃびーん　

○過 みみじゃん　○継 みみじょーん）

みやく 都
みやこ

み－わき 見分け
み－ん－たま目玉
み－ん－たまー 目の大きい人
みんちゃさん うるさい。やかましい。

●む
むーちー－びーさ 旧

きゅう

暦
れ き

１２月８日の鬼
お に

餅
も ち

の頃にやっ
てくる寒さ

むこー 眉
み

間
け ん

。額
ひたい

。
むじ 麦
むしか もしか。もしも。
む－じょー ①無情。冷

れ い

酷
こ く

。②あわれ。
むち 餅

も ち

むっとぅん 最も。一番。
むどぅ（る）ゆん/むどぅ（る）いん 戻

も ど

る（○否 むどぅ（る）らん　

○丁 むどぅ（る）やびーん/むどぅ（る）いびーん　○過 むどぅ（る）たん　

○継 むどぅ（る）とーん）

むぬ－いー－かた 話し方
むぬ－うび 物覚え。記

き

憶
お く

。

○丁 みーひかやびーん/みーひかいびーん　○過 みーひかたん　

○継 みーひかとーん）

みー－よー 見方
みー－わき 見分け
み－うんち お声。お顔。ご機嫌。
み－かきゆん/み－かきーん 見かける（○否 みかきらん　

○丁 みかきやびーん　○過 みかきたん　○継 みかきとーん）

みかた 味方
みぐゆん/みぐいん 巡

め ぐ

る。回る。（○否 みぐらん　○丁 みぐ

やびーん/みぐいびーん　○過 みぐたん　○継 みぐとーん）

みぐらしゅ（す）ん 巡
め ぐ

らす。回す。（○否 みぐらさん　○丁 みぐ

らしゃ（さ）びーん　○過 みぐらちゃん　○継 みぐらちょーん）

み－けーん 三回
みしく 慎

し ん

重
ちょう

に
みしゆん/みしーん ①見せる。②〈～して〉みせる。

（○否 みしらん　○丁 みしやびーん　○過 みしたん　○継 みしとーん）

みだ（ら）りゆん/みだ（ら）りーん 乱れる（○否 みだ（ら）りらん　 

○丁 みだ（ら）りやびーん　○過 みだ（ら）りたん　○継 みだ（ら）りとーん）

みち－しゅ（す）満
み

ち潮
し お

みち－なか 道
ど う

中
ちゅう

。途
と

中
ちゅう

。
みち－ばた 道

み ち

端
ば た

みっくゎさ 憎
に く

しみ
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しまくとぅば  五十音引き

●や
やーしぇー－うやー 野菜売り
やー－にんず（じゅ）家族
やー－ぬ－っゐー 屋根
やー－ん－なー 屋

や

号
ご う

〈それぞれの家についた名前〉。苗
みょう

字
じ

。
－やか ～より〈比

ひ

較
かく

の基
き

準
じゅん

を示す言葉。かーみ－ぬ くー－やか 

とぅし－ぬ くー（亀
かめ

の甲
こう

より年の功
こう

）。〉

やがましゃ（さ）ん やかましい。うるさい。
やくすく 約束
やく－たちゅん 役立つ（○否 やくたたん　○丁 やくたちゃびーん　

○過 やくたっちゃん　○継 やくたっちょーん）

やさ そうだね
やしみ 休み
やちゅん 焼く（○否 やかん　○丁 やちゃびーん　○過 やちゃん　

○継 やちょーん）

やち－っんまが 子
し

孫
そ ん

やとぅ－むん 巨
き ょ

人
じ ん

。大男。〈「やとぅ」は大きいの意を表す接

頭語〉

やとぅゆん/やとぅいん 雇
や と

う（○否 やとぅらん　○丁 やとぅやびーん

/やとぅいびーん　○過 やとぅたん　○継 やとぅとーん）

やな－いみ 悪
あ く

夢
む

。不吉な夢。〈「やな」は悪い、嫌なの意
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●や
やーしぇー－うやー 野菜売り
やー－にんず（じゅ）家族
やー－ぬ－っゐー 屋根
やー－ん－なー 屋

や

号
ご う

〈それぞれの家についた名前〉。苗
みょう

字
じ

。
－やか ～より〈比

ひ

較
かく

の基
き

準
じゅん

を示す言葉。かーみ－ぬ くー－やか 

とぅし－ぬ くー（亀
かめ

の甲
こう

より年の功
こう

）。〉

やがましゃ（さ）ん やかましい。うるさい。
やくすく 約束
やく－たちゅん 役立つ（○否 やくたたん　○丁 やくたちゃびーん　

○過 やくたっちゃん　○継 やくたっちょーん）

やさ そうだね
やしみ 休み
やちゅん 焼く（○否 やかん　○丁 やちゃびーん　○過 やちゃん　

○継 やちょーん）

やち－っんまが 子
し

孫
そ ん

やとぅ－むん 巨
き ょ

人
じ ん

。大男。〈「やとぅ」は大きいの意を表す接

頭語〉

やとぅゆん/やとぅいん 雇
や と

う（○否 やとぅらん　○丁 やとぅやびーん

/やとぅいびーん　○過 やとぅたん　○継 やとぅとーん）

やな－いみ 悪
あ く

夢
む

。不吉な夢。〈「やな」は悪い、嫌なの意

むゆーし 催
もよお

し
むゆーしゅ（す）ん 催

もよお

す（○否 むゆーさん　○丁 むゆーしゃ（さ）

びーん　○過 むゆーちゃん　○継 むゆーちょーん）

むら－はじし 村はずれ

●め
めー－あさ 毎朝
めー－じち 毎月
めー－にじりおにぎり
めー－にん 毎年
めー－ゆる 毎夜。毎晩。
めんしぇーびり いらっしゃいませ〈人をお迎

むか

えする時に言

う言葉〉

めんそーれー いらっしゃいませ〈人をお迎
むか

えする時に言う

言葉〉

●も
もーい 舞

ま い

。踊
お ど

り。
もーゆん/もーいん 舞

ま

う。踊
お ど

る。（○否 もーらん　○丁 もー

やびーん/もーいびーん　○過 もーたん　○継 もーとーん）
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しまくとぅば  五十音引き

ゆー－ふる 風
ふ

呂
ろ

ゆーゆん/ゆーいん 結
ゆ

う。縛
し ば

る。括
く く

る。（○否 ゆーらん　 

○丁 ゆーやびーん/ゆーいびーん　○過 ゆーたん　○継 ゆーとーん）

ゆか 床
ゆ か

ゆかっちゅ 士族
ゆがぬ（む）ん ゆがむ（○否 ゆがまん　○丁 ゆがまびーん　 

○過 ゆがだ（ら）ん　○継 ゆがど（ろ）ーん）

ゆぐしゅ（す）ん 汚
よ ご

す（○否 ゆぐさん　○丁 ゆぐしゃ（さ）びーん　

○過 ゆぐちゃん　○継 ゆぐちょーん）

ゆさんでぃ（り）夕方。夕暮れ。
ゆたさいびーん 結

け っ

構
こ う

です
ゆだ（ら）－ふぁ ①枝

え だ

葉
は

。②子
し

孫
そ ん

。
ゆちー 余分。余計。
ゆっかかゆん/ゆっかかいん 寄りかかる。もたれ

かかる。（○否 ゆっかからん　○丁 ゆっかかやびーん/ゆっかか

いびーん　○過 ゆっかかたん　○継 ゆっかかとーん）

ゆっくぃゆん/ゆっくぃーん〈日が〉暮れる（○否 ゆっくぃらん　

○丁 ゆっくぃやびーん　○過 ゆっくぃたん　○継 ゆっくぃとーん）

ゆてぃりゆん/ゆてぃりーん こぼれる（○否 ゆてぃりらん　

○丁 ゆてぃりやびーん　○過 ゆてぃりたん　○継 ゆてぃりとーん）

ゆ－なか 夜中
ゆび－さましゅ（す）ん 呼び覚ます（○否 ゆびさまさん　○丁 ゆ
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ゆー－ふる 風
ふ

呂
ろ

ゆーゆん/ゆーいん 結
ゆ

う。縛
し ば

る。括
く く

る。（○否 ゆーらん　 

○丁 ゆーやびーん/ゆーいびーん　○過 ゆーたん　○継 ゆーとーん）

ゆか 床
ゆ か

ゆかっちゅ 士族
ゆがぬ（む）ん ゆがむ（○否 ゆがまん　○丁 ゆがまびーん　 

○過 ゆがだ（ら）ん　○継 ゆがど（ろ）ーん）

ゆぐしゅ（す）ん 汚
よ ご

す（○否 ゆぐさん　○丁 ゆぐしゃ（さ）びーん　

○過 ゆぐちゃん　○継 ゆぐちょーん）

ゆさんでぃ（り）夕方。夕暮れ。
ゆたさいびーん 結

け っ

構
こ う

です
ゆだ（ら）－ふぁ ①枝

え だ

葉
は

。②子
し

孫
そ ん

。
ゆちー 余分。余計。
ゆっかかゆん/ゆっかかいん 寄りかかる。もたれ

かかる。（○否 ゆっかからん　○丁 ゆっかかやびーん/ゆっかか

いびーん　○過 ゆっかかたん　○継 ゆっかかとーん）

ゆっくぃゆん/ゆっくぃーん〈日が〉暮れる（○否 ゆっくぃらん　

○丁 ゆっくぃやびーん　○過 ゆっくぃたん　○継 ゆっくぃとーん）

ゆてぃりゆん/ゆてぃりーん こぼれる（○否 ゆてぃりらん　

○丁 ゆてぃりやびーん　○過 ゆてぃりたん　○継 ゆてぃりとーん）

ゆ－なか 夜中
ゆび－さましゅ（す）ん 呼び覚ます（○否 ゆびさまさん　○丁 ゆ

を表す接頭語〉

やな－っちゅ 悪人
やな－むん ①悪い物。②悪人。③魔

ま

物
も の

。化け物。
妖
よ う

怪
か い

。
やましゅ（す）ん 痛める。ケガする。（○否 やまさん　○丁 や

ましゃ（さ）びーん　○過 やまちゃん　○継 やまちょーん）

やまとぅ日本
やまとぅ－ぐち 日本語
やまとぅ－ん－ちゅ日本人
やみ 闇

や み

やゆん/やいん 破る（○否 やらん　○丁 ややびーん/やいびーん　

○過 やたん　○継 やとーん）

やん－むち 鳥もち〈鳥を捕まえるためのネバネバしたもの〉

●ゆ
ゆー－いり－えー 夕方。夕暮れ。
ゆー－いり－がた 夕方。夕暮れ。
ゆーげーしゅ（す）ん やけどする（○否 ゆーげーさん　

○丁 ゆーげーしゃ（さ）びーん　○過 ゆーげーちゃん　○継 ゆーげー

ちょーん）

ゆーじゅ 用事
ゆーび ゆうべ。昨夜。
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●ろ
ろーほー 両方

●わ
っわーば 余分。余計。
っわー－ぼーい 上着
わか－むん 若者
わかゆん/わかいん 分かる。理解する。（○否 わからん　 

○丁 わかやびーん/わかいびーん　○過 わかたん　○継 わかとーん）

わかり 別れ
わくゆん/わくいん ①おびきだす。②からかう。い

たずらする。（○否 わくらん　○丁 わくやびーん/わくいびーん　

○過 わくたん　○継 わくとーん）

わたしゅ（す）ん 渡
わ た

す（○否 わたさん　○丁 わたしゃ（さ）びーん　

○過 わたちゃん　○継 わたちょーん）

わたゆん/わたいん 渡
わ た

る（○否 わたらん　○丁 わたやびーん/

わたいびーん　○過 わたたん　○継 わたとーん）

わちゃくいたずらすること。からかうこと。
わちゃくゆん/わちゃくいん からかう。いたずらする。 

（○否 わちゃくらん　○丁 わちゃくやびーん/わちゃくいびーん　

○過 わちゃくたん　○継 わちゃくとーん）
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●ろ
ろーほー 両方

●わ
っわーば 余分。余計。
っわー－ぼーい 上着
わか－むん 若者
わかゆん/わかいん 分かる。理解する。（○否 わからん　 

○丁 わかやびーん/わかいびーん　○過 わかたん　○継 わかとーん）

わかり 別れ
わくゆん/わくいん ①おびきだす。②からかう。い

たずらする。（○否 わくらん　○丁 わくやびーん/わくいびーん　

○過 わくたん　○継 わくとーん）

わたしゅ（す）ん 渡
わ た

す（○否 わたさん　○丁 わたしゃ（さ）びーん　

○過 わたちゃん　○継 わたちょーん）

わたゆん/わたいん 渡
わ た

る（○否 わたらん　○丁 わたやびーん/

わたいびーん　○過 わたたん　○継 わたとーん）

わちゃくいたずらすること。からかうこと。
わちゃくゆん/わちゃくいん からかう。いたずらする。 

（○否 わちゃくらん　○丁 わちゃくやびーん/わちゃくいびーん　

○過 わちゃくたん　○継 わちゃくとーん）

びさましゃ（さ）びーん　○過 ゆびさまちゃん　○継 ゆびさまちょーん）

ゆらりゆん/ゆらりーん 無
む

駄
だ

に時を過ごす。怠
な ま

ける。
（○否 ゆらりらん　○丁 ゆらりやびーん　○過 ゆらりたん　○継 ゆらり

とーん）

ゆるくび 喜び
ゆるくぶん 喜ぶ（○否 ゆるくばん　○丁 ゆるくばびーん　○過 ゆる

くだ（ら）ん　○継 ゆるくど（ろ）ーん）

ゆるさん 緩
ゆ る

い
ゆれー 由

ゆ

来
ら い

ゆんたくおしゃべり

●ら
－らーしゃ（さ）ん ～らしい〈ふさわしい様子を表す言葉。ゐき

が－らーしゃ（さ）ん（男らしい）。〉

らく 楽

●り
－りーん ～れる〈受け身や可能を表す言葉。しんしー－かい ふ

みらりーん（先生に褒
ほ

められる）。〉

りちし 歴史
りょーり 料理
りんぐゎ れんが
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しまくとぅば  五十音引き
っゑんだ（ら）さん 優

や さ

しい。大人しい。
ゑんぴち 鉛

え ん

筆
ぴ つ

●ん
んかゆん/んかいん ①向かう。②敵対する。対

立する。（○否 んからん　○丁 んかやびーん/んかいびーん　

○過 んかたん　○継 んかとーん）

んけーゆん/んけーいん 迎
む か

える（○否 んけーらん　○丁 ん

けーやびーん/んけーいびーん　○過 んけーたん　○継 んけー

とーん）
っんじ そうか〈本当かどうか確かめる時に出す言葉〉
っんじたち 出で立ち。出発。
んじゃさん 苦い
っんじゃしゅ（す）ん 出す（○否 っんじゃさん　○丁 っんじゃしゃ（さ）

びーん　○過 っんじゃちゃん　○継 っんじゃちょーん）

んじゃらかしゅ（す）ん〈髪や糸を〉もつれさせる。乱す。
（○否 んじゃらかさん　○丁 んじゃらかしゃ（さ）びーん　○過 んじゃらか

ちゃん　○継 んじゃらかちょーん）

んじゃりゆん/んじゃりーん〈髪や糸が〉もつれる。乱れる。
（○否 んじゃりらん　○丁 んじゃりやびーん　○過 んじゃりたん　 

○継 んじゃりとーん）

んじゃ－んじゃー－とぅ①ずけずけ。遠
え ん

慮
り ょ

なく言うさま。

84

わちゃれー わずらわしいこと。面
め ん

倒
ど う

。
わびゆん/わびーん 詫

わ

びる。謝る。（○否 わびらん　

○丁 わびやびーん　○過 わびたん　○継 わびとーん）

われー－がう 笑い顔。笑顔。
われー－かんじゅん にこにこ笑う（○否 われーかんらん　

○丁 われーかんじゃびーん　○過 われーかんたん　○継 われーかん

とーん）

われー－ばなし 笑い話。冗
じょう

談
だ ん

。

●ゐ
っゐー ①上。②以上。
っゐー－し－みしぇーん おっしゃる〈「言う」の敬

けい

語
ご

〉 
（○否 っゐーしみそーらん　○丁 っゐーしみしぇーびーん　○過 っゐーし

みそーちゃん　○継 っゐーしみそーちょーん）
っゐー－ほーゆん/っゐー－ほーいん 追い払

は ら

う（○否 っゐー

ほーらん　○丁 っゐーほーやびーん/っゐーほーいびーん　

○過 っゐーほーたん　○継 っゐーほーとーん）

●ゑ
っゑーかた 親方〈琉球国時代の身分〉
っゑーし－んしょーりおやすみなさい
っゑんだ（ら）ー－ぐゎー 優

や さ

しい人。大人しい人。

っゑんだ（ら）さん 優
や さ

しい。大人しい。
ゑんぴち 鉛

え ん

筆
ぴ つ

●ん
んかゆん/んかいん ①向かう。②敵対する。対

立する。（○否 んからん　○丁 んかやびーん/んかいびーん　

○過 んかたん　○継 んかとーん）

んけーゆん/んけーいん 迎
む か

える（○否 んけーらん　○丁 ん

けーやびーん/んけーいびーん　○過 んけーたん　○継 んけー

とーん）
っんじ そうか〈本当かどうか確かめる時に出す言葉〉
っんじたち 出で立ち。出発。
んじゃさん 苦い
っんじゃしゅ（す）ん 出す（○否 っんじゃさん　○丁 っんじゃしゃ（さ）

びーん　○過 っんじゃちゃん　○継 っんじゃちょーん）

んじゃらかしゅ（す）ん〈髪や糸を〉もつれさせる。乱す。
（○否 んじゃらかさん　○丁 んじゃらかしゃ（さ）びーん　○過 んじゃらか

ちゃん　○継 んじゃらかちょーん）

んじゃりゆん/んじゃりーん〈髪や糸が〉もつれる。乱れる。
（○否 んじゃりらん　○丁 んじゃりやびーん　○過 んじゃりたん　 

○継 んじゃりとーん）

んじゃ－んじゃー－とぅ①ずけずけ。遠
え ん

慮
り ょ

なく言うさま。
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中南部言葉編

【共通語引き】
6級
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②ひどく。
んぞ（じょ）ーさん 愛

あ い

らしい。かわいい。かわいらしい。
－んで（れ）ー～でも。～など。〈具体例を示す言葉。くる－じゃー

たー－んれー かまびー－み（黒砂糖でも食べますか）。〉

んなとぅ港
っんびーゆん/っんびーん おびえる。怖

こ わ

がる。
（○否 っんびーらん　○丁 っんびーやびーん　○過 っんびーたん　

○継 っんびーとーん）
っんぶし 重し。重り。
っんぶしゅ（す）ん 蒸

む

す。〈芋
いも

などを〉ふかす。（○否 っんぶ

さん　○丁 っんぶしゃ（さ）びーん　○過 っんぶちゃん　○継 っんぶ

ちょーん）
っんぶらーしゃ（さ）ん 重々しい。堂

ど う

々
ど う

としている。
品格がある。

っんまり－じま 生まれ島。生まれ故
こ

郷
きょう

。生まれた村。
っんまり－びー 生まれ日。誕

た ん

生
じょう

日
び

。
っんみ 梅
っんみ－ぶし 梅干し
っんむ－ぬ－くち 無口

中南部言葉編

【共通語引き】
6級
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しまくとぅば  共通語引き

悪人 あく－にん。やな－っちゅ。やな－むん。
あくび あくび
悪
あ く

夢
む

やな－いみ
明け方 あかちち。あき－がた。
あげくのはてにあとぅ－ぬ－うんじゅみ
上げ下げ あぎ－さぎ
アコウ〈樹木の名前〉うす（し）く
朝日あがい－てぃーだ（ら）
浅ましいあさましゃ（さ）ん
足音 あし－うとぅ。あし－とぅ。
味わいがあるくーべーさん
畦
あ ぜ

〈田と田の境
さかい

に土を盛り上げた細い道〉あぶし
汗
あ せ

水
み ず

あし－みじ
焦
あ せ

るあしがちゅん
〈食べ物を〉温めるあちらしゅ（す）ん
〈体を〉温めるぬくたみゆん/ぬくたみーん
頭のてっぺんちじ
あちら側 あ－がた。あま－むてぃ。
侮
あなど

るうぅーじゅん。うしぇーゆん/うしぇーいん。
あばらそーき
あばら骨 そーき－ぶに

90

悪人 あく－にん。やな－っちゅ。やな－むん。
あくび あくび
悪
あ く

夢
む

やな－いみ
明け方 あかちち。あき－がた。
あげくのはてにあとぅ－ぬ－うんじゅみ
上げ下げ あぎ－さぎ
アコウ〈樹木の名前〉うす（し）く
朝日あがい－てぃーだ（ら）
浅ましいあさましゃ（さ）ん
足音 あし－うとぅ。あし－とぅ。
味わいがあるくーべーさん
畦
あ ぜ

〈田と田の境
さかい

に土を盛り上げた細い道〉あぶし
汗
あ せ

水
み ず

あし－みじ
焦
あ せ

るあしがちゅん
〈食べ物を〉温めるあちらしゅ（す）ん
〈体を〉温めるぬくたみゆん/ぬくたみーん
頭のてっぺんちじ
あちら側 あ－がた。あま－むてぃ。
侮
あなど

るうぅーじゅん。うしぇーゆん/うしぇーいん。
あばらそーき
あばら骨 そーき－ぶに

●あ
あいつあに－ひゃー。あぬ－ひゃー。
相手えーてぃ
愛
あ い

らしいえーらーしゃ（さ）ん。かなしゃ（さ）ん。ち
む－がなしゃ（さ）ん。んぞ（じょ）ーさん。しゅーらー
しゃん/すーらーさん。
青々としたおーってーん
赤々と照り輝いているあから－くゎーら
あかつきあかちち
崇
あ が

めるあがみゆん/あがみーん。うすりゆん/うす
りーん。うやまゆん/うやまいん。
赤ら顔 あか－じらー
明かりあかがい
明るさあかさ
明るみあかがい
赤
あ か

ん坊
ぼ う

あか－ん－ぐゎ。ちー－ぬみ－ん－ぐゎ。
秋 あち
秋ごろに吹き始める北風 みー－にし
商
あきな

いあちねー。うい－むん－けー－むん。
飽
あ

きるあち－はてぃゆん/あち－はてぃーん。にりゆ
ん/にりーん。
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しまくとぅば  共通語引き

●い
言い換

か

える いー－けーゆん/いー－けーいん
言い残す いー－ぬくしゅ（す）ん
言い訳する いー－わきゆん/いー－わきーん
イカ〈海の動物の名前〉いちゃ
生き生きと いき－いきー－とぅ
勢い いちゅい
行き止まりちち－あたい
いきなりあった－に。うびらじ。うまーじ－ふらーじ。

ちゅーちゃん。
生きる いちちゅん
幾
い く

回
か い

いく－けーん。なん－どぅ（る）。
意
い

気
く

地
じ

のないこと いじり－ぬ ねーん
幾
い く

度
ど

いく－けーん。なん－どぅ（る）。
池 くむい
意見 いちん
諫
い さ

める いさみゆん/いさみーん
意地のある者 いじ－じゅー。いじ－じゅー－むん。い

じゃー。
いじめるくなーしゅ（す）ん。しちきゆん/しち

きーん。
92

●い
言い換

か

える いー－けーゆん/いー－けーいん
言い残す いー－ぬくしゅ（す）ん
言い訳する いー－わきゆん/いー－わきーん
イカ〈海の動物の名前〉いちゃ
生き生きと いき－いきー－とぅ
勢い いちゅい
行き止まりちち－あたい
いきなりあった－に。うびらじ。うまーじ－ふらーじ。

ちゅーちゃん。
生きる いちちゅん
幾
い く

回
か い

いく－けーん。なん－どぅ（る）。
意
い

気
く

地
じ

のないこと いじり－ぬ ねーん
幾
い く

度
ど

いく－けーん。なん－どぅ（る）。
池 くむい
意見 いちん
諫
い さ

める いさみゆん/いさみーん
意地のある者 いじ－じゅー。いじ－じゅー－むん。い

じゃー。
いじめるくなーしゅ（す）ん。しちきゆん/しち

きーん。

あぶくあー。あーぶく。
危
あ ぶ

ない うかーしゃ（さ）ん。あぶなしゃ（さ）ん。あやっ
さん。

あふれる あんでぃ（り）ゆん/あんでぃ（り）ーん
天の川 てぃん－がーら
余りあまい。ぬくい。
網
あ み

あみ
アメリカ あみりか

〈子どもを〉あやす しかしゅ（す）ん
謝る わびゆん/わびーん。いー－わきゆん/いー－

わきーん。
歩み あゆみ
洗い物 あれー－むん
嵐
あらし

あらし。うー－かじ。かじ－ふち。
改まる あらたまゆん/あらたまいん
改める あらたみゆん/あらたみーん。ふぃ（ひ）ち－

のーしゅん/ふぃ（ひ）ち－のーすん。
あるいは えーねー
泡
あ わ

あー。あーぶく。
〈二つ以上のものを〉合わせる あーしゅ（す）ん。うしゃー

しゅん/うさーすん。
あわれ あわり。むじょー。
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しまくとぅば  共通語引き

いらだつあしがちゅん
いらっしゃいませ〈人をお迎

むか

えする時に言う言葉〉めんそー
れー。めんしぇーびり。

色あせるさみゆん/さみーん
入り用 いり－ゆー

●う
上 っゐー
浮
う

かぶ。浮
う

く。うかぶん。うちゅん。
浮
う き

世
よ

〈現実世界のこと〉うち－ゆ/うちゅー
ウコン〈植物の名前〉うっちん
失ううしなゆん/うしないん
臼
う す

うーし
〈味が〉薄

う す

いうすさん。あふぁさん。
〈厚さが〉薄

う す

いうすさん。ふぃ（ひ）っさん。
歌うた
疑
うたが

ううたがゆん/うたがいん
打ち明けるうち－あきゆん/うち－あきーん
打ち寄せるうち－ゆしゆん/うち－ゆしーん
団
う ち わ

扇うちわ。おーじ。
打つうちゅん
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いらだつあしがちゅん
いらっしゃいませ〈人をお迎

むか

えする時に言う言葉〉めんそー
れー。めんしぇーびり。

色あせるさみゆん/さみーん
入り用 いり－ゆー

●う
上 っゐー
浮
う

かぶ。浮
う

く。うかぶん。うちゅん。
浮
う き

世
よ

〈現実世界のこと〉うち－ゆ/うちゅー
ウコン〈植物の名前〉うっちん
失ううしなゆん/うしないん
臼
う す

うーし
〈味が〉薄

う す

いうすさん。あふぁさん。
〈厚さが〉薄

う す

いうすさん。ふぃ（ひ）っさん。
歌うた
疑
うたが

ううたがゆん/うたがいん
打ち明けるうち－あきゆん/うち－あきーん
打ち寄せるうち－ゆしゆん/うち－ゆしーん
団
う ち わ

扇うちわ。おーじ。
打つうちゅん

医者 いしゃ（さ）
以上 っゐー
板 いた
いたずらするわちゃくゆん/わちゃくいん。わくゆ
ん/わくいん。

いたずらすることがんまり。びっせー。わちゃく。
板
い た

干
び

瀬
し

〈砂
すな

浜
はま

の波打ち際にサンゴなどの欠
かけ

片
ら

が固まって板を敷
し

き

つめたようになった岩〉いた－びし
痛めるやましゅ（す）ん
一字ちゅ－じー
一年中にん－じゅー
一番 いち－ばん。いっ－ちん。むっとぅん。
一回ちゅ－けーん
一緒にするうしゃーしゅん/うさーすん
一方ちゅ－かた
一本 いっ－ぷん
出で立ち っんじたち
井戸 かー
営み いとぅなみ
命がけ ぬち－かじり。ぬちとぅかくがー。
居間 なか－めー
依
い

頼
ら い

するたぬぬ（む）ん
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うろこいりち
上着 っわー－ぼーい
うわごと〈高

こう

熱
ねつ

の時などに無意識に発する言葉〉たー－くとぅ

●え
英語うらんだ（ら）－ぐち
栄
え い

養
よ う

じよー。うじに。
笑顔 われー－がう
駅 いち
枝
え だ

葉
は

ゆだ（ら）－ふぁ
縁
え ん

いぃん
延
え ん

期
き

になるぬぶん
鉛
え ん

筆
ぴ つ

ゑんぴち
遠
え ん

慮
り ょ

なく言うさまんじゃ－んじゃー－とぅ

●お
追い払

は ら

うっゐー－ほーゆん/っゐー－ほーいん
扇
おうぎ

おーじ
覆
お お

ううさーしゅ（す）ん。うすゆん/うすいん。
大男やとぅ－むん
大風うー－かじ。てーふー。
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うろこいりち
上着 っわー－ぼーい
うわごと〈高

こう

熱
ねつ

の時などに無意識に発する言葉〉たー－くとぅ

●え
英語うらんだ（ら）－ぐち
栄
え い

養
よ う

じよー。うじに。
笑顔 われー－がう
駅 いち
枝
え だ

葉
は

ゆだ（ら）－ふぁ
縁
え ん

いぃん
延
え ん

期
き

になるぬぶん
鉛
え ん

筆
ぴ つ

ゑんぴち
遠
え ん

慮
り ょ

なく言うさまんじゃ－んじゃー－とぅ

●お
追い払

は ら

うっゐー－ほーゆん/っゐー－ほーいん
扇
おうぎ

おーじ
覆
お お

ううさーしゅ（す）ん。うすゆん/うすいん。
大男やとぅ－むん
大風うー－かじ。てーふー。

美しいちゅらさん。うじらーしゃ（さ）ん。
映す。写す。〈病気を〉うつす。うちゅしゅ（す）ん
移すうちゅしゅ（す）ん。なしゅ（す）ん。
うつむくうっちんちゅん
映る。写る。移る。〈病気が〉うつる。うちゆん/う
ちーん

うなだれるうっちんちゅん
奪
う ば

うぼーゆん/ぼーいん。とぅゆん/とぅいん。
生まれ故

こ

郷
きょう

。生まれ島。生まれた村。っんまり－じま
生まれ日っんまり－びー
海辺うみ－ばた
産むなしゅ（す）ん
梅 っんみ
梅干しっんみ－ぶし
敬
うやま

うあがみゆん/あがみーん。うすりゆん/うす
りーん。うやまゆん/うやまいん。
裏
う ら

うら
恨
う ら

むうらぬ（む）ん
羨
うらや

ましいうれーまさん
売り物買い物うい－むん－けー－むん
うるさい かしましゃ（さ）ん。みんちゃさん。やがま
しゃ（さ）ん。
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しまくとぅば  共通語引き

お辞
じ

儀
ぎ

ぐりー
怖
お じ

気
け

づいて目をきょろきょろすることしか－みー－ぐ
るぐる
押しのけるうし－どぅ（る）きゆん/うし－どぅ（る）きーん。
うし－ぬきゆん/うし－ぬきーん。
惜しむことあたらしゃ（さ）ん
おしゃべりゆんたく
押しやるうし－やらしゅ（す）ん。しーきゆん/しー
きーん。
押すうしゅ（す）ん
恐
お そ

れるうじゆん/うじーん。うすりゆん/うす
りーん。
お互

た が

いに協力し合うこといぃー－まーる
〈心が〉落ち着くうてぃ－ちちゅん
おっしゃる〈「言う」の敬

けい

語
ご

〉
っゐー－し－みしぇーん

お年寄りう－とぅすい。う－とぅしゆい。
大人しい っゑんだ（ら）さん。うとぅなしゃ（さ）ん。
うふ－やっさん。
大人しい人 っゑんだ（ら）ー－ぐゎー
踊
お ど

りうぅどぅ（る）い。もーい。
踊
お ど

るうぅどぅ（る）ゆん/うぅどぅ（る）いん。もーゆん/
もーいん。
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お辞
じ

儀
ぎ

ぐりー
怖
お じ

気
け

づいて目をきょろきょろすることしか－みー－ぐ
るぐる
押しのけるうし－どぅ（る）きゆん/うし－どぅ（る）きーん。
うし－ぬきゆん/うし－ぬきーん。
惜しむことあたらしゃ（さ）ん
おしゃべりゆんたく
押しやるうし－やらしゅ（す）ん。しーきゆん/しー
きーん。
押すうしゅ（す）ん
恐
お そ

れるうじゆん/うじーん。うすりゆん/うす
りーん。
お互

た が

いに協力し合うこといぃー－まーる
〈心が〉落ち着くうてぃ－ちちゅん
おっしゃる〈「言う」の敬

けい

語
ご

〉
っゐー－し－みしぇーん

お年寄りう－とぅすい。う－とぅしゆい。
大人しい っゑんだ（ら）さん。うとぅなしゃ（さ）ん。
うふ－やっさん。
大人しい人 っゑんだ（ら）ー－ぐゎー
踊
お ど

りうぅどぅ（る）い。もーい。
踊
お ど

るうぅどぅ（る）ゆん/うぅどぅ（る）いん。もーゆん/
もーいん。

大
お お

兼
が ね

久
く

〈地名〉うふ－がにく
大人数。大勢。うふ－にんず（じゅ）
お顔 み－うんち
おがくず〈材木の削

けず

りかす〉きー－かし
可
お

笑
か

しいうぅかしゃ（さ）ん
犯
お か

すうかしゅ（す）ん
拝
お が

むうぅがぬ（む）ん
補うたれーゆん/たれーいん
奥
お く

うーく
置くうちゅん
〈～して〉おくうちゅん
臆
お く

病
びょう

なさましかんかー
贈
お く

り物うくい－むん
桶
お け

うぅーき
お声 み－うんち
怠
おこた

るうくたゆん/うくたいん
行いうくねー
押さえるうすゆん/うすいん
幼いくーさん
惜しい いちゃさん
押しかけるうし－かきゆん/うし－かきーん
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及
お よ

ぶうゆぶん
折るうぅーゆん/うぅーいん
恩
お ん

うぅん
音楽 おんがく
恩
お ん

納
な

〈地名〉うんな
恩
お ん

納
な

岳
だ け

〈山の名前〉うんな－だ（ら）き

●か
海岸うみ－ばた
顔の美しさかーぎ
掛
か

かるかかゆん/かかいん
関わるかかわゆん/かかわいん
書き留めるかち－とぅみゆん/かち－とぅみーん。
とぅみゆん/とぅみーん。
垣
か き

根
ね

〈敷
しき

地
ち

を仕切るための囲い〉かち。そん－がち。
かき混ぜるかちゃーしゅ（す）ん
隠
か く

す かくしゅ（す）ん。くゎっくゎしゅ（す）ん。
隠
か く

れるくゎっくぃゆん/くゎっくぃーん
影
か げ

かーぎ。かーがー。
陰
か げ

かーぎ。かーがー。
かけっこはーえー－しゅ（す）ーぶ
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及
お よ

ぶうゆぶん
折るうぅーゆん/うぅーいん
恩
お ん

うぅん
音楽 おんがく
恩
お ん

納
な

〈地名〉うんな
恩
お ん

納
な

岳
だ け

〈山の名前〉うんな－だ（ら）き

●か
海岸うみ－ばた
顔の美しさかーぎ
掛
か

かるかかゆん/かかいん
関わるかかわゆん/かかわいん
書き留めるかち－とぅみゆん/かち－とぅみーん。
とぅみゆん/とぅみーん。
垣
か き

根
ね

〈敷
しき

地
ち

を仕切るための囲い〉かち。そん－がち。
かき混ぜるかちゃーしゅ（す）ん
隠
か く

す かくしゅ（す）ん。くゎっくゎしゅ（す）ん。
隠
か く

れるくゎっくぃゆん/くゎっくぃーん
影
か げ

かーぎ。かーがー。
陰
か げ

かーぎ。かーがー。
かけっこはーえー－しゅ（す）ーぶ

衰
おとろ

えるうとぅりゆん/うとぅりーん。うとぅるゆん/
うとぅるいん。
驚
おどろ

きうどぅ（る）るち
おにぎりめー－にじり
おびえるっんびーゆん/っんびーん
おびきだすわくゆん/わくいん
お坊

ぼ う

さん ぼーじ
覚えうび
お目にかける〈「見せる」の敬

けい

語
ご

〉う－み－かきゆん/う－み－
かきーん

思いがけずうびらじ。うまーじ－ふらーじ。
思い通りうみー－どぅ（る）ーい。ちむ－どぅ（る）ーい。
じゆー。
思ううむゆん/うむいん
重々しい っんぶらーしゃ（さ）ん
重しっんぶし
おもちゃいぃーり－むん
表うむてぃ
重りっんぶし
親方〈琉球国時代の身分〉っゑーかた
親子うや－っくゎ
おやすみなさい っゑーし－んしょーり
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カツオ〈魚の名前〉かちゅー
河
か っ

童
ぱ

かむろー。かーがりもー。
家庭 ちねー
悲
か な

しい なちかしゃ（さ）ん
かなづち かな－じちゃー。かに－じちゃー。
必ず かんなじ
鐘
か ね

かに
かばん かばん
かぶせるうさーしゅ（す）ん。うすゆん/うすいん。

かんしゆん/かんしーん。
壁
か べ

くび
かぼちゃちん－くゎー。なん－くゎー。
かまう かむゆん/かむいん
構
か ま

え かめー
かまぼこ かまぶく
我
が

慢
ま ん

するくねーゆん/くねーいん。しぬぶん。 
にじゆん/にじーん。

紙 かび
神 かみ
紙切れ かび－じり

〈食べ物を〉かむ かなーしゅ（す）ん
亀
か め

かーみー
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カツオ〈魚の名前〉かちゅー
河
か っ

童
ぱ

かむろー。かーがりもー。
家庭 ちねー
悲
か な

しい なちかしゃ（さ）ん
かなづち かな－じちゃー。かに－じちゃー。
必ず かんなじ
鐘
か ね

かに
かばん かばん
かぶせるうさーしゅ（す）ん。うすゆん/うすいん。

かんしゆん/かんしーん。
壁
か べ

くび
かぼちゃちん－くゎー。なん－くゎー。
かまう かむゆん/かむいん
構
か ま

え かめー
かまぼこ かまぶく
我
が

慢
ま ん

するくねーゆん/くねーいん。しぬぶん。 
にじゆん/にじーん。

紙 かび
神 かみ
紙切れ かび－じり

〈食べ物を〉かむ かなーしゅ（す）ん
亀
か め

かーみー

囲む かくぬ（む）ん
傘
か さ

。笠
か さ

。かさ
重なる かさばゆん/かさばいん
重ねる かさびゆん/かさびーん
かさばる かさばゆん/かさばいん
樫
か し

〈樹木の名前〉かしー
火事 くゎじ
賢
かしこ

い しょーらーしゃん/そーらーさん
かしましい かしましゃ（さ）ん
歌手 うた－しゃー
加勢 かしー。てぃ－がねー。てぃ－だしき。
家族 やー－にんず（じゅ）。ちねー。
固い。堅い。かたさん。くふぁさん。
片
か た

隅
す み

かた－しみ
〈対になっているものの〉片方 かた－ぐー。ちゅかた。
片方は晴れていながら片方で降る夏の雨 かた－

ぶい
形
か た

見
み

かたみ
傾
かたむ

き かたんち
傾
かたむ

くかたんちゅん。ふぃ（ひ）っ－かたんちゅん。
傾
かたむ

ける かたんきゆん/かたんきーん。なんべーゆん/
なんべーいん。
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考え方 かんげー－よー
考える かんげーゆん/かんげーいん。うむゆん/ 

うむいん。
関心 くゎんしん
缶
か ん

詰
づ め

くゎん－じみ
感動 かんどー
感動するちむ－っんじゅかしゅ（す）ん。ちむ－っんじゅか

さりゆん/ちむ－っんじゅかさりーん。
願
が ん

望
ぼ う

にげー。ぬず（じゅ）み。

●き
消えるちゃーゆん/ちゃーいん
記
き

憶
お く

うび。むぬ－うび。
着
き

替
が

えるちー－けーゆん/ちー－けーいん
気がかりち－がかい。ちむ－がかい。
着
き

飾
か ざ

る すがゆん/すがいん
利かす ちかしゅ（す）ん
聞き返す ちち－けーしゅ（す）ん
危
き

険
け ん

だうかーしゃ（さ）ん。あぶなしゃ（さ）ん。あやっ
さん。

刻
き ざ

む ちざぬん/ちじゃむん
岸
き し

ちし
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考え方 かんげー－よー
考える かんげーゆん/かんげーいん。うむゆん/ 

うむいん。
関心 くゎんしん
缶
か ん

詰
づ め

くゎん－じみ
感動 かんどー
感動するちむ－っんじゅかしゅ（す）ん。ちむ－っんじゅか

さりゆん/ちむ－っんじゅかさりーん。
願
が ん

望
ぼ う

にげー。ぬず（じゅ）み。

●き
消えるちゃーゆん/ちゃーいん
記
き

憶
お く

うび。むぬ－うび。
着
き

替
が

えるちー－けーゆん/ちー－けーいん
気がかりち－がかい。ちむ－がかい。
着
き

飾
か ざ

る すがゆん/すがいん
利かす ちかしゅ（す）ん
聞き返す ちち－けーしゅ（す）ん
危
き

険
け ん

だうかーしゃ（さ）ん。あぶなしゃ（さ）ん。あやっ
さん。

刻
き ざ

む ちざぬん/ちじゃむん
岸
き し

ちし

蚊
か

帳
や

〈蚊
か

に刺
さ

されないように、部屋につりさげる網
あみ

〉かちゃ
からかうわちゃくゆん/わちゃくいん。わくゆん/ 

わくいん。なばくゆん/なばくいん。
からかうこと びっせー。わちゃく。
借りる かゆん/かいん
刈る かゆん/かいん

〈病気などが〉軽い かっさん
〈重さが〉軽い がっさん
皮。革

か わ

。かー
かわいい かなしゃ（さ）ん。ちむ－がなしゃ（さ）ん。 

うじらーしゃ（さ）ん。しゅーらーしゃん/すーらーさん。
んぞ（じょ）ーさん。

かわいそうちむ－いちゃさん。ちむ－ぐりしゃ（さ）ん。
かわいらしい えーらーしゃ（さ）ん。かなしゃ（さ）ん。

んぞ（じょ）ーさん。
〈火であぶって〉乾

か わ

かす かーかしゅ（す）ん
〈衣類などを〉乾

か わ

かす かーらかしゅ（す）ん
瓦
かわら

ぶきの家 かーら－やー
変わる。代わる。かわゆん/かわいん
代わるがわるちゅい－ちがーるー。ちゅい－なー－

かーるー。
考え かんげー
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禁止するちじゆん/ちじーん。とぅみゆん/とぅみーん。
さし－とぅみゆん/さし－とぅみーん。
金
き ん

属
ぞ く

かに
巾
き ん

着
ちゃく

じん－ぶくる

●く
空気くーき
茎
く き

ぐち
くぎくじ
括
く く

るくんじゅん。ゆーゆん/ゆーいん。
腐
く さ

るくさりゆん/くさりーん
クジラ〈海の動物の名前〉ぐじら
崩
く ず

すくじしゅ（す）ん。くーしゅ（す）ん。
薬くすい
崩
く ず

れるくーりゆん/くーりーん。くじりゆん/くじ
りーん。
下
く だ

るくだ（ら）ゆん/くだ（ら）いん
くっつくたっくゎゆん/たっくゎいん
配るくばゆん/くばいん。はじゅん。
工夫くふー
くぼみくぶん
クマ〈動物の名前〉くま
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禁止するちじゆん/ちじーん。とぅみゆん/とぅみーん。
さし－とぅみゆん/さし－とぅみーん。

金
き ん

属
ぞ く

かに
巾
き ん

着
ちゃく

じん－ぶくる

●く
空気 くーき
茎
く き

ぐち
くぎくじ
括
く く

るくんじゅん。ゆーゆん/ゆーいん。
腐
く さ

るくさりゆん/くさりーん
クジラ〈海の動物の名前〉ぐじら
崩
く ず

すくじしゅ（す）ん。くーしゅ（す）ん。
薬 くすい
崩
く ず

れるくーりゆん/くーりーん。くじりゆん/くじ
りーん。

下
く だ

るくだ（ら）ゆん/くだ（ら）いん
くっつくたっくゎゆん/たっくゎいん
配るくばゆん/くばいん。はじゅん。
工夫 くふー
くぼみくぶん
クマ〈動物の名前〉くま

汽
き

車
し ゃ

きしゃ。あぎ－ふぃ（ひ）ー－ぐるま。
汚
きたな

い したなさん。はごーさん。
ぎっしりじさっとぅ
気の毒だ ちむ－いちゃさん。ちむ－ぐりしゃ（さ）ん。
気分 くくち
決めるさだ（ら）みゆん/さだ（ら）みーん。 

ちわみゆん/ちわみーん。
気持ちがすっきりしないさまくさくさー
客 ちゃく
キャベツ〈野菜の名前〉たま－なー
急に あった－に。うびらじ。うまーじ－ふらーじ。

ちゅーちゃん。
牛乳 うし－ぬ－ちー
旧
きゅう

暦
れ き

12月８日の鬼
お に

餅
も ち

の頃にやってくる寒さむー
ちー－びーさ

強弱 ちゅーさ－よーさ
漁
ぎ ょ

業
ぎょう

うみ－わじゃ
巨
き ょ

人
じ ん

やとぅ－むん
清らかだ ちゅらさん
切り離

は な

す ちり－はなしゅ（す）ん
きれいだ ちゅらさん
禁止 ちじ
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結
け っ

婚
こ ん

にーびち
決心するうみ－ちわみゆん/うみ－ちわみーん

●こ
濃
こ

い かたさん。くーさん。
恋
こ い

くい
こいつくに－ひゃー。くぬ－ひゃー。
コウモリ〈動物の名前〉かーぶやー
超えるくぃーゆん/くぃーん
誤
ご

解
か い

するとぅい－ちがゆん/とぅい－ちがいん
ご機嫌 み－うんち
ゴキブリ〈虫の名前〉ふぃ（ひ）ーらー。とーびーらー。
黒板こくばん
心地くくち
心が痛むちむ－いちゃさん
心掛

が

けるくくる－がきゆん/くくる－がきーん。ちむ－
がきゆん/ちむ－がきーん。にん－がきゆん/にん－
がきーん。

志
こころざし

くくるざし。いっしー。にん－がき。
志
こころざ

すにん－がきゆん/にん－がきーん
腰
こ し

回
ま わ

りのくびれた部分 がまく
こちら側く－がた
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結
け っ

婚
こ ん

にーびち
決心するうみ－ちわみゆん/うみ－ちわみーん

●こ
濃
こ

い かたさん。くーさん。
恋
こ い

くい
こいつくに－ひゃー。くぬ－ひゃー。
コウモリ〈動物の名前〉かーぶやー
超えるくぃーゆん/くぃーん
誤
ご

解
か い

するとぅい－ちがゆん/とぅい－ちがいん
ご機嫌 み－うんち
ゴキブリ〈虫の名前〉ふぃ（ひ）ーらー。とーびーらー。
黒板こくばん
心地くくち
心が痛むちむ－いちゃさん
心掛

が

けるくくる－がきゆん/くくる－がきーん。ちむ－
がきゆん/ちむ－がきーん。にん－がきゆん/にん－
がきーん。

志
こころざし

くくるざし。いっしー。にん－がき。
志
こころざ

すにん－がきゆん/にん－がきーん
腰
こ し

回
ま わ

りのくびれた部分 がまく
こちら側く－がた

組くみ
組
く み

踊
おどり

〈沖縄の芸能の名前〉くみ－うどぅ（る）い
曇
く も

るくむゆん/くむいん
供
く

養
よ う

くよー
くらいあたい。ぐれー。
暮らしくらし
暮らしやすいくらし－やっさん
暗
く ら

闇
や み

くらしん
繰
く

り返
か え

すくい－けーしゅ（す）ん
苦しいくちさん。くりしゃ（さ）ん。
苦しむくるしぬ（む）ん
〈日が〉暮れるゆっくぃゆん/ゆっくぃーん
苦
く

労
ろ う

くろー。なんじ。あわり。

●け
芸
げ い

能
の う

じーぬー
軽
け い

便
べ ん

鉄
て つ

道
ど う

けーびん－てつどー
ケガするやましゅ（す）ん
景
け

色
し き

ちしち。ちーち。
下
げ

駄
た

あし－じゃ
結
け っ

構
こ う

ですゆたさいびーん
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っんびーゆん/っんびーん。

壊
こ わ

すくーしゅ（す）ん
壊
こ わ

れるくーりゆん/くーりーん
こんにゃくくんやく

●さ
財
さ い

布
ふ

じん－ぶくる。じん－いりー。
材木 ぜ（じぇ）ー－むく
～さえ〈似たような点をあげ、他の事

こと

柄
がら

を推
お

し量
はか

る言葉〉 
－ちょーん

さえぎるちじゆん/ちじーん
竿
さ お

そー
坂 ふぃ（ひ）ら
境
さかい

さけー
下がるさがゆん/さがいん
昨夜 ゆーび
桜 さくら
避
さ

けるどぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きないん
差
さ

し迫
せ ま

るさし－ちまゆん/さし－ちまいん
差
さ

し出
だ

す ぬしきゆん/ぬしきーん。ねーゆん/ねー
いん。

差
さ

し止めるさし－とぅみゆん/さし－とぅみーん
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っんびーゆん/っんびーん。
壊
こ わ

すくーしゅ（す）ん
壊
こ わ

れるくーりゆん/くーりーん
こんにゃくくんやく

●さ
財
さ い

布
ふ

じん－ぶくる。じん－いりー。
材木 ぜ（じぇ）ー－むく
～さえ〈似たような点をあげ、他の事

こと

柄
がら

を推
お

し量
はか

る言葉〉 
－ちょーん

さえぎるちじゆん/ちじーん
竿
さ お

そー
坂 ふぃ（ひ）ら
境
さかい

さけー
下がるさがゆん/さがいん
昨夜 ゆーび
桜 さくら
避
さ

けるどぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きないん
差
さ

し迫
せ ま

るさし－ちまゆん/さし－ちまいん
差
さ

し出
だ

す ぬしきゆん/ぬしきーん。ねーゆん/ねー
いん。

差
さ

し止めるさし－とぅみゆん/さし－とぅみーん

粉 くー
こね合わせる あーしゅ（す）ん
好むしちゅん
ゴボウ〈野菜の名前〉ぐんぼー
こぼれる いー－けーりゆん/いー－けーりーん。

ほーりゆん/ほーりーん。ゆてぃりゆん/ゆてぃ
りーん。

〈粒が〉細
こ ま

かい うろーさん
ごまかす ばばっくゎーしゅ（す）ん
細
こ ま

々
ご ま

とくま－ぐまー－とぅ
困るくまゆん/くまいん
こめかみくみ－かん
込
こ

めるくみゆん/くみーん
こもるくまゆん/くまいん
暦
こよみ

くゆみ
こらえるくねーゆん/くねーいん。しぬぶん。にじ

ゆん/にじーん。
こらしめる みみじゅん
ご覧にいれる〈「見せる」の敬

けい

語
ご

〉う－み－かきゆん/
う－み－かきーん

〈主に動物を〉殺
こ ろ

すくるしゅ（す）ん
怖
こ わ

がるうじゆん/うじーん。うすりゆん/うすりーん。 
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●し
塩水 しゅ（す）ー－みじ。まーしゅ（す）－みじ。
しおらしい しゅーらーしゃん/すーらーさん
鹿
し か

しか
鹿
し か

の肉 こー－ぬ－しし
仕
し

掛
か

けるしかきゆん/しかきーん
叱
し か

る ぬらゆん/ぬらいん。しちきゆん/しちきーん。
静か しじか
沈
し ず

むしじぬ（む）ん
自然 しじん
自然に なんくる
士族 さむれー。ゆかっちゅ。し－ずく。
子
し

孫
そ ん

っくゎ－っんまが。やち－っんまが。ゆだ（ら）－ふぁ。
次第にしで（れ）ーに。たった。
従
したが

うしたがゆん/したがいん
〈液体を〉したたらせる はらしゅ（す）ん
しつけるしちきゆん/しちきーん。いー －ならー 

しゅ（す）ん。
質問 しつもん
しどろもどろ あま－いー－くま－いー。あぬー－くぬー。
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●し
塩水 しゅ（す）ー－みじ。まーしゅ（す）－みじ。
しおらしい しゅーらーしゃん/すーらーさん
鹿
し か

しか
鹿
し か

の肉 こー－ぬ－しし
仕
し

掛
か

けるしかきゆん/しかきーん
叱
し か

る ぬらゆん/ぬらいん。しちきゆん/しちきーん。
静か しじか
沈
し ず

むしじぬ（む）ん
自然 しじん
自然に なんくる
士族 さむれー。ゆかっちゅ。し－ずく。
子
し

孫
そ ん

っくゎ－っんまが。やち－っんまが。ゆだ（ら）－ふぁ。
次第にしで（れ）ーに。たった。
従
したが

うしたがゆん/したがいん
〈液体を〉したたらせる はらしゅ（す）ん
しつけるしちきゆん/しちきーん。いー －ならー 

しゅ（す）ん。
質問 しつもん
しどろもどろ あま－いー－くま－いー。あぬー－くぬー。

授かるさじかゆん/さじかいん
授けるさじきゆん/さじきーん
誘いだます しかしゅ（す）ん
定めるさだ（ら）みゆん/さだ（ら）みーん
さて〈話題を変える時に言う言葉〉さてぃ
悟
さ と

るさとぅゆん/さとぅいん
錆
さ び

さび
覚ます。〈目を〉覚ます。さましゅ（す）ん
冷ます さましゅ（す）ん
さまたげ さまたぎ。じゃま。
侍
さむらい

さむれー
鮫
さ め

さば
覚めるうずぬん/うじゅむん。さみゆん/さみーん。
冷めるさみゆん/さみーん。さまゆん/さまいん。

ふぃ（ひ）じゅゆん/ふぃ（ひ）じゅいん。
皿 さら
触
さ わ

るさーゆん/さーいん
三回 み－けーん
残
ざ ん

念
ね ん

じゃんにん
散歩 ふよー
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冗
じょう

談
だ ん

てー－ふぁ。われー－ばなし。
商
しょう

人
に ん

あちねー －しゃ（さ）ー。あちねー －ん－ちゅ。 
あちょーどぅ（る）。

商
しょう

売
ば い

あちねー。うい－むん－けー－むん。
食事の支度をするしこーゆん/しこーいん
職
しょく

人
に ん

せ（しぇ）ーく
調べるしらびゆん/しらびーん。あらたみゆん/ 

あらたみーん。
知らんぷりしらん－ふーなー
知り合い しりえー
記
し る

す しるしゅ（す）ん。とぅみゆん/とぅみーん。
寝
し ん

室
し つ

に－じゃしち
信じるしんじゆん/しんじーん
親
し ん

戚
せ き

えーか
〈肉や魚が〉新

し ん

鮮
せ ん

である いま－いまー－とぅ
慎
し ん

重
ちょう

に みしく
心配 しわ
新聞 しんぶん
親
し ん

類
る い

えーか
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冗
じょう

談
だ ん

てー－ふぁ。われー－ばなし。
商
しょう

人
に ん

あちねー －しゃ（さ）ー。あちねー －ん－ちゅ。 
あちょーどぅ（る）。

商
しょう

売
ば い

あちねー。うい－むん－けー－むん。
食事の支度をするしこーゆん/しこーいん
職
しょく

人
に ん

せ（しぇ）ーく
調べるしらびゆん/しらびーん。あらたみゆん/ 

あらたみーん。
知らんぷりしらん－ふーなー
知り合い しりえー
記
し る

す しるしゅ（す）ん。とぅみゆん/とぅみーん。
寝
し ん

室
し つ

に－じゃしち
信じるしんじゆん/しんじーん
親
し ん

戚
せ き

えーか
〈肉や魚が〉新

し ん

鮮
せ ん

である いま－いまー－とぅ
慎
し ん

重
ちょう

に みしく
心配 しわ
新聞 しんぶん
親
し ん

類
る い

えーか

忍
し の

ぶ しぬぶん
縛
し ば

るくんじゅん。ゆーゆん/ゆーいん。たばゆん/
たばいん。

縞
し ま

あや
自
じ

慢
ま ん

じまん
染
し

みつくしみ－ちちゅん
地面 じー
ジャガイモ じゃがいも
謝
じ ゃ

敷
し き

〈地名〉じゃじち
しゃっくりさっこーび
しゃぶるしぷゆん/しぷいん
邪
じ ゃ

魔
ま

さまたぎ。じゃま。あやめー－くさめー。
シャモ〈鳥の名前〉たうちー。たわちー。
車輪 ひゃ（は）ーがー
自由 じゆー
主人 ぬーし
出発 っんじたち
準
じゅん

備
び

しこーい。すがい。
準
じゅん

備
び

するしこーゆん/しこーいん。すがゆん/すが
いん。

しょうがない しょーん－たたん
蒸
じょう

気
き

あち－き
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ずらす しーきゆん/しーきーん
するしゅ（す）ん

〈ある状
じょう

態
たい

に〉する なしゅ（す）ん

●せ
生活 くらし
製作者 ちゅく－やー
政
せ い

治
じ

しーじ
成績 せーせき
ぜいたくにするくゎびーゆん/くゎびーん
生徒 しーとぅ
西洋語 うらんだ（ら）－ぐち
咳
せ き

さっくぃー
赤
せ き

面
め ん

あか－じらー
石油 しちたん－ゆー
切ないくちさん
切
せ っ

迫
ぱ く

するさし－ちまゆん/さし－ちまいん
説明する いみ－ふとぅちゅん
世話 みー－かんげー
世話する かむゆん/かむいん。かんげーゆん/ 

かんげーいん。みー－かんげーゆん/みー－かん
げーいん。
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ずらす しーきゆん/しーきーん
するしゅ（す）ん

〈ある状
じょう

態
たい

に〉する なしゅ（す）ん

●せ
生活 くらし
製作者 ちゅく－やー
政
せ い

治
じ

しーじ
成績 せーせき
ぜいたくにするくゎびーゆん/くゎびーん
生徒 しーとぅ
西洋語 うらんだ（ら）－ぐち
咳
せ き

さっくぃー
赤
せ き

面
め ん

あか－じらー
石油 しちたん－ゆー
切ないくちさん
切
せ っ

迫
ぱ く

するさし－ちまゆん/さし－ちまいん
説明する いみ－ふとぅちゅん
世話 みー－かんげー
世話する かむゆん/かむいん。かんげーゆん/ 

かんげーいん。みー－かんげーゆん/みー－かん
げーいん。

●す
吸
す

う すーゆん/すーいん。しぷゆん/しぷいん。
末っ子 うっとぅ－ん－ぐゎ
姿 しがた。かーぎ。
好くしちゅん
すくい取る。すくう。すくゆん/すくいん
救う すくゆん/すくいん
ずけずけ んじゃ－んじゃー－とぅ
すごい うすましゃ（さ）ん
すごさうすましゃ（さ）
過ごす しぐしゅ（す）ん
涼
す ず

しい しだ（ら）さん
スズメくらー
勧
す す

めるししみゆん/ししみーん
硯
すずり

しじり
裾
す そ

すす
すっぱい しーさん
素
す

早
ば や

い。すばしっこい。ぐるさん
滑
す べ

るしんでぃ（り）ゆん/しんでぃ（り）ーん
～すら〈似たような点をあげ、他の事

こと

柄
がら

を推
お

し量
はか

る言葉〉－ちょーん
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●た
大工 せ（しぇ）ーく
大
だ い

丈
じょう

夫
ぶ

です ちけー ねーやびらん
大切だ あたらしゃ（さ）ん
大
だ い

胆
た ん

な者 いじゃー
大地 じー
台風 うーかじ。てーふー。
田
た

芋
い も

たー－っんむ
平らにする ならしゅ（す）ん。とーみゆん/とーみーん。

ふぃ（ひ）らかしゅん/ふぃ（ひ）らかすん。
対立する んかゆん/んかいん
倒
た お

れるとーりゆん/とーりーん
互
た が

いに たげー－に
タカサゴ〈魚の名前〉ぐるくん
宝 たから
滝
た き

たち
炊
た

き込
こ

みご飯 じゅーしー
〈ご飯などを〉炊

た

くにゆん/にーん
〈子どもなどを〉抱

だ

くだ（ら）ちゅん
〈鳥が卵を〉抱

だ

くうさーしゅ（す）ん。うすゆん/うすいん。
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●た
大工 せ（しぇ）ーく
大
だ い

丈
じょう

夫
ぶ

です ちけー ねーやびらん
大切だ あたらしゃ（さ）ん
大
だ い

胆
た ん

な者 いじゃー
大地 じー
台風 うーかじ。てーふー。
田
た

芋
い も

たー－っんむ
平らにする ならしゅ（す）ん。とーみゆん/とーみーん。

ふぃ（ひ）らかしゅん/ふぃ（ひ）らかすん。
対立する んかゆん/んかいん
倒
た お

れるとーりゆん/とーりーん
互
た が

いに たげー－に
タカサゴ〈魚の名前〉ぐるくん
宝 たから
滝
た き

たち
炊
た

き込
こ

みご飯 じゅーしー
〈ご飯などを〉炊

た

くにゆん/にーん
〈子どもなどを〉抱

だ

くだ（ら）ちゅん
〈鳥が卵を〉抱

だ

くうさーしゅ（す）ん。うすゆん/うすいん。

千
せ ん

しん
先月くぃた－ちち/くた－ちち
選手 いらび－にんじゅ
扇
せ ん

子
す

おーじ
せんべい しんびー

●そ
そうか〈本当かどうか確かめる時に出す言葉〉

っんじ
雑
ぞ う

炊
す い

じゅーしー
そうだね あん やさ。やさ。
草
ぞ う

履
り

さば
底
そ こ

すく
そしる すしゆん/すしーん
そそっかしい人 うふ－しょ（そ）ー
育てる すだ（ら）てぃゆん/すだ（ら）てぃーん
そのとおりうぬ－とぅーい
そのままうぬ－まま
そぶりなじき
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束
た ば

たばい
たばこたばく
束
た ば

ねるたばゆん/たばいん
足
た び

袋 たーび
旅 たび
旅立ちたびだ（ら）ち
卵くーが
だますだ（ら）ましゅん/だ（ら）ますん。ぬじゅん。
黙
だ ま

るだ（ら）まゆん/だ（ら）まいん
ため息うふ－いーち
試すたみしゅ（す）ん
袂
たもと

〈着物の袖
そで

の垂
た

れ下がった部分〉たむとぅ
頼
た よ

るうっちゃかゆん/うっちゃかいん。かかゆん/
かかいん。

誕
た ん

生
じょう

日
び
っんまり－びー

だんだんとたった。しで（れ）ーに。
探
た ん

偵
て い

たんてぃー
短命 たん－みー
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束
た ば

たばい
たばこたばく
束
た ば

ねる たばゆん/たばいん
足
た び

袋 たーび
旅 たび
旅立ち たびだ（ら）ち
卵 くーが
だます だ（ら）ましゅん/だ（ら）ますん。ぬじゅん。
黙
だ ま

るだ（ら）まゆん/だ（ら）まいん
ため息 うふ－いーち
試す たみしゅ（す）ん
袂
たもと

〈着物の袖
そで

の垂
た

れ下がった部分〉たむとぅ
頼
た よ

るうっちゃかゆん/うっちゃかいん。かかゆん/
かかいん。

誕
た ん

生
じょう

日
び

っんまり－びー
だんだんと たった。しで（れ）ーに。
探
た ん

偵
て い

たんてぃー
短命 たん－みー

タコ〈海の動物の名前〉たく
出
だ し

汁 だ（ら）し
足す たれーゆん/たれーいん。うしゃーしゅん/ 

うさーすん。
出す っんじゃしゅ（す）ん。ねーゆん/ねーいん。
助け合うさまちゅい－しーじー
助ける たしきゆん/たしきーん
訪
た ず

ねる。尋
た ず

ねる。たじにゆん/たじにーん。たんに
ゆん/たんにーん。

たそがれどきあこー－くろー
ただ ただ（ら）
たたきつぶす たっ－ぴらかしゅ（す）ん
たたくたたちゅん。うちゅん。くるしゅ（す）ん。すぐ

ゆん/すぐいん。
畳
たたみ

たたん
立場 たち－ふぁ
たった ただ（ら）
例え たとぅい
例える たとぅゆん/たとぅいん
辿
た ど

る たどぅ（る）ゆん/たどぅ（る）いん
楽しみ たぬしみ
頼
た の

む たぬぬ（む）ん
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突き当たりちち－あたい
月ごとちち－ぬ－かーじ
月夜ちち－ぬ－ゆー。ちちゅー。
机しゅく
作り物ちゅくい－むん
作りやすいちゅくい－やっさん
都合ちごー
～つつ〈２つのことが同時に行われていることを表す言葉〉

－がちー
続くちじちゅん
包むちちぬ（む）ん
勤めるちとぅみゆん/ちとぅみーん
翼
つばさ

はに
ツバメ〈鳥の名前〉まってーらー。まったらー。
妻
つ ま

子
こ

とぅじ－っくゎ
つまずききっちゃき
詰
つ

まるちまゆん/ちまいん。さし－ちまゆん/さし－ちま
いん。

罪
つ み

とぅが
つむじまち
強いことと弱いことちゅーさ－よーさ
辛
つ ら

いくちさん
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突き当たりちち－あたい
月ごとちち－ぬ－かーじ
月夜 ちち－ぬ－ゆー。ちちゅー。
机 しゅく
作り物 ちゅくい－むん
作りやすい ちゅくい－やっさん
都合 ちごー
～つつ〈２つのことが同時に行われていることを表す言葉〉

－がちー
続くちじちゅん
包む ちちぬ（む）ん
勤めるちとぅみゆん/ちとぅみーん
翼
つばさ

はに
ツバメ〈鳥の名前〉まってーらー。まったらー。
妻
つ ま

子
こ

とぅじ－っくゎ
つまずききっちゃき
詰
つ

まるちまゆん/ちまいん。さし－ちまゆん/さし－ちま
いん。

罪
つ み

とぅが
つむじまち
強いことと弱いことちゅーさ－よーさ
辛
つ ら

いくちさん

●ち
小さい ぐまさん。くーさん。
知
ち

恵
え

じんぶん
知人 しりえー
乳
ち

飲
の

み子
ご

ちー－ぬみ－ん－ぐゎ。あか－ん－ぐゎ。
ちび〈背の低い人〉いんちょー
茶の間 なか－めー
長寿 ちょー－みー。なが－いち。なが－いちち。 

なが－ぬち。
頂上 ちじ
ちょうど ちょーどぅ（る）。ちんとぅ。
長命 ちょー－みー。なが－いち。なが－いちち。 

なが－ぬち。
散らかるちらかゆん/ちらかいん。ほーりゆん/

ほーりーん。しぜーりゆん/しぜーりーん。

●つ
通常 ふぃ（ひ）ーじー
つかむ かちみゆん/かちみーん
疲
つ か

れるうぅたゆん/うぅたいん。くたんでぃ（り）ゆん/
くたでぃ（り）ーん。ちかりゆん/ちかりーん。

頂上
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電話 で（れ）んわ

●と
どういたしまして ちけー ねーやびらん
唐
と う

辛
が ら

子
し

こーれー－ぐしゅ/こーれー－ぐーすー
冬
と う

瓜
が ん

〈植物の名前〉しぶい
道具ど（ろ）ーぐ
到達するうゆぶん
道
ど う

中
ちゅう

みち－なか
堂
ど う

々
ど う

としている っんぶらーしゃ（さ）ん
豆
と う

腐
ふ

とーふ
とがめるとぅがみゆん/とぅがみーん
とがるとぅがゆん/とぅがいん
研
と

ぐ とぅじゅん
退
ど

くどぅ（る）ちゅん。どぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きな
いん。

特に かわてぃ
退
ど

けるどぅ（る）きゆん/どぅ（る）きーん。どぅ（る）きな
しゅん/どぅ（る）きなすん。ぬきゆん/ぬきーん。 
しじらかしゅ（す）ん。うし－やらしゅ（す）ん。

床
と こ

とぅく
床
と こ

屋
や

だ（ら）んぱち－やー
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電話 で（れ）んわ

●と
どういたしまして ちけー ねーやびらん
唐
と う

辛
が ら

子
し

こーれー－ぐしゅ/こーれー－ぐーすー
冬
と う

瓜
が ん

〈植物の名前〉しぶい
道具ど（ろ）ーぐ
到達するうゆぶん
道
ど う

中
ちゅう

みち－なか
堂
ど う

々
ど う

としている っんぶらーしゃ（さ）ん
豆
と う

腐
ふ

とーふ
とがめるとぅがみゆん/とぅがみーん
とがるとぅがゆん/とぅがいん
研
と

ぐ とぅじゅん
退
ど

くどぅ（る）ちゅん。どぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きな
いん。

特に かわてぃ
退
ど

けるどぅ（る）きゆん/どぅ（る）きーん。どぅ（る）きな
しゅん/どぅ（る）きなすん。ぬきゆん/ぬきーん。 
しじらかしゅ（す）ん。うし－やらしゅ（す）ん。

床
と こ

とぅく
床
と こ

屋
や

だ（ら）んぱち－やー

辛
つ ら

いこと あわり

●て
手
て

柄
が ら

てぃ－がら
敵 てぃち
敵対する んかゆん/んかいん
できる なゆん/ないん
～できる〈能力があって可能であることを示す言葉〉－うーしゅ

（す）ん
手探りてぃー－さぐい
手助け てぃ－だしき
鉄 くる－かに
手伝い かしー。てぃ－がねー。
～ではあるが〈前の文と後ろの文を逆の意味でつなぐ言葉〉

－ながら
手間 てぃ－ま
手間賃 てぃ－ま
～でも〈具体例を示す言葉〉－んで（れ）ー
照る てぃゆん/てぃーん
電気 でぃ（り）んち
伝言 いえー。いやい。でぃ（り）んぐん。
天井 てぃんじょー
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（る）すん
取るとぅゆん/とぅいん

〈写真を〉撮る ぬじゅん
泥
ど ろ

どぅ（る）る
どんどん〈勢いが良いさま〉ばんない。ぱかない。

●な
～な〈禁止を示す言葉〉－な
直す のーしゅ（す）ん。ふぃ（ひ）ち－のーしゅん/ふぃ

（ひ）ち－のーすん。
長生きちょー－みー。なが－いち。なが－いちち。 

なが－ぬち。
流す ながしゅ（す）ん。はらしゅ（す）ん。
長年 なが－にん
眺
な が

める ながみゆん/ながみーん
長持ち なが－むち
～ながら〈２つのことが同時に行われていることを表す言葉〉 

－がちー。－がなー。
～ながら〈前の文と後ろの文を逆の意味でつなぐ言葉〉－なが

ら。－なぎーな。
無くす うしなゆん/うしないん

〈人が〉亡くなるまーしゅ（す）ん
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（る）すん
取るとぅゆん/とぅいん

〈写真を〉撮る ぬじゅん
泥
ど ろ

どぅ（る）る
どんどん〈勢いが良いさま〉ばんない。ぱかない。

●な
～な〈禁止を示す言葉〉－な
直す のーしゅ（す）ん。ふぃ（ひ）ち－のーしゅん/ふぃ

（ひ）ち－のーすん。
長生きちょー－みー。なが－いち。なが－いちち。 

なが－ぬち。
流す ながしゅ（す）ん。はらしゅ（す）ん。
長年 なが－にん
眺
な が

める ながみゆん/ながみーん
長持ち なが－むち
～ながら〈２つのことが同時に行われていることを表す言葉〉 

－がちー。－がなー。
～ながら〈前の文と後ろの文を逆の意味でつなぐ言葉〉－なが

ら。－なぎーな。
無くす うしなゆん/うしないん

〈人が〉亡くなるまーしゅ（す）ん

土台 まっくゎ
土地 じー
途
と

中
ちゅう

みち－なか
突然 あった－に
土手 あむとぅ
届け とぅどぅ（る）き
届けるとぅどぅ（る）きゆん/とぅどぅ（る）きーん
整うとぅとぅなゆん/とぅとぅないん
留
と ど

まるとぅどぅ（る）まゆん/とぅどぅ（る）まいん
留
と ど

めるとぅどぅ（る）みゆん/とぅどぅ（る）みーん
飛び跳

は

ねるとぅぬ（ん）じゅん
止めるちじゆん/ちじーん。とぅみゆん/とぅ

みーん。
泊めるとぅみゆん/とぅみーん
ともるとぅぶゆん/とぅぶいん
取り入れるとぅい－くぬ（む）ん
取り返す とぅい－むどぅ（る）しゅん/とぅい－むどぅ

（る）すん
取り込む とぅい－くぬ（む）ん
取り違

ち が

えるとぅい－ちがゆん/とぅい－ちがいん
鳥もち〈鳥を捕まえるためのネバネバしたもの〉やん－むち
取り戻

も ど

す とぅい－むどぅ（る）しゅん/とぅい－むどぅ
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何回 いく－けーん。なん－どぅ（る）。
難
な ん

儀
ぎ

なんじ
何度 いく－けーん。なん－どぅ（る）。
何度も持ち運ぶ かやーしゅ（す）ん
何人 いく－たい

●に
似合ううちゃーゆん/うちゃーいん
匂
に お

い かじゃ
二回 た－けーん
苦い んじゃさん
二か月た－ちち
握
に ぎ

り拳
こぶし

てぃー－じくん
握
に ぎ

るかちみゆん/かちみーん。にじゆん/に
じーん。
肉しし
憎
に く

しみにくさ。みっくゎさ。
憎
に く

むにくぬ（む）ん
逃
に

げるぬぎゆん/ぬぎーん。ふぃ（ひ）んぎゆん/
ふぃ（ひ）んぎーん。

にこにこ笑うわれー－かんじゅん
偽
に せ

物
も の

にし－むん
128

何回 いく－けーん。なん－どぅ（る）。
難
な ん

儀
ぎ

なんじ
何度 いく－けーん。なん－どぅ（る）。
何度も持ち運ぶ かやーしゅ（す）ん
何人 いく－たい

●に
似合ううちゃーゆん/うちゃーいん
匂
に お

い かじゃ
二回 た－けーん
苦い んじゃさん
二か月 た－ちち
握
に ぎ

り拳
こぶし

てぃー－じくん
握
に ぎ

る かちみゆん/かちみーん。にじゆん/に
じーん。

肉 しし
憎
に く

しみ にくさ。みっくゎさ。
憎
に く

む にくぬ（む）ん
逃
に

げる ぬぎゆん/ぬぎーん。ふぃ（ひ）んぎゆん/
ふぃ（ひ）んぎーん。

にこにこ笑うわれー－かんじゅん
偽
に せ

物
も の

にし－むん

殴
な ぐ

るうちゅん。くるしゅ（す）ん。しちきゆん/しちきー
ん。すぐゆん/すぐいん。にーゆん/にーん。

投げる なぎゆん/なぎーん
名
な

護
ご

〈地名〉なぐ
情け なさき
なぜなら ぬー－んでぃ（り） いーねー
なだめるしかしゅ（す）ん
名づけ なー－じきー
～など〈具体例を示す言葉〉－んで（れ）ー
斜
な な

め しぇーがー。なんべーい。
斜
な な

めにする かたんきゆん/かたんきーん。なん
べーゆん/なんべーいん。

何
な に

事
ご と

ぬー－ぐとぅ
なびくなびちゅん
怠
な ま

けるうくたゆん/うくたいん。ゆらりゆん/ゆら
りーん。

波 なみ
なめる なみゆん/なみーん
均
な ら

す ならしゅ（す）ん。とーみゆん/とーみーん。
鳴らす ならしゅ（す）ん
並ぶ ならぶん

〈ある状
じょう

態
たい

に〉なる なゆん/ないん
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●ね
願いにげー
寝
ね

座
ざ

敷
し き

に－じゃしち
ねじるふぃ（ひ）にゆん・ふぃ（ひ）にーん
熱
ね つ

にち
熱
ね っ

中
ちゅう

するかたんちゅん。ふぃ（ひ）っ－かたんちゅん
眠
ね む

たいにんじ－ぶしゃ（さ）ん
練
ね

るにーゆん/にーん
念をおす かじ－かきゆん/かじ－かきーん

●の
農家 はる－さー
農業 はる－しくち
農作物ちゅくい－むじゅくい。ちゅくい－むん。
退
の

くどぅ（る）ちゅん。どぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きな
いん。

退
の

けるぬきゆん/ぬきーん。どぅ（る）きゆん/どぅ（る）
きーん。どぅ（る）きなしゅん/どぅ（る）きなすん。しじ
らかしゅ（す）ん。うし－やらしゅ（す）ん。
残す ぬくしゅ（す）ん
残りあまい。ぬくい。
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●ね
願いにげー
寝
ね

座
ざ

敷
し き

に－じゃしち
ねじるふぃ（ひ）にゆん・ふぃ（ひ）にーん
熱
ね つ

にち
熱
ね っ

中
ちゅう

するかたんちゅん。ふぃ（ひ）っ－かたんちゅん
眠
ね む

たいにんじ－ぶしゃ（さ）ん
練
ね

るにーゆん/にーん
念をおす かじ－かきゆん/かじ－かきーん

●の
農家 はる－さー
農業 はる－しくち
農作物ちゅくい－むじゅくい。ちゅくい－むん。
退
の

くどぅ（る）ちゅん。どぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きな
いん。

退
の

けるぬきゆん/ぬきーん。どぅ（る）きゆん/どぅ（る）
きーん。どぅ（る）きなしゅん/どぅ（る）きなすん。しじ
らかしゅ（す）ん。うし－やらしゅ（す）ん。
残す ぬくしゅ（す）ん
残りあまい。ぬくい。

日記 にっち
日本 やまとぅ
日本語 やまとぅ－ぐち
日本人 やまとぅ－ん－ちゅ
～にもかかわらず〈前の文と後ろの文を逆の意味でつなぐ言葉〉

－なぎーな
荷物 に－むち
にらむみー－ひかゆん/みー－ひかいん
似るにゆん/にーん
煮るにゆん/にーん
人形 にんじょー
人間 にんじん
人情 にんじょー

●ぬ
抜くぬじゅん
脱ぐぬじゅん。はじゆん/はじーん。
抜けるぬぎゆん/ぬぎーん
主
ぬ し

ぬーし
盗
ぬ す

むとぅゆん/とぅいん。ぬすぬ（む）ん。
沼くむい
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挟
は さ

むはさぬ（む）ん
柱 はーや
走らせるはらしゅ（す）ん
恥
は

ずかしい はじかしゃ（さ）ん
肌
は だ

はだ（ら）
裸
はだか

はだ（ら）か
裸
は だ し

足 からっさ。から－びさー。かりっさ。
二
は た ち

十歳 はたち
働き者 あがちゃー
働くあがちゅん。はたらちゅん。
罰
ば つ

とぅが
派手な様子 あから－くゎーら
話し方むぬ－いー－かた
話し方が整然としないさまあま－いー－くま－いー。
あぬー－くぬー。
離
は な

す はなしゅ（す）ん
離
は な

れ島 はなり－じま
離
は な

れるはなりゆん/はなりーん
羽 はに
跳
は

ね返るはんちげーゆん/はんちげーいん
跳
は

ねるとぅぬ（ん）じゅん
羽ばたくはに－うちゅん
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挟
は さ

むはさぬ（む）ん
柱 はーや
走らせるはらしゅ（す）ん
恥
は

ずかしい はじかしゃ（さ）ん
肌
は だ

はだ（ら）
裸
はだか

はだ（ら）か
裸
は だ し

足 からっさ。から－びさー。かりっさ。
二
は た ち

十歳 はたち
働き者 あがちゃー
働くあがちゅん。はたらちゅん。
罰
ば つ

とぅが
派手な様子 あから－くゎーら
話し方むぬ－いー－かた
話し方が整然としないさまあま－いー－くま－いー。
あぬー－くぬー。
離
は な

す はなしゅ（す）ん
離
は な

れ島 はなり－じま
離
は な

れるはなりゆん/はなりーん
羽 はに
跳
は

ね返るはんちげーゆん/はんちげーいん
跳
は

ねるとぅぬ（ん）じゅん
羽ばたくはに－うちゅん

残るぬくゆん/ぬくいん
乗せるぬしゆん/ぬしーん
望み ぬず（じゅ）み
望むぬずぬん/ぬじゅむん
伸
の

びるぬぶん
のみ〈道具の名前〉ぬみ
飲
の

み込
こ

むぬみくぬ（む）ん

●は
倍 べー
馬
ば

鹿
か

ふらー。ふり－むん。
〈仕事などが〉はかどるあがちゅん。はばちゅん。
馬
ば

鹿
か

にするうぅーじゅん。うしぇーゆん/うしぇーいん。
ぬじゅん。くなーしゅ（す）ん。

計るはかゆん/はかいん
剝
は

ぐはじゅん
歯
は

茎
ぐ き

は－しし
励
は げ

ます いさみゆん/いさみーん。ししみゆん/しし
みーん。

化け物まじ－むん。やな－むん。
〈毛などが〉はげるはぎゆん/はぎーん
箱 はく
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引きずるすびちゅん。すんちゅん。
引き取るふぃ（ひ）ち－とぅゆん/ふぃ（ひ）ち－とぅいん
引きなおす ふぃ（ひ）ち－のーしゅん/ふぃ（ひ）ち－
のーすん

引き戻
も ど

す ふぃ（ひ）ち－むどぅ（る）しゅん/ふぃ（ひ）ち－む
どぅ（る）すん
びくびくしか－みー－ぐるぐる。しかんかー。
久しぶりだみー－どぅ（る）ーさん。なげーさん。
比
ひ

謝
じ ゃ

橋
ば し

〈橋の名前〉ふぃ（ひ）じゃ－ばし
〈男女が〉ひそかに会うしぬぶん
額
ひたい

ふぃ（ひ）ちぇー。むこー。
引っかくかちゃぬ（む）ん
引っ込

こ

むふぃ（ひ）っ－くぬん/ふぃ（ひ）っ－くむん
羊 ふぃ（ひ）ちじ
ぴったりちんとぅ。ちょーどぅ（る）。
必要 いり－ゆー
ひとかけらちゅ－かき
一切れちゅ－かき
ひどくんじゃ－んじゃー－とぅ
一言ちゅ－くとぅば
人前。人の前。っちゅ－めー
瞳
ひとみ

みー－ぬ－しん
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引きずるすびちゅん。すんちゅん。
引き取るふぃ（ひ）ち－とぅゆん/ふぃ（ひ）ち－とぅいん
引きなおす ふぃ（ひ）ち－のーしゅん/ふぃ（ひ）ち－
のーすん

引き戻
も ど

す ふぃ（ひ）ち－むどぅ（る）しゅん/ふぃ（ひ）ち－む
どぅ（る）すん
びくびくしか－みー－ぐるぐる。しかんかー。
久しぶりだみー－どぅ（る）ーさん。なげーさん。
比
ひ

謝
じ ゃ

橋
ば し

〈橋の名前〉ふぃ（ひ）じゃ－ばし
〈男女が〉ひそかに会うしぬぶん
額
ひたい

ふぃ（ひ）ちぇー。むこー。
引っかくかちゃぬ（む）ん
引っ込

こ

むふぃ（ひ）っ－くぬん/ふぃ（ひ）っ－くむん
羊 ふぃ（ひ）ちじ
ぴったりちんとぅ。ちょーどぅ（る）。
必要 いり－ゆー
ひとかけらちゅ－かき
一切れちゅ－かき
ひどくんじゃ－んじゃー－とぅ
一言ちゅ－くとぅば
人前。人の前。っちゅ－めー
瞳
ひとみ

みー－ぬ－しん

浜
は ま

はま/はーま
速さふぇ（へ）ーさ
流
は

行
や

りふぇ（へ）ーい
晴らす はらしゅ（す）ん
ばらばらなー－ちりじり
ハリセンボン〈魚の名前〉あばさー
貼
は

り付くはい－ちちゅん
晴れるはりゆん/はりーん
反省しんしゃく
ばんと打つ ばん－みかしゅ（す）ん
反応 はんのー

●ひ
冷えるふぃ（ひ）じゅゆん/ふぃ（ひ）じゅいん
光 ふぃ（ひ）ちゃい
光るふぃ（ひ）ちゃゆん/ふぃ（ひ）ちゃいん
引き返す ふぃ（ひ）ち－けーしゅん/ふぃ（ひ）ち－
けーすん

干
ひ

き潮
し お

ふぃ（ひ）ち－しゅ/ふぃ（ひ）ち－す
引き締

し

まるふぃ（ひ）ち－しまゆん/ふぃ（ひ）ち－しまいん
引き締

し

めるふぃ（ひ）ち－しみゆん/ふぃ（ひ）ち－し
みーん
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不
ふ

機
き

嫌
げ ん

ふぃ（ひ）んち
吹
ふ

き出す ふち－っんじゃしゅ（す）ん
不吉な夢 やな－いみ
ふくれるふーけーりゆん/ふーけーりーん。ふっ
くぃゆん/ふっくぃーん。
服
ふ く

装
そ う

すがい
不幸 ふこー
塞
ふ さ

ぐふさじゅん
ふざけることがんまり
不自由 ふじゆー
防ぐふしじゅん
不足 ふすく
ふた月た－ちち
布
ふ

団
と ん

うーどぅ（る）
踏
ふ

みつけるくだ（ら）みゆん/くだ（ら）みーん
踏
ふ

むくだ（ら）みゆん/くだ（ら）みーん
ふりふーなー。なじき。
振
ふ

るふゆん/ふいん。うぅーゆん/うぅーいん。
降
ふ

るふゆん/ふいん
風
ふ

呂
ろ

ゆー－ふる
〈土くれなどを〉踏

ふ

んで柔らかくするくなーしゅ（す）ん
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不
ふ

機
き

嫌
げ ん

ふぃ（ひ）んち
吹
ふ

き出す ふち－っんじゃしゅ（す）ん
不吉な夢 やな－いみ
ふくれる ふーけーりゆん/ふーけーりーん。ふっ

くぃゆん/ふっくぃーん。
服
ふ く

装
そ う

すがい
不幸 ふこー
塞
ふ さ

ぐ ふさじゅん
ふざけること がんまり
不自由 ふじゆー
防ぐ ふしじゅん
不足 ふすく
ふた月 た－ちち
布
ふ

団
と ん

うーどぅ（る）
踏
ふ

みつけるくだ（ら）みゆん/くだ（ら）みーん
踏
ふ

むくだ（ら）みゆん/くだ（ら）みーん
ふり ふーなー。なじき。
振
ふ

る ふゆん/ふいん。うぅーゆん/うぅーいん。
降
ふ

る ふゆん/ふいん
風
ふ

呂
ろ

ゆー－ふる
〈土くれなどを〉踏

ふ

んで柔らかくするくなーしゅ（す）ん

独
ひ と

り言 どぅ（る）ー－ちゅい－むにー
一人ずつ交代することちゅい－ちがーるー。 

ちゅい－なー－かーるー。
ひとりでに なんくる
非難するとぅがみゆん/とぅがみーん
ひねる ふぃ（ひ）にゆん/ふぃ（ひ）にーん
響
ひ び

くふぃ（ひ）びちゅん
皮
ひ

膚
ふ

かー
冷やかす なばくゆん/なばくいん
ひやりと ふぃ（ひ）じゅってーん
屏
びょう

風
ぶ

のーぶ
ヒラミレモン〈果物の名前〉しーくゎーさー
〈魚の〉ひれ はに
ビン びん
品格がある っんぶらーしゃ（さ）ん

●ふ
無
ぶ

愛
あ い

想
そ う

かまじし
不意に あった－に

〈芋
いも

などを〉ふかす っんぶしゅ（す）ん
吹
ふ

き消す ふち－ちゃーしゅ（す）ん
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欲しがるぬずぬん/ぬじゅむん
〈糸などが〉細

ほ そ

いうろーさん
蛍
ほたる

じんじん
火
ほ

照
て

るさまふゎー－ふゎー
ほどあたい
仏 ふとぅき
掘
ほ

るふゆん/ふいん
ほんのただ（ら）。ふん－ぬ。

●ま
舞
ま い

もーい。うぅどぅ（る）い。
毎朝 めー－あさ
毎月ちち－ぬ－かーじ。めー－じち。
毎年 めー－にん
毎晩 めー－ゆる
毎夜 めー－ゆる
舞
ま

うもーゆん/もーいん。うぅどぅ（る）ゆん/うぅどぅ
（る）いん。
任せるまかしゅ（す）ん
枕
まくら

まっくゎ
まごつくさまとぅぬー－まぬー
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欲しがるぬずぬん/ぬじゅむん
〈糸などが〉細

ほ そ

いうろーさん
蛍
ほたる

じんじん
火
ほ

照
て

るさまふゎー－ふゎー
ほどあたい
仏 ふとぅき
掘
ほ

るふゆん/ふいん
ほんのただ（ら）。ふん－ぬ。

●ま
舞
ま い

もーい。うぅどぅ（る）い。
毎朝 めー－あさ
毎月ちち－ぬ－かーじ。めー－じち。
毎年 めー－にん
毎晩 めー－ゆる
毎夜 めー－ゆる
舞
ま

うもーゆん/もーいん。うぅどぅ（る）ゆん/うぅどぅ
（る）いん。
任せるまかしゅ（す）ん
枕
まくら

まっくゎ
まごつくさまとぅぬー－まぬー

●へ
〈家と門の間にある〉塀

へ い

ふぃ（ひ）んぷん
平常 ふぃ（ひ）ーじー
ぺしゃんこにするふぃ（ひ）らかしゅん/ふぃ（ひ）らか
すん。たっ－ぴらかしゅ（す）ん。

ヘチマなーべーらー
別 びち
縁
へ り

ふぃ（ひ）り
減るふぃ（ひ）なゆん/ふぃ（ひ）ないん
返事 いれー
変な いふー－な
便利 びんり

●ほ
ほうきほーち
坊
ぼ う

主
ず

頭
あたま

ぼーじ
褒
ほ う

美
び

ふーび
暴
ぼ う

風
ふ う

うー－かじ。かじ－ふち。
ホウレン草〈野菜の名前〉ふーりん－なー
欲しい ふしゃ（さ）ん



141

しまくとぅば  共通語引き

●み
見上げる みー－あぎゆん/みー－あぎーん
見合わせる みー－あーしゅ（す）ん
見かける み－かきゆん/み－かきーん
見方 みー－よー
味方 みかた
眉
み

間
け ん

むこー。まぬく。
〈きびきびとしていて〉見事だ ちびらーしゃ（さ）ん
みじめ あわり
見せる みしゆん/みしーん

〈～して〉みせる みしゆん/みしーん
乱す んじゃらかしゅ（す）ん
乱れる みだ（ら）りゆん/みだ（ら）りーん。んじゃりゆん/

んじゃりーん。
満
み

ち潮
し お

みち－しゅ（す）
道
み ち

端
ば た

みち－ばた
みっともない みーとーん ねーん
見
み

届
と ど

ける みー－とぅどぅ（る）きゆん/みー－とぅどぅ（る）
きーん

港 んなとぅ
身なりしがた。すがい。
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●み
見上げる みー－あぎゆん/みー－あぎーん
見合わせる みー－あーしゅ（す）ん
見かける み－かきゆん/み－かきーん
見方 みー－よー
味方 みかた
眉
み

間
け ん

むこー。まぬく。
〈きびきびとしていて〉見事だ ちびらーしゃ（さ）ん
みじめ あわり
見せる みしゆん/みしーん

〈～して〉みせる みしゆん/みしーん
乱す んじゃらかしゅ（す）ん
乱れる みだ（ら）りゆん/みだ（ら）りーん。んじゃりゆん/

んじゃりーん。
満
み

ち潮
し お

みち－しゅ（す）
道
み ち

端
ば た

みち－ばた
みっともない みーとーん ねーん
見
み

届
と ど

ける みー－とぅどぅ（る）きゆん/みー－とぅどぅ（る）
きーん

港 んなとぅ
身なりしがた。すがい。

まさにまさ－まさー－とぅ
真
ま

正
しょう

面
め ん

ま－たんかー
混ぜるまんきゆん/まんきーん
待ち受けるまち－うきゆん/まち－うきーん
間
ま

違
ち が

える ばっぺーゆん/ばっぺーいん。まちげー
ゆん/まちげーいん。まちがゆん/まちがいん。

真っ暗な所 くらしん
真っ青に おーってーん
真っ盛り ばんじ。さら－ばんじ。
松の木の下〈琉歌に出てくる言葉〉まち－した

〈先祖や亡くなった人を〉祀
ま つ

るまちゆん/まちーん
真
ま

似
ね

ねーび。まに。ふーなー。
招くまにちゅん
まぶた みー－がー
真南 ま－ふぇー
魔
ま

物
も の

まじ－むん。やな－むん。
丸
ま る

裸
はだか

まるはだ（ら）か
丸めるまるみゆん/まるみーん
回す まーしゅ（す）ん。みぐらしゅ（す）ん。
回るまーゆん/まーいん。みぐゆん/みぐいん。
万 まん
満足 まんず（じゅ）く



143

しまくとぅば  共通語引き

巡
め ぐ

らす みぐらしゅ（す）ん
巡
め ぐ

るみぐゆん/みぐいん
目覚めるうずぬん/うじゅむん。さみゆん/さみーん。
メジロ〈鳥の名前〉そーみなー
目玉 み－ん－たま
目の大きい人 み－ん－たまー
面
め ん

倒
ど う

わちゃれー

●も
もう一回。もう一度。なー－ちゅ－けーん
申し上げるうんぬきゆん/うんぬきーん
もしかむしか
もしもむしか
もたれかかるゆっかかゆん/ゆっかかいん
餅
も ち

むち
もったいない いちゃさん
最もむっとぅん。いっ－ちん。
〈髪や糸を〉もつれさせるんじゃらかしゅ（す）ん
〈髪や糸が〉もつれるんじゃりゆん/んじゃりーん
戻
も ど

るむどぅ（る）ゆん/むどぅ（る）いん
物覚えむぬ－うび
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巡
め ぐ

らす みぐらしゅ（す）ん
巡
め ぐ

るみぐゆん/みぐいん
目覚めるうずぬん/うじゅむん。さみゆん/さみーん。
メジロ〈鳥の名前〉そーみなー
目玉 み－ん－たま
目の大きい人 み－ん－たまー
面
め ん

倒
ど う

わちゃれー

●も
もう一回。もう一度。なー－ちゅ－けーん
申し上げるうんぬきゆん/うんぬきーん
もしかむしか
もしもむしか
もたれかかるゆっかかゆん/ゆっかかいん
餅
も ち

むち
もったいない いちゃさん
最もむっとぅん。いっ－ちん。
〈髪や糸を〉もつれさせるんじゃらかしゅ（す）ん
〈髪や糸が〉もつれるんじゃりゆん/んじゃりーん
戻
も ど

るむどぅ（る）ゆん/むどぅ（る）いん
物覚えむぬ－うび

見
み

間
ま

違
ち が

い みー－ばっぺー
都
みやこ

みやく
苗
みょう

字
じ

のーじ。やー－ん－なー。
見分け みー－わき。み－わき。

●む
向かうんかゆん/んかいん
迎
む か

えるんけーゆん/んけーいん
麦むじ
無口 っんむ－ぬ－くち
向こう側 あ－がた。あま－むてぃ。
無情むじょー
蒸
む

す っんぶしゅ（す）ん
無
む

駄
だ

に時を過ごすゆらりゆん/ゆらりーん
胸
む な

騒
さ わ

ぎする様子ちむ－だ（ら）くみち。ちむ－だ（ら）くだ
（ら）く。
村はずれむら－はじし

●め
名所 みーしゅ
命名 なー－じきー
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休み やしみ
やっつける ばん－みかしゅ（す）ん。しちきゆん/しち

きーん。ふぃ（ひ）らかしゅん/ふぃ（ひ）らかすん。
雇
や と

うやとぅゆん/やとぅいん
屋根 やー－ぬ－っゐー
破る やゆん/やいん
闇
や み

やみ
やり始めるしかきゆん/しかきーん

●ゆ
結
ゆ

うゆーゆん/ゆーいん
夕方 あこー－くろー。いり－えー。ゆー－いり－えー。

ゆー－いり－がた。ゆさんでぃ（り）。
夕暮れ あこー－くろー。いり－えー。ゆー－いり－えー。 

ゆー－いり－がた。ゆさんでぃ（り）。
勇者 いじ－じゅー。いじ－じゅー－むん。いじゃー。
夕日さがい－てぃーだ（ら）
ゆうべ ゆーび
床
ゆ か

ゆか
ゆがむ ゆがぬ（む）ん
ゆかり いぃん
湯
ゆ

気
げ

あち－き。ふ－き。
144

休み やしみ
やっつける ばん－みかしゅ（す）ん。しちきゆん/しち

きーん。ふぃ（ひ）らかしゅん/ふぃ（ひ）らかすん。
雇
や と

うやとぅゆん/やとぅいん
屋根 やー－ぬ－っゐー
破る やゆん/やいん
闇
や み

やみ
やり始めるしかきゆん/しかきーん

●ゆ
結
ゆ

うゆーゆん/ゆーいん
夕方 あこー－くろー。いり－えー。ゆー－いり－えー。

ゆー－いり－がた。ゆさんでぃ（り）。
夕暮れ あこー－くろー。いり－えー。ゆー－いり－えー。 

ゆー－いり－がた。ゆさんでぃ（り）。
勇者 いじ－じゅー。いじ－じゅー－むん。いじゃー。
夕日さがい－てぃーだ（ら）
ゆうべ ゆーび
床
ゆ か

ゆか
ゆがむ ゆがぬ（む）ん
ゆかり いぃん
湯
ゆ

気
げ

あち－き。ふ－き。

物を作る人 ちゅく－やー
もやし〈野菜の名前〉まーみ－なー
催
もよお

しむゆーし
催
もよお

す むゆーしゅ（す）ん
門 じょー
紋
も ん

様
よ う

あや

●や
やかましい やがましゃ（さ）ん。かしましゃ（さ）ん。 

みんちゃさん。
焼くやちゅん
役所 くーじ
約束 やくすく
約束する かじ－かきゆん/かじ－かきーん
役立つ やく－たちゅん
役人 くゎん－にん
やけどする ゆーげーしゅ（す）ん。しじりゆん/しじ

りーん。
屋
や

号
ご う

〈それぞれの家についた名前〉やー－ん－なー
野菜売り やーしぇー－うやー
優
や さ

しい っゑんだ（ら）さん。うふ－やっさん。
優
や さ

しい人 っゑんだ（ら）ー－ぐゎー
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喜び ゆるくび
喜ぶ ゆるくぶん

●ら
来月た－ちち
楽らく
～らしい〈ふさわしい様子を表す言葉〉－らーしゃ（さ）ん
落
ら っ

花
か

生
せ い

じー－まーみ

●り
理解するぬみくぬ（む）ん。わかゆん/わかいん。
離
り

島
と う

はなり－じま
琉
りゅう

歌
か

うた
流
りゅう

行
こ う

ふぇ（へ）ーい
両親 たい－ぬ－うや。ふた－うや。
両方ろーほー
料理りょーり

●れ
冷
れ い

酷
こ く

むじょー
歴史りちし
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喜び ゆるくび
喜ぶ ゆるくぶん

●ら
来月た－ちち
楽らく
～らしい〈ふさわしい様子を表す言葉〉－らーしゃ（さ）ん
落
ら っ

花
か

生
せ い

じー－まーみ

●り
理解するぬみくぬ（む）ん。わかゆん/わかいん。
離
り

島
と う

はなり－じま
琉
りゅう

歌
か

うた
流
りゅう

行
こ う

ふぇ（へ）ーい
両親 たい－ぬ－うや。ふた－うや。
両方ろーほー
料理りょーり

●れ
冷
れ い

酷
こ く

むじょー
歴史りちし

ゆするうぅーゆん/うぅーいん。うぅーじゅん。
指さすこといーび－ぬち
由
ゆ

来
ら い

ゆれー
緩
ゆ る

いゆるさん

●よ
良い香りかば
良い香りがするしゅーらーしゃん/すーらーさん
妖
よ う

怪
か い

まじ－むん。やな－むん。
用事 ゆーじゅ
容
よ う

貌
ぼ う

かーぎ
余計 っわーば。ゆちー。
よけるどぅ（る）きなゆん/どぅ（る）きないん
汚
よ ご

すゆぐしゅ（す）ん
夜中 ゆ－なか
呼び覚ますゆび－さましゅ（す）ん
余分 っわーば。ゆちー。あまい。
ヨモギ〈植物の名前〉ふーちばー
～より〈比

ひ

較
かく

の基
き

準
じゅん

を示す言葉〉－やか
寄りかかるゆっかかゆん/ゆっかかいん。うっちゃ
かゆん/うっちゃかいん。
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中南部言葉編

【数字と月と方位】
6級
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中南部言葉編

【数字と月と方位】
6級

～れる〈受け身や可能を表す言葉〉－りーん
れんがりんぐゎ。しち－がーら。

●ろ
ろうそくど（ろ）ー
肋
ろ っ

骨
こ つ

そーき－ぶに

●わ
若者 わか－むん
分かるわかゆん/わかいん
別れわかり
わずらわしいことわちゃれー
渡
わ た

すわたしゅ（す）ん
渡
わ た

るわたゆん/わたいん
詫
わ

びるわびゆん/わびーん
笑い顔 われー－がう
笑い話 われー－ばなし
悪いもの やな－むん
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８ 月  はちぐゎち
９ 月  くんぐゎち
10 月  じゅーぐゎち
11	月  しむちち
12 月  しわーし

●方●位
東  あがり
西  いり
北  にし
南  ふぇ（へ）ー
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●数●字
1  てぃーち
2  たーち
3  みーち
4  ゆーち
5  いちち
6  むーち
7  ななち
8  やーち
9  くくぬち

 10  とぅー

●月
１ 月  いちぐゎち。そーぐゎち。
２ 月  にんぐゎち
３ 月  さんぐゎち
４ 月  しんぐゎち
５ 月  ぐんぐゎち
６ 月  るくぐゎち
７ 月  しちぐゎち

８ 月  はちぐゎち
９ 月  くんぐゎち
10 月  じゅーぐゎち
11	月  しむちち
12 月  しわーし

●方●位
東  あがり
西  いり
北  にし
南  ふぇ（へ）ー



伊江島

伊是名島

伊平屋島

座間味島

渡嘉敷島

粟国島

久米島

渡名喜島

津堅島

久高島

沖縄本島
北大東島

南大東島

水納島

多良間島
池間島 大神島

伊良部島

来間島

波照間島

鳩間島

下地島
宮古島

与那国島

竹富島
小浜島

新城島
西表島 黒島

石垣島

宮古列島

八重山列島

国 頭 語

国 頭 語………
沖 縄 語………
宮 古 語………
八重山語………
与那国語………

くに がみ ご

沖 縄 語
おき なわ ご

宮 古 語
みや こ ご

八 重 山 語
や え やま ご

与 那 国 語
よ な ぐに ご

しまくとぅばの区画 区画の説明
く かく

国頭語の地域
　沖縄本島恩納村恩納より北、沖縄本島金武町屋嘉より北、伊江島、伊平屋島、
　伊是名島、津堅島、久高島

沖縄語の地域
　沖縄本島恩納村谷茶より南、沖縄本島うるま市石川より南、座間味島、
　渡嘉敷島、久米島、粟国島、渡名喜島、北大東島、南大東島

宮古語の地域
　宮古島、池間島、大神島、伊良部島、下地島、来間島、水納島、多良間島

八重山語の地域
　石垣島、竹富島、黒島、小浜島、新城島、西表島、鳩間島、波照間島

与那国語の地域
　与那国島
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伊江島

伊是名島

伊平屋島

座間味島

渡嘉敷島

粟国島

久米島

渡名喜島

津堅島

久高島

沖縄本島
北大東島

南大東島

水納島

多良間島
池間島 大神島

伊良部島

来間島

波照間島

鳩間島

下地島
宮古島

与那国島

竹富島
小浜島

新城島
西表島 黒島

石垣島

宮古列島

八重山列島

国 頭 語

国 頭 語………
沖 縄 語………
宮 古 語………
八重山語………
与那国語………

くに がみ ご

沖 縄 語
おき なわ ご

宮 古 語
みや こ ご

八 重 山 語
や え やま ご

与 那 国 語
よ な ぐに ご

しまくとぅばの区画 区画の説明
く かく

国頭語の地域
　沖縄本島恩納村恩納より北、沖縄本島金武町屋嘉より北、伊江島、伊平屋島、
　伊是名島、津堅島、久高島

沖縄語の地域
　沖縄本島恩納村谷茶より南、沖縄本島うるま市石川より南、座間味島、
　渡嘉敷島、久米島、粟国島、渡名喜島、北大東島、南大東島

宮古語の地域
　宮古島、池間島、大神島、伊良部島、下地島、来間島、水納島、多良間島

八重山語の地域
　石垣島、竹富島、黒島、小浜島、新城島、西表島、鳩間島、波照間島

与那国語の地域
　与那国島
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1
POINT

共通語からもしまくとぅばが
調べられます。

2
POINT
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